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考証　ポーの「うずまき」

は
じ
め
に

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
一
八
〇
九
～
四
九
）
は
、
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
文
学
を
代
表
す
る
文
学
者
で
あ
る
。
か
れ
は
生
前
、
詩
人
・
批
評
家
・
物
語
作
家
と
し

て
活
躍
し
、
み
じ
か
い
生
涯
を
お
え
た
。
こ
と
し
は
ポ
ー
没
後
一
七
〇
年
余
に
な
る
。
ポ
ー
の
生
涯
を
顧
み
た
と
き
、
そ
の
生
き
ざ
ま
は
貧
困
と
挫
折
、
脳
乱
の
く
り
返
し

で
あ
り
、
そ
の
長
い
漂
泊
の
旅
は
ボ
ル
チ
モ
ア
で
お
わ
っ
た
。

ポ
ー
伝
の
し
る
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
か
れ
は
旅
役
者
の
子
に
生
ま
れ
た
。
父
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
は
法
学
士
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
か
転
身
し
、
役
者
に
な
っ
た
。

母
は
ア
ー
ノ
ル
ド
と
い
い
、
こ
れ
も
役
者
で
あ
り
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
南
部
諸
州
の
巡
業
を
つ
づ
け
た
が
、
役
者
と
し
て
、
大
し
て
成
功
は
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
夫
婦

宮

永

　

孝

考
証
　
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」

　
　
は
じ
め
に

一
　M

aelstrom
 

の
語
源

二
　「
う
ず
ま
き
」
の
源
泉
（
材
源
）
と
同
作
品
の
影
響

　
　

― 

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
』（
一
七
九
八
年
版
）
に
み
る

「
う
ず
ま
き
」
の
記
事
（
そ
の
邦
訳
）

三
　「
う
ず
ま
き
」
と
は
ど
ん
な
物
語
か
。
そ
の
大
筋

四
　
文
体
か
ら
み
た
「
う
ず
ま
き
」
の
構
造
と
特
徴

五
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
「
う
ず
ま
き
」
の
翻
訳
小
史

六
　
日
本
の
古
詩
（
和
歌
）　
俳
句
　
随
筆
に
あ
ら
わ
れ
た
「
鳴
門
の

う
ず
ま
き
」

七
　「
う
ず
ま
き
」
の
発
生
原
因

八
　「
う
ず
ま
き
」
か
ら
み
た
ポ
ー
の
伝
言

　
　
む
す
び

　
　
英
文
レ
ジ
ュ
メ
（A

bstract in E
nglish

）
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一
八
〇
九
年
の
夏
、
一
家
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
と
き
、
父
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
は
、
妻
子
を
す
て
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
ら
し
い
。
母
は
子
ど
も
ら
を
連
れ
て
、
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
な
ど
を
巡
業
し
て
い
た
が
、
一
八
一
一
年
の
冬
、
身
を
寄
せ

て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
婦
人
帽
製
造
者
の
家
で
、
病
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
。
三
人
の
遺
児
は
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の
慈
善
家
に
引
き
と
ら
れ
た
。

エ
ド
ガ
ー
は
、
か
な
り
裕
福
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
タ
バ
コ
商
人
ジ
ョ
ン
・
ア
ラ
ン
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
四
）
に
引
き
と
ら
れ
た
。
そ
の
後
町
の
私
立
学
校
を
へ

て
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
へ
進
ん
だ
が
（
一
八
二
六
・
二
）、
仕
送
り
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
く
、
や
が
て
飲
酒
・
バ
ク
チ
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
り
、
養
父
と
あ
ら
そ
い
廃
学

す
る
と
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
か
ら
海
路
ボ
ス
ト
ン
へ
む
か
っ
た
（
一
八
二
七
・
四
）。
ボ
ス
ト
ン
で
は
新
聞
雑
誌
む
き
の
記
事
を
か
い
て
生
活
費
を
え
よ
う
と
し
た
が
、
う
ま

く
ゆ
か
ず
、
生
活
苦
の
た
め
、
や
む
な
く
合
衆
国
陸
軍
に
一
兵
卒
と
し
て
入
隊
し
（
一
八
二
七
・
五
）、
ボ
ス
ト
ン
港
内
の
砦
、
南
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
ム
ー
ル
ト
リ
ー
砲
台
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
モ
ン
ロ
ー
砦
な
ど
に
勤
務
し
、
階
級
も
特
務
曹
長
に
ま
で
進
ん
だ
（
一
八
二
九
・
一
）。

の
ち
ポ
ー
は
、
ア
ラ
ン
夫
人
の
遺
言
の
お
か
げ
で
義
父
と
和
解
す
る
と
、
陸ウ

ェ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト

軍
士
官
学
校
の
試
験
を
う
け
、
入
学
し
た
（
一
八
三
〇
）。
が
、
か
っ
て
の
私
行
を
ア
ラ
ン

家
に
中
傷
す
る
者
が
い
て
、
そ
れ
が
も
と
で
義
父
と
の
関
係
が
ふ
た
た
び
悪
化
し
た
。
や
が
て
ポ
ー
は
、
軍
務
を
お
こ
た
る
よ
う
に
な
り
、
放
校
処
分
を
う
け
た
（
一
八
三

一
）。失

敗
つ
づ
き
の
人
生
、
社
会
の
落
伍
者
と
な
っ
た
ポ
ー
の
心
は
、
暗
闇
に
と
ざ
さ
れ
た
。
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
日
々
の
糧
を
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
れ
が
運
命
に
い
ど

も
う
と
し
た
の
は
、
新
聞
雑
誌
に
筆
を
と
り
、
文
筆
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
わ
ず
か
な
が
ら
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
作
品
（
詩
集
）
を
世
に
問
う
て
い
た
。

に
子
供
が
三
人
で
き
た
。

長
男
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
オ
ナ
ー
ド
…
…
一
八
〇
七
年
ボ
ス
ト
ン
生
ま
れ
。

次
男
　
エ
ド
ガ
ー
（
本
稿
の
主
人
公
）
…
…
…
…
…
…
一
八
〇
九
年
ボ
ス
ト
ン
生
ま
れ
。

妹
　
　
ロ
ザ
リ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

一
八
一
〇
年
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー

フ
ォ
ー
ク
生
ま
れ
。

ポーとその署名
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『
タ
マ
レ
ー
ン
そ
の
他
の
詩
』（
ボ
ス
ト
ン
の
カ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ト
マ
ス
社
、
五
〇
部
限
定
、
一
八
二
七
年
）

『
ア
ル
・
ア
ー
ラ
ー
フ
・
タ
マ
レ
ー
ン
お
よ
び
小
詩
集
』（
ボ
ル
チ
モ
ア
の
ハ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ダ
ニ
ン
グ
書
店
、
一
八
二
九
年
）

『
詩
集
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
三
一
年
）

窮
乏
と
飢
え
に
迫
ら
れ
て
い
た
ポ
ー
に
、
幸
運
の
光
が
さ
し
た
。
ボ
ル
チ
モ
ア
の
週
刊
雑
誌
『
サ
ザ
ン
・
リ
テ
ラ
リ
ー
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
の
所
有
者
が
懸
賞
募
集
を

し
た
。
一
つ
は
最
良
の
詩
に
二
五
ド
ル
、
も
う
一
つ
は
最
良
の
短
篇
に
五
〇
ド
ル
を
あ
た
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
審
査
員
の
ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
ポ
ー
の

原
稿
「
ビ
ン
か
ら
出
た
草
稿
」「
う
ず
ま
き
に
呑
ま
れ
て
」（
本
稿
で
は
以
下
「
う
ず
ま
き
」
と
す
る
）
に
嘱
目
し
、「
ビ
ン
か
ら
出
た
草
稿
」
を
入
選
作
と
し
た
。
ポ
ー
は

償
金
五
〇
ド
ル
を
え
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
同
誌
の
創
立
者
に
ポ
ー
を
紹
介
し
、
編
集
者
と
し
て
採
用
し
て
も
ら
っ
た
。
と
き
に
ポ
ー
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
こ
の
雑

誌
に
、
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
批
評
・
短
篇
な
ど
を
寄
稿
し
た
（
一
八
三
五
～
三
七
）。

や
が
て
父
方
の
い
と
こ
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ク
レ
ム
（
十
三
歳
）
と
結
婚
し
（
一
八
三
六
・
五
）、
そ
の
母
ク
レ
ム
夫
人
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

を
転
々
と
し
、
著
述
に
よ
っ
て
わ
ず
か
の
糧
を
え
た
。
そ
の
後
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
雑
誌
社
に
つ
と
め
た
が
、
し
ご
と
に
む
ら
が
あ
っ
た
り
、
飲
酒
癖
や
い
さ
か
い
か
ら
い
ず

れ
も
長
つ
づ
き
し
な
か
っ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
『
バ
ー
ト
ン
ズ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
一
八

三
九
～
四
〇
）

『
グ
レ
ア
ム
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
一
八
四
一
～
四
二
）

 

＊
「
う
ず
ま
き
」
は
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
（
一
八
四
一
・
五
）。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
一
八
四
五
～
四
六
）

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
暮
ら
し
は
楽
で
な
く
、
相
変
ら
ず
の

貧
乏
ぐ
ら
し
、
そ
の
い
た
ま
し
い
生
活
の
最
高
潮
は
最
愛
の
妻
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
肺
病
に
よ

ポーの処女作『タマレーンその他の詩』（1827
年，ボストン刊）の表紙
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よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
一
漁
夫
の
こ
の
異
常
な
体
験

―
引
力
の
法
則
を
実
体
験
し
な
が
ら
、
う
ず
ま
き
の
底
を
見
た
男
は
、
あ
る
日
語
り
手
と

な
っ
て
、
知
人
を
‘
う
ず
ま
き
’
が
み
え
る
高
い
崖
に
案
内
す
る
と
、
腹
ば
い
に
な
っ
て
み
ず
か
ら
の
実
体
験
を
か
た
る
。

ポ
ー
の
こ
と
を
剽プ

レ
イ
ヂ
ア
リ
ス
ト

窃
者
と
呼
ん
だ
評
者
も
い
た
よ
う
だ
が
、
も
の
を
書
く
人
間
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
剽
窃
者
で
あ
る
。
人
が
書
い
た
も
の
を
利
用
し
、
盗
作
ま
が
い

の
も
の
を
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
偉
ぶ
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
み
て
も
、
じ
っ
さ
い
ひ
と
は
他
人
に
た
よ
り
、
他
人
が
書
い
た
も
の
に
依
存
し
、
物
を
書
い
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
ポ
ー
の
創
造
的
技
巧
の
な
か
に
材
源
が
あ
り
、
こ
の
作
品
を
構
成
す
る
一
つ
の
材
料
は
、『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』E

ncyclopaedia B
ritannica

（
一
七
九
七

～
一
八
三
六
、
第
三
版
～
六
版
）
で
あ
る
こ
と
は
、
学
者
の
指
摘
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
ポ
ー
み
ず
か
ら
同
百
科
辞
典
に
言
及
し
、
そ
の
記
事
を
じ
ぶ
ん
の
作
品
に
引
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

筆
者
は
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』
に
あ
る 

‘Maelstr

マ

マ

om

’ の
記
事
に
接
す
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
が
、
先
頃
司
書
を
わ
ず
ら
わ
せ
て
原
文
と
接
す
る
こ
と
が
で

る
死
で
あ
っ
た
（
一
八
四
七
・
一
・
三
〇
）。
ポ
ー
も
ま
た
そ
の
死
に
よ
っ
て
打
ち
の
め
さ
れ
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
と
な
り
、
さ
い
ご
は
ボ
ル
チ
モ
ア
に
お
け
る
乱
酔
の
結
果
、
路
上
で
発
見
さ
れ
、
病
院
に
は

こ
ば
れ
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
よ
る
デ
ィ
リ
ア
リ
ア
ム
・
ト
レ
メ
ン
ス

振
せ
ん
譫
妄
症

　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
も
う
し
ょ
う

（
錯
乱
）
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
の
で
あ

る
（
一
八
四
九
・
一
〇
・
七
）。
母
ク
レ
ム
夫
人
と
そ
の
娘
バ
ー
ジ
ニ
ア
、
ポ
ー
ら
三
人
の
生
涯
は
、
寄

る
べ
な
く
、
運
命
と
偶
然
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
一
生
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

か
く
し
て
ポ
ー
は
、
流
星
の
ご
と
く
こ
の
世
に
現
わ
れ
、
光こ

う

芒ぼ
う

一い
っ

閃せ
ん

―
さ
っ
と
ひ
ら
め
い
て
こ
の
世

か
ら
消
え
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
命

い
の
ち

の
あ
か
し
と
も
い
う
べ
き
一
連
の
珠
玉
の
名
編
は
、
こ
ん

に
ち
各
国
に
お
い
て
読
み
つ
が
れ
て
い
る
。
筆
者
は
む
か
し
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」（A エ

イ D

デ
ィ
セ
ン
ト

escent i

イ
ン
ト
ゥ

nto 

t

ザ

he M

メ
イ
ル
ス
ト
ロ
ム

aelström

―
一
八
四
一
・
五
）
と
題
す
る
短
篇
を
よ
ん
だ
と
き
、
“Maelström

”（
ノ
ル
ウ
ェ
ー

北
西
岸
沖
の
う
ず
ま
き
の
意
）
と
い
う
単
語
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
ま
か
ら
五
〇
年
以
上
も

ま
え
の
こ
と
で
あ
る
。

物
語
は
漁
に
出
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
夫
三
名
が
、
大
う
ず
に
巻
き
込
ま
れ
、
う
ち
一
人
だ
け
が
‘
水
た

る
’
に
し
が
み
つ
い
た
お
か
げ
で
九
死
に
一
生
を
え
、
海
底
か
ら
海
面
に
浮
び
あ
が
り
、
仲
間
の
漁
船
に

1875年（明治８）11月17日におこなわれたポーの墓の除幕式
（ボルチモア－ウエストミンスター教会墓地）

Mary E.Phillips 著 E・A・Poe the Man,vol.Ⅱより。
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き
、
五
十
数
年
ぶ
り
で
は
じ
め
て
よ
む
こ
と
が
で
き
た
。‘
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
’
の
項
目
の
執
筆
者
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
記
事
の
お
よ
そ
半
分
以
上
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
牧
師
兼
著
述
家
ジ
ョ
ナ
ス
・
ラ
ム
ス
（
一
六
四
九
～
一
七
一
八
）
の
文
章
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

筆
者
が
本
稿
に
お
い
て
論
題
（
研
究
テ
ー
マ
）
と
す
る
も
の
は
、

一
　M

aelstrom
 

の
語
源

二
　「
う
ず
ま
き
」
の
源
泉
（
材
源
）
と
同
作
品
の
影
響

三
　『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』（
一
七
九
八
年
版
）
に
み
る
「
う
ず
ま
き
」
の
記
事
（
そ
の
邦
訳
）。

四
　「
う
ず
ま
き
」
と
は
、
ど
ん
な
物
語
か
。
そ
の
大
筋

五
　
文
体
か
ら
み
た
「
う
ず
ま
き
」
の
構
造
と
特
徴

六
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
「
う
ず
ま
き
」
の
翻
訳
小
史

七
　
日
本
の
古
詩
（
和
歌
）　
俳
句
　
随
筆
に
あ
ら
わ
れ
た
「
鳴
門
の
う
ず
ま
き
」

八
　
う
ず
ま
き
の
発
生
原
因

九
　「
う
ず
ま
き
」
か
ら
み
た
ポ
ー
の
伝
言

な
ど
で
あ
る
。

い
ま
英
独
仏
蘭
の
主
要
な
辞
書
に
み
ら
れ
る
「
う
ず
ま
き
」
の
見
出
し
語
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
英
）m

aelstrom
 

（m
eilstrəm

）＊
…
…
『
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』T

he O
xford E

nglish D
ictionary

（
俗
に
Ｏ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
。）

（
独
）m

alstrom

…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
オ
ス
　
バ
ー
リ
ヒ
　
ド
イ
ツ
語
辞
典
』B

rockhaus W
ahrig D

eutsches W
örterbuch, F.A

. B
rockhaus, 1982

（
仏
）M

aelström
 

（m
alstrøːm

）
…
…
『
ル
・
グ
ラ
ン
　
ロ
ベ
ー
ル
　
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典
』Le G

rand R
obert de la Langue Française, Le R

obert, 1985

（
蘭
）m

aalstroom

…
…
…
…
…
…
…
… 

『
フ
ァ
ン
・
ダ
レ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
大
辞
典
』V

an D
ale

’s G
root W

oordenboek der N
ederlandsche T

aal, M
artinus N

ijhoff en A
. 

W
. Sijthoff

’s U
itgevers, 

’S-G
ravenhage en Leyden, 1914
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＊
（
　
）
内
は
発
音
記
号
を
示
す
。

一　

M
aelstrom

 

の
語
源

語
源
欄
で
い
ち
ば
ん
す
ぐ
れ
て
い
る
英
語
の
辞
書
は
、
Ｏ
・
Ｅ
・
Ｄ
（
＝
Ｏ
Ｅ
Ｄ
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
参
考
と
し
て m

メ
イ
ル
ス
ト
ロ
ム

aelstrom
 

の
起
源
的
い
み
（
語
源
）
を
し
る
す
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

初
期
近
代
オ
ラ
ン
ダ
語
に m

aelstrom
 

と
い
う
語
が
あ
る
と
い
う
。
同
語
は
い
ま m
マ
ー
ル
ス
ト
ロ
ム

aalstrom
 

と
つ
づ
っ
て
い
る
。‘
う
ホ
ワ
ー
ル
プ
ー
ル

ず
巻
’
の
意
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の m

マ

レ

ン

alen 

は
、
粉
を
ひ
い
た
り
、
う
ず
を
巻
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
ひ
と
が m

aelstrom
 

を
固
有
名
詞
と
し
て
使
い
は
じ
め
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
。‘
う
ず
ま
き
’
の
さ
し
絵
を
地

図
に
は
じ
め
て
書
き
入
れ
た
の
は
、
オ
ラ
ウ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
（
一
四
九
〇
～
一
五
五
八
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
旧
教
の
牧
師
兼
史
家
）
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
の C

arta 

M
arina

（「
海
図
」、
一
五
三
九
年
製
）
に
‘
帆
船
を
巻
き
込
ん
だ
う
ず
ま
き
’
の
図
が
み
ら
れ
る
。M

aelstrom
 

の
語
は
十
六
世
紀
に
は
や
く
も
姿
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
メ
ル
カ
ト
ル
（
一
五
一
九
～
九
四
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
理
学
者
）
の
『
ア
ト
ラ
ス
』（
地
図
帳

―
一（

文

禄

４

）

五
九
五
年
）
に
同
語
が
あ
る
と
い
い
、「
オ
ラ
ン
ダ
の

言
語
学
者
の
意
見
に
よ
る
と
、
こ
の
語
は
そ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
」（O

E
D

, vol.IX
, 1959

）。

オラウス・マグヌスが描いた‘うずまき’。Carta 
Marina（1539年製）にのったもの。

写真の中央にある + のところが‘大うずまき’の絵。
メルカトルの『アトラス』（1595）年より。British 
Library 蔵。

ヘラルドゥス・メルカトル
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考証　ポーの「うずまき」

念
の
た
め
、
メ
ル
カ
ト
ル
の
地
図
を
み
る
と
、‘
マ
ー
ル
ス
ト
ロ
ム
’
の
語
が
み
ら
れ
る
が
、
つ
づ
り
が
い
ま
の
も
の
と
だ
い
ぶ
違
っ
て
お
り
、

　
　M

uʃkoʃtrom

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
は
‘
ム
ス
コ
ス
ト
ロ
ム
’
と
で
も
読
む
べ
き
も
の
か
、
ま
た
何
語
な
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

メ
ル
カ
ト
ル
の
北
極
圏
の
地
図
に
は
、V

aʃhul 

島
と Lõganas 

島
の
中
間
に
大
き
な
‘
う
ず
ま
き
’
の
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
写
真
参
照
）。
こ
の
大
う
ず
が
描
か
れ

て
い
る
地
方
は
、
い
ま
の
ノ
ー
ル
ラ
ン
ト

（
ド
）

州
で
あ
り
、
そ
の
中
の
小
島
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
み
た
も
う
一
つ
別
種
の
メ
ル
カ
ト
ル
の
『
ア
ト
ラ
ス
』

―
そ
こ
に
み
ら
れ
る
北
極
圏
の
地
図
（「
隣
接
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
」Svecia et 

N
orvegia cum

 conʃinys 

と
題
す
る
も
の
に
も
、‘
う
ず
ま
き
’
の
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
位
置
が
前
者
と
異
な
る
。
本
土
の M

uʃkenes 

と

― Fund 

島

―

V
aro 

島

―R
uʃt

―T
iall 

諸
島
に
か
こ
ま
れ
た
地
点
で
あ
る
。
地
理
学
的
に
い
え
ば
、
北
緯
67
～
68
度
、
西
経
34
～
36
度
の
あ
た
り
で
あ
る
（
写
真
を
参
照
）。

そ
の
‘
う
ず
ま
き
’
の
つ
づ
り
は
、M

aelʃtrom
 
ま
た
は M

uʃkʃtrom
 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
海
域
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
‘
う
ず
ま
き
’
が
起
っ
て
い
る
。

M
aelstrom

 

の
語
は
、
普
通
名
詞
と
し
て
現
代
の
北
欧
語
の
中
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。
が
、
こ
の
語
は
た
だ
文
学
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

Maelʃtrom と Muʃkʃtrom との間に‘うずま
き’の絵がみられる。メルカトルの『アトラ
ス』（1595年）の異本より。
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学
者
は
、
同
語
を
オ
ラ
ン
ダ
語
も
し
く
は
低
地
ド
イ
ツ
語
（
ド
イ
ツ
北
部
低
地
方
の
オ
ラ
ン

ダ
語
と
似
た
方
言
）
か
ら
の
借
用
語
と
み
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｄ
は
、
ま
た
最
も
古
い
デ
ン
マ
ー

ク
語
の
つ
づ
り
と
し
て
、m

alstrom
 

ま
た
は m

alestrøm
 

を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

語
は
フ（

ヴ
ァ
ロ
イ
）

ェ
ロ
ー
諸
島
の
教
区
牧
師
兼
作
家
で
あ
っ
た
ル
ー
カ
ス
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
・
ド
ゥ
ベ
ス

（
一
六
二
三
～
七
五
）
が
著
わ
し
た F

æ
roa reserata 

（1673

）
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
は m

alström
 

と
い
い
、
フ
ェ
ロ
ー
語
（
ゲ
ル
マ
ン
語
派
の
一
つ
）

に m
al(u)streym

ur 

と
い
う
語
が
あ
る
が
、m

ala 

は
粉
を
ひ
い
た
り
、
う
ず
を
巻
く
こ
と

の
意
味
だ
と
い
う
。
こ
ん
に
ち m

aelstrom

（
英
）
と
い
え
ば
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
西
海
岸
の

北
極
海
に
み
ら
れ
る
う
ず
ま
き
の
こ
と
を
い
い
、
か
っ
て
は
船
を
吸
い
込
み
、
破
壊
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｄ
は
、
ま
た
‘
う
ず
ま
き
’
が
出
て
く
る
例
文
を
掲
げ
て
い
る
。

ノルウェーの西海岸沖に発生する‘うずまき’。
Søk i Stone norske leksikon より。

ルーカス・ヤコブソン・ドゥベスが著わしたフェロー
諸島についての最古の本

モスケン島周辺のうずまき



100（9）

考証　ポーの「うずまき」

い
ま
の
北
欧
語
の
中
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
‘
う
ず
ま
き
’
の
語
名
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
…
…
…
…
…m

メ
ル
ス
ト
ロ
ム

alstrøm

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
…
…
…
…m

マ
ル
ス
ト
ロ
ム

alström

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ソ
ン
（
一
五
二
九
…
…
…
…

～
一
六
一
〇
、
一
六
～
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

の
商
人
、
旅
行
家
）

「
ハ
ク
ル
ー
ト
の
航
海
記
」（
一
五
八
九
年
）。

 

―
前
述
の R

ost Islands 

と Lofoote 

島
の
あ
い
だ
に M

alestrand 

と
呼
ば
れ
る
う
ず
巻
が
あ
る
。
そ
れ
は
恐
し

い
ほ
ど
の
音
を
た
て
る
た
め
に
、
上
述
の
諸
島
の
人
家
の
ド
ア
の
ベ
ル
を
鳴
ら
す
ほ
ど
で
あ
る
。

Ｒ
・
バ
ー
ト
ン
（
一
五
七
七
～
一
六
四
〇
、
イ
…
…
…
…

ギ
リ
ス
の
聖
職
者
）

W
ond. C

urios

（
一
六
八
四
年
）。

―C
athness 

と O
rkney 

と
の
海
岸
の
間
に
、
恐
ろ
し
い
入
江
ま
た
は
湾
が
あ
る
。
そ
の
北
の
端
に
お
い
て
、
九

つ
の
逆
流
が
交
わ
る
た
め
に
、M

ale Stream
 

ま
た
は
大
う
ず
が
生
じ
る
。

Ｃ
・
ウ
ー
リ
ィ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…Jrnl. N

ew
 Y

ork 

（1860

）。

―
危
険
な
潮
流
…
…
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
う
ず
巻

―
す
な
わ
ち M

ael-strom
 

ほ
ど
危
険
か
つ
ふ
し
ぎ
な
も
の
は
な
い
。

エ
リ
ッ
ク
・
ポ
ン
ト
ピ
ダ
ン
（
一
六
九
八
～
一
…
…
…
…

七
六
四
、
ベ
ル
ゲ
ン
の
牧
師
兼
作
家
）

『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
自
然
誌
』（
一
七
五
五
年
）。

―
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
海
に
も
う
一
つ
潮
流
が
あ
る
。
…
…
す
な
わ
ち M

alestrom
 

も
し
く
は M

oskoestrom
 

が
…
…

モ
ス
コ
エ
島
の
近
く
に
（Sect.X

）。

ポ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
「
う
ず
ま
き
に
呑
ま
れ
て
」A

 D
escent into the M

aelström

（1844

）
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デ
ン
マ
ー
ク
語
…
…
…
…
…m

マ
ル
ス
ト
ロ
ム

alstrøm

こ
ん
に
ち
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
‘
う
ず
ま
き
’
と
い
え
ば
、

―
ロ
フ
ォ
ー
テ
（
デ
）

ン
諸
島
中
の
モ
ス
ケ
ン
島
（
無
人
島
）
周
辺
海
域
に
お
け
る
強
い
潮
流
の
産
物
の
意
で
あ
り
、

モ

ス

ケ

ン

ス

ラ4

ウ

メ

ン

M
oskenstraum

en

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（‘
モ
ス
ケ
ン
の
う
ず
し
お
’）
の
異
称
も
あ
る
。
う
ず
ま
き
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
の
か
、
そ
の
し
く
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

海
水
は
潮
の
満
ち
ひ
き
ば
か
り
か
、
風
や
地
球
の
自
転
な
ど
に
よ
り
、
た
え
ず
動
い
て
い
る
。
潮
流
は
水
の
水
平
運
動
に
よ
っ
て
起
っ
た
も
の
で
、
岬
の
周
辺
、
島
と
島

と
の
間
、
河
口
付
近
で
は
流
れ
が
つ
よ
い
。
潮
の
つ
よ
さ
、
方
向
は
時
間
単
位
に
よ
っ
て
変
化
し
、
そ
の
と
き
‘
う
ず
巻
’
が
発
生
す
る
。

エリック・ポントピダンの『ノルウェ
ーの自然誌』（1755年）の表紙

『ノルウェーの自然誌』にのった”Maelstrom”。
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ロフォーデン諸島 （モスケネゼエン島）

ポーの「うずまき」の舞台になっ
たヘルセゲン Helseggen（Hell 
segga）。

モスケンの潮流

モスケン島　別称モスコエ島

マエルストロム
（大うず巻）関係地図

モスケン島

ヴァロイ島

右はモスケン島，遠くの島
はヴァロイ島。

北

南

‘うずまき’が発生 する海域。

ポーの「うずまき」の主人公らの漁場。
　　　　　　うずまきの発生場所。
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二　
「
う
ず
ま
き
」
の
源
泉
（
材
源
）
と
同
作
品
の
影
響

　
　
　
　

―
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』（
一
七
九
八
年
版
）
に
み
る
「
う
ず
ま
き
」
の
記
事
（
そ
の
邦
訳
）

ポ
ー
は
何
を
ネ
タ
に
し
て
、
こ
の
短
篇
を
書
い
た
の
か
。
こ
の
問
に
た
い
し
て
は
、
ト
マ
ス
・
オ
リ
ー
ブ
・
マ
ボ
ッ
ト
編
『
エ
ド
ガ
ー
・
Ａ
・
ポ
ー
著
作
集
　
物
語
と
ス

ケ
ッ
チ
　
一
八
三
一
～
四
二
年
』（
ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
出
版
　
ザ
ベ
ル
ク
ナ
ッ
プ
プ
レ
ス
、
一
九
七
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
う
ず
ま
き
に
呑
ま
れ
て
」（「
う
ず
ま

き
」）
の
「
注
」
が
く
わ
し
く
、
回
答
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
（
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
立
大
学
）
の
小
論
「
ポ
ー
の
『
う
ず
ま
き
』
の
材

源
」（
一
九
四
七
年
）
も
、
有
益
な
情
報
を
あ
た
え
て
く
れ
る
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
。

「
う
ず
ま
き
」
が
、
紙
上
に
は
じ
め
て
姿
を
み
せ
た
の
は
、『
グ
レ
ア
ム
ズ
　
マ
ガ
ジ
ン
』（
一

）

（天

（

天

保八
四
一
・
五
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ポ
ー
の
作
品
の
な
か
で
も
秀
作
の
一

つ
で
あ
り
、
差
し
迫
っ
た
危
険
に
た
い
し
て
、
読
者
を
し
て
息
を
の
ま
せ
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
原
文
の
真
に
迫
っ
た
描
写
は
、
た
よ
り
な
い
英
語
力
を
も
つ
日
本
人
に
は
、

ポーの「うずまき」

ポーの「うずまき」が掲載された
『グレアムズ・マガジン』（1841年）
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と
う
て
い
味
う
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。『
エ
ド
ガ
ー
・
Ａ
・
ポ
ー
著
作
集
』（
四
巻
）
を
編
ん
だ
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
イ
ン
グ
ラ
ム
の
「
回メ
ム
ワ
ー

想
録
」
に
、「
一
八
四マ

マ二
年

『
う
ず
ま
き
』
が
姿
を
み
せ
た
。
こ
れ
は
多
く
の
点
で
、
ポ
ー
の
驚
く
べ
き
か
つ
特
有
の
作
品
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
物
語
で
あ
る
」（vol.1, xlil

）
と
い
っ
た
記
述
が
あ
り
、

ポ
ー
の
絶
妙
の
筆
力
を
絶
賛
し
て
い
る
。

ま
た
『
ズ
ィ
・
ア
リ
ス
テ
ィ
デ
ィ
ー
ン
』
誌
に
お
い
て
「
ポ
ー
の
物テ

イ
ル
ズ語

」
を
批
評
し
た
記
事
（
一
八
四
五
・
一
〇
）
の
中
に
、
こ
ん
な
文
章
が
あ
る
と
い
う
。「『
う
ず
ま

き
』
は
何
よ
り
も
テ
ー
マ
の
大
胆
さ
を
も
っ
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
だ
れ
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
も
の
、
ま
た
描
写
が
明
快
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。」。

「
う
ず
ま
き
」
の
源
泉
（
材
源
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
（
キ
リ
ス
・
キ
ャ
ン
ビ
ル
、
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
、
ト
マ
ス
・
オ
リ
ー
ブ
・
マ
ボ
ッ
ト

そ
の
他
）
の
独
壇
所
の
感
が
あ
り
、
外
国
の
研
究
者
が
す
き
入
る
余
地
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
否
、
ほ
と
ん
ど
立
ち
入
る
す
き
が
な
い
と
い
え
る
。

キ
リ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、「
ポ
ー
は
物
語
を
数
篇
か
く
た
め
に
、
百
科
辞
典
に
お
い
て
見
つ
け
た
材
料
を
利
用
し
た
。『
う
ず
ま
き
』
を
書
く
た
め
に
、
重
要
な
細
部
を

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』
の
初
期
の
版
か
ら
借
用
し
た
」
と
い
う
し
（K

ilis C
am

pbell: T
he M

ind of P
oe and O

ther Stories, H
arvard U

niv. Press, 1933, p. 
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）、
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
は
、「
う
ず
ま
き
」
の
物
語
が
は
じ
ま
っ
て
数
ペ
ー
ジ
先
で
、「
こ
れ
ら
は
同
百
科
辞
典
の
こ
と
ば
で
あ
る
」
と
い
い
、
ポ
ー
が
こ
の
百
科

辞
典
に
恩
義
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』
の
‘
う
ず
ま
き
’
の
記
事
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
は
、
じ
ぶ
ん
が
必
要
と
す
る

㈠
　
地
理
学
上
の
情
報

㈡
　
叙
景
的
な
文
章
を
よ
り
く
わ
し
く
叙
す
る
た
め
に
必
要
な
細
部

な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
主
人
公
が
う
ず
ま
き
か
ら
生
還
す
る
手す

べ段
に
つ
い
て
は
、
何
の
暗
示
も
う
け
な
か
っ
た
（
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
）。

ポ
ー
が
源
泉
（
材
源
）
と
し
た
主
な
も
の
は
、

㈠
　『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』

㈡
　
定
期
刊
行
物
（
雑
誌
な
ど
）
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㈢
　
書
物
（
英
訳
の
自
然
誌
、
航
海
記
な
ど
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
参
考
図
書
の
う
ち
、
雑
誌
類
は
社
の
編
集
部
（
局
）
に
あ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
利
用
し
、
ま
た
専
門
的
な
書
物
は
図
書
館

0

0

0

な
ど
で
よ
み
、

メ
モ
に
と
っ
た
も
の
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
ポ
ー
が
霊
感
を
う
け
た
記
事
の
一
つ

―
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』（
一
七
九
八
年
）
の
「
う
ず
ま
き
」
の
冒
頭
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
で
は
じ
ま
る
が
、

以
下
、
全
文
を
和
訳
し
た
も
の
（
大
意
）
を
掲
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

『ブリタニカ百科辞典』（10巻，1798年版）の表紙。
版元は A. Bell and C. Mactarguhar 社。

『ブリタニカ百科辞典』（1798年版）にみられる，メイルストロ
ム（うずまき）の記事
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大メ
エ
イ
ル
ス
ト
ロ
ム

う
ず

こ
れ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
沿
岸
で
起
る
た
い
へ
ん
危
険
な
う
ず
ま
き
の
こ
と
で
あ
る
。
緯
度
は
（
北
緯
）
六
八
度
、
ノ
ー
ル
ト
ラ
ン
ト
（
ド
）
州
（
県
）
の
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
地
区

―
モ
ス
コ
エ
島

の
ち
か
く
で
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
‘
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
’
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ず
巻
の
は
げ
し
さ
と
と
ど
ろ
き
は
、
瀑ば
く

布ふ

の
そ
れ
を
も
し
の
ぎ
、
遠
く
で
も
聞
こ

え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
六
時
間
十
五
分
ご
と
に
、
す
な
わ
ち
、
海
の
干か
ん

満ま
ん

の
と
き
、
中
断
す
る
こ
と
な
く
生
じ
る
。
そ
の
と
き
う
ず
ま
き
の
激
し
さ
は
や
む
よ
う
だ
。

そ
の
み
じ
か
い
休
止
時
間
こ
そ
、
漁
夫
が
思
い
き
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
き
で
あ
る
。
が
、
ほ
ど
な
く
潮
が
う
ご
き
だ
す
。
海
は
ど
ん
な
に
お
だ
や
か
で
あ
っ
て
も
、
し
だ

い
に
吸
引
力
と
う
ず
が
大
き
く
な
る
と
、
そ
の
行
動
領
域
に
入
っ
て
く
る
も
の
は
何
で
も
吸
収
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
吸
い
あ
げ
た
も
の
を
何
時
間
も
水
の
な
か
に
閉
じ
込
め

て
お
く
。
岩
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
る
と
、
再
び
姿
を
み
せ
る
。

と
り
わ
け
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
（
一
六
〇
一
～
八
〇
、
ド
イ
ツ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
考
古
学
者
）
や
そ
の
他
の
人
た
ち
の
説
と
は
大
い
に
異
る
こ
と
に
な
る
。

か
れ
ら
の
考
え
に
よ
る
と
、
そ
の
地
点
に
地
球
を
貫
ら
ぬ
く
よ
う
な
深
み
が
あ
っ
て
、
ど
こ
か
遠
い
所
に
流
れ
出
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
場
所
を
特
定
す
る
ほ
ど
キ
ル
ヒ

ャ
ー
は
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
は
ボ
ス
ニ
ア
湾
（
引
用
者
注
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
間
の
バ
ル
ト
海
の
湾
）
だ
と
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
事
情
が
ゆ
る
す
か
ぎ
り
、
厳
密
に
研
究
し
て
み
た
結
果
、
こ
の
説
は
何
の
根
拠
も
な
い
憶
測
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
フ（
ヴ
ァ
ロ
イ
）

ェ
ロ
エ
諸
島
の
こ
の
う
ず
ま
き
や
そ
の
他
の
三
つ
の
う
ず
は
、
も
っ
と
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
、
潮
の
干
満
時
に
、
岩
塊
や
岩
礁
の
頂
上
で
、
上
下
す
る
波
が
ぶ
つ

か
る
こ
と
が
原
因
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
波
の
う
ね
（
波
が
し
ら
）
は
、
水
を
滝
の
よ
う
に
落
下
さ
せ
る
よ
う
に
閉
じ
込
め
る
。
だ
か
ら
上
げ
潮
が
増
す
に
つ
れ
て
、
落
下
も
は

げ
し
く
な
る
に
違
い
な
い
。
落
下
の
自
然
な
成
行
き
は
、
う
ず
ま
き
で
あ
る
。
そ
の
お
ど
ろ
く
べ
き
吸
引
力
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
っ
と
実
験
し
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
吸
い
込
ん
だ
も
の
は
、
潮
が
引
い
て
い
る
と
き
、
も
う
海
底
に
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
と
き
吸
引
は
や
ん
で
お
り
、
満み
ち

潮し
お

は

い
っ
さ
い
引
力
を
な
く
し
、
沈
ん
で
い
る
も
の
は
何
で
も
再
び
浮
上
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
の
こ
の
驚
く
べ
き
状
況
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ナ
ス
・
ラ
ム
ス

（
引
用
者
注
・
一
六
四
九
～
一
七
一
八
、
コ
ペ
ー
ハ
ー
ゲ
ン
大
卒
、
牧
師
兼
著
述
家
）
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

―
ロ
フ
ォ
ー
テ
（
デ
）
ン
の
“
ヘ
ル
セ
ー
ゲ
ン
の
山
は
、

ヴ（
ヴ
ァ
ロ
イ
）

ェ
ル
島
か
ら
一
リ
ー
グ
（
引
用
者
注
・
英
米
で
約
三
マ
イ
ル
［
約
4.8
キ
ロ
］）
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
間
を
モ
ス
コ
エ
島
の
方
か
ら
“
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
”
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
、
恐
ろ
し
い
海
流
が
な
が
れ
て
い
る
。
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モ
ス
コ
エ
島
は
周
辺
の
い
く
つ
か
の
島
と
と
も
に
、
そ
の
中
央
に
あ
る
。
た
と
え
ば
北
へ
む
か
っ
て
約
一
・
一
五
リ
ー
グ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ア
ム
バ
ー
レ
ン
、
イ
フ
レ
セ
ン
、
フ

ェ
ホ
ル
ム
、
キ
エ
ル
ド
ル
ム
、
ス
ア
ル
ブ
ェ
ン
、
ブ
コ
ル
ム
な
ど
と
共
に
。
モ
ス
コ
エ
島
は
、
ヴ
ェ
ル
島
の
南
約
一
・
一
五
リ
ー
グ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
両
者
の
間
に
オ
テ
ロ
ル
ム
、

フ
リ
メ
ン
、
サ
ン
ド
フ
レ
セ
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
い
っ
た
小
さ
な
島
が
あ
る
。
ロ
フ
ォ
ー
テ
（
デ
）
ン
と
ヴ
ェ
ル
島
と
の
間
の
水
深
は
、
三
六
か
ら
四
〇
尋ひ
ろ

（
引
用
者
注
・
一
ひ
ろ
は

約
一
・
八
三
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
方
の
側
、
ヴ
ェ
ル
島
の
方
の
水
の
深
さ
は
、
船
の
航
行
に
支
障
が
あ
る
ほ
ど
水
深
が
な
い
。

海
は
最
も
お
だ
や
か
な
と
き
で
も
、
座
礁
の
危
険
が
あ
る
。
満
潮
の
と
き
、
海
流
は
ロ
フ
ォ
ー
テ
（
デ
）

ン
と
モ
ス
コ
エ
と
の
海
域
を
荒
れ
狂
っ
た
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
猛
烈
な
海
の
干
満
の
う
な
り
声
（
ご
う
音
）
は
、
最
も
大
き
な
音
を
だ
す
、
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
瀑
布
に
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
。
そ
の
音
は
数
リ
ー
グ
は
な
れ
た
所
で

も
聞
こ
え
、
う
ず
ま
き
や
穴
ピ
ッ
ト
は
そ
の
よ
う
な
広
が
り
と
深
さ
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
も
し
船
が
そ
れ
に
吸
い
込
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
と
う
ぜ
ん
海
底
に
ま
で
引
き
ず
り
こ
ま
れ
る
。

そ
し
て
海
底
で
岩
に
ぶ
ち
当
っ
て
粉
々
に
な
る
。

海
が
和
ら
い
だ
と
き
、
そ
の
断
片
は
ふ
た
た
び
浮
上
す
る
。
し
か
し
、
の
ど
か
な
期
間
は
、
潮
が
満
ち
た
り
引
い
た
り
す
る
と
き
と
、
お
だ
や
か
な
天
候
の
と
き
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
は
ほ
ん
の
十
五
分
ぐ
ら
い
し
か
続
か
ず
、
そ
の
激
し
さ
は
し
だ
い
に
戻
っ
て
く
る
。
海
流
が
も
っ
と
も
荒
れ
狂
い
、
嵐
に
よ
っ
て
そ
の
激
し
さ
が
高
ま
っ
た
と
き
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
マ
イ
ル
の
そ
の
海
域
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
ボ
ー
ト
、
船
、
ヨ
ッ
ト
な
ど
は
、
用
心
し
な
い
と
、
危
険
の
圏
内
に
入
る
ま
え
に
、
そ
の
海
流
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
そ
う
い
う
こ
と
が
起
る
。

ク
ジ
ラ
は
そ
の
海
流
に
近
づ
き
す
ぎ
る
と
、
そ
の
激
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。
ク
ジ
ラ
は
そ
こ
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
む
だ
な
努
力
を
す
る
と
き
、
う
な
っ
た
り
、
わ
め
い
た

り
す
る
の
だ
が
、
と
う
て
い
そ
れ
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
あ
る
ク
マ
は
、
か
っ
て
、
島
の
牧
草
地
に
い
る
ヒ
ツ
ジ
を
食
い
も
の
に
し
よ
う
と
、
ロ
フ
ォ
ー
テ
（
デ
）

ン
か
ら

モ
ス
コ
エ
ま
で
泳
い
で
渡
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
が
、
似
た
よ
う
な
惨
状
を
呈
し
た
。
ク
マ
は
潮
流
に
捉
え
ら
れ
、
運
び
去
ら
れ
る
と
き
、
海
岸
で
聞
え
る
ほ
ど
の
お
そ
ろ

し
い
う
な
り
声
を
発
し
た
。

モ
ミ
や
松
は
そ
の
海
流
に
吸
い
込
ま
れ
た
の
ち
、
た
く
さ
ん
再
び
浮
上
し
た
。
そ
れ
ら
は
粉
々
に
な
っ
て
お
り
、
ま
る
で
そ
こ
に
と
げ

0

0

が
生
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
海
底
が
岩
だ
ら
け
で
あ
り
、
モ
ミ
や
松
が
そ
の
中
で
あ
ち
こ
ち
で
回
転
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
海
流
は
潮
の
干
満
に
制
せ
ら
れ
て
お
り
、
六
時
間

ご
と
に
た
え
ず
満み

ち
潮し
お

と
引
き
潮
を
く
り
返
し
て
い
る
。

一
六
四
五
年
の
四
旬
節
か
ら
二
週
間
前
の
日
曜
日
の
早
朝
の
こ
と

―
そ
の
潮
流
は
、
大
き
な
は
げ
し
い
騒
音
を
発
し
、
荒
れ
く
る
っ
た
た
め
に
、
モ
ス
コ
エ
島
の
家
の
あ
ら
ゆ

る
石
材
は
く
ず
れ
落
ち
た
。
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ポ
ー
が
「
う
ず
ま
き
」
の
示
唆
を
は
じ
め
て
う
け
た
の
は
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
こ
の
記
事
と
、
も
う
一
つ
『
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』

誌
（
一
八
三
八
・
一
〇
・
一
〇
付
）
の
「
私
記
」
か
ら
、
二
、
三
細
か
い
点
の
暗
示
を
う
け
た
可
能
性
が
あ
る
ら
し
い
（
キ
リ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
）。
そ
の
私
記
と
は
、

『
ザ
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
誌
（
一
八
三
四
年
）
に
の
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
船
長
の
話
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
海
上
に
お
け
る
も
っ
と
も
異
常
な
惨
事
の
物

語
」
の
中
に
収
め
ら
れ
た
「
ザ
・
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
と
い
う
話
で
あ
っ
た
（
四
三
九
～
四
四
一
頁
）。

―
船
長
は
ゆ
っ
く
り
と
う
ず
ま
き
に
近
づ
い
て
行
く
と
、
な
ん
と
か
そ
の
破
壊
的
な
う
ず
し
お
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
す
ぐ
そ
ば
に
う
ず
ま
き
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
船
は
そ
の
う
ず
の
き
わ
に
入
る
こ
ろ
、
影
響
を
う
け
た
。
船
長
の
話
に
よ
る
と
、
船
は
う
ず
ま
き
と
初
め
て
出
会
っ
た
と
き
、
ひ
ど
く
揺
れ
た
。
が
、
す

ぐ
常
態
に
も
ど
り
、
あ
わ
立
つ
海
の
中
、
う
ず
ま
き
の
外
側
の
ヘ
リ
に
沿
っ
て
つ
き
進
ん
だ
。

ポ
ー
が
描
く
漁
船
も
進
路
を
変
え
て
お
り
、
い
ち
ど
な
ら
ず
、
う
ず
ま
き
の
ヘ
リ
の
あ
わ
の
土
手
に
言
及
し
て
い
る
（
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
）。
船
長
が
い
う
う
ず
ま

き
の
内
側
の
水
の
色
は
、“

こ
ん
じ
ょ
う

紺
　
青

ダ
ー
ク
・
ブ
ル
ー

”
で
あ
っ
た
と
い
う
表
現
は
、
ポ
ー
に
反
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ポ
ー
は
、「
ビ
ン
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た

手
記
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
の
色
の
‘
黒
さ
’
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
）。

ま
た
船
長
の
意
見
に
よ
る
と
、
も
し
わ
が
国
の
大
型
船
十
隻
ほ
ど
が
、
こ

の
う
ず
ま
き
に
同
時
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
瞬
時
に
し
て
破
壊
さ
れ

る
運
命
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
（『
ザ
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
・
ク
ロ
ニ
ク

ル
』、
四
四
一
頁
）。
ポ
ー
は
「
う
ず
ま
き
」
に
お
い
て
、「
も
し
私
ど
も
の

船
が
九
十
門
の
大
砲
を
積
載
し
て
い
る
軍
艦
の
十
倍
も
あ
っ
た
と
し
て
も
、

も
う
破
滅
の
運
命
が
き
ま
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
ふ
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た

の
で
す
」（
佐
々
木
直
次
郎
訳
「
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
旋か

渦せ
ん

」）
と
叙
し
て
い

る
。
が
、
船
長
が
い
う foam

ing, tum
bling, rushing to its vortex, 

very m
uch concave

…
…, the noise too, hissing, roaring, dashing, 

「ザ・メエルストロム」を収めた『ザ・マリ
ナーズ・クロニクル』誌（1834年）。
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“heaving, boiling, hissing 

― gyrating in gigantic and im
m

um
erable vortices, and all w

hirling and plunging on to the eastw
ard, 

… speeding dizzily 

round and round w
ith a sw

aying and sw
eltering m

otion, and sending forth to the w
inds an appalling voice, half shriek, half roar.

”

高
ま
り
、
湧わ

き
た
ち
、
ざ
わ
め
き
、

―
巨
大
な
無
数
の
渦う
ず

と
な
っ
て
旋
回
し
、
直
下
す
る
急
き
ゅ
う

湍た
ん

（
急
流
の
意

―
引
用
者
）
の
外
に
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
ぬ
や
う
な

速
さ
を
似も

っ

て
、
渦う
ず

巻ま

き
な
が
ら
、
突
進
し
な
が
ら
、
東
の
方
へ
流
れ
て
ゆ
く
。
…
…

搖ゆ

ら
ぎ
な
が
ら
恐
ろ
し
い
速
さ
で
、
眼
ま
ぐ
る
し
く
、
ぐ
る
ぐ
る
廻ま
わ

り
、
半な
か

ば
号ご
う

叫
き
ゅ
う

、
半
ば
咆ほ
う

哮こ
う

…
…
凄
す
ざ
ま
じ
い
声
を
風
に
向
っ
て
あ
げ
て
ゐ
る
の
だ
（
佐
々
木
直
次
郎

訳
「
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
施
渦
」）。

し
か
し
、
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
に
よ
る
と
、
ポ
ー
が
「
う
ず
ま
き
」
の
話
の
展
開
に
直
接
ヒ
ン
ト
を
え
た
の
は
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
記
事
で
な
け
れ
ば
、
船
長
の
話
で
も

な
い
と
い
う
。
そ
れ
は
う
ず
ま
き
に
呑
み
込
ま
れ
た
船
の
生
存
者
が
語
っ
た
も
の
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
意
外
に
も
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
に
の
っ
た
記
事
で

あ
っ
た
。

『
ル
・
マ
ガ
ザ
ン
・
ウ
ニ
ベ
ル
セ
ル
』
誌
（
一
八
三
六
・
四
）
に
、「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
と
題
す
る
作
品
が
、
無
署
名
、
さ
し
絵
入
り
で
掲
載
さ
れ
た
。
さ
し
絵
は
、

一
隻
の
船
が
船
体
を
か
た
む
け
な
が
ら
‘
う
ず
ま
き
’
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
場
景
を
描
い
て
い
る
。
筆
者
は
幸
い
こ
の
記
事
（
二
二
八
～
二
三
一
頁
）
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
物
語
の
骨
子
に
す
こ
し
ふ
れ
て
み
よ
う
。
こ
の
小
品
に
は
訳
者
メ
サ
ジ
ェ
の
丸
か
っ
こ
注
（
　
）
が
付
い
て
お
り
、
そ
れ
に
は N

aval and M
ilitary 

all pressing on the m
ind at once, presented the m

ost aw
ful, grand, and 

solem
n sight I ever experienced (T

he M
arineŕs C

hronicle, p, 441)

�
大
意
�
あ
わ
立
ち
、
も
ま
れ
、
凹く
ぼ

み
そ
っ
く
り
の
う
ず
ま
き
に
突
進
し
…
…
さ

ら
に
シ
ュ
ー
と
い
う
音
、
う
な
り
声
、
ぶ
ち
当
る
音
な
ど
、
い
っ
さ
い
合
っ
さ
い
が

す
ぐ
に
心
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
た
。
そ
し
て
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
、
も
っ
と

も
恐
ろ
し
い
、
雄
大
に
し
て
荘
厳
な
光
景
を
み
せ
て
く
れ
た
。

と
い
っ
た
叙
景
文
は
、
ポ
ー
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
表
現
に
反
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
（
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
）。

「ル・マエルストロム」をのせた『ル・マ
ガ ジ ン・ ウ ニ ヴ ェ ル セ ル 』 誌 の 表 紙

（1810・10）
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考証　ポーの「うずまき」

M
agazine

（『
陸
海
軍
雑
誌
』）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
が
別
な
フ
ラ
ン
ス
誌
に
発
表
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
が
、『
陸
海
軍
雑
誌
』
を
つ
き
と
め
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
（
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
）。

く
だ
ん
の
「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
主
人
公
は
船
乗
り
を
な
り
わ
い
と
し
て
い
た
が
、
船
ご
と
う
ず
に
巻
き
込
ま
れ
、
九
死
に
一
生

を
う
る
。
そ
の
奇
跡
的
な
生
還
の
物
語
が
こ
の
作
品
で
あ
る
。
船
名
や
登
場
人
物
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

船
名
…
…
…
…
…
…
…
…
ジ
ュ
ン
ヌ
・
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
号
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
）

登
場
人
物

　
　
　
　
船
長
…
…
…
…
キ
ャ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
副
水
夫
長
…
…B

raërigg
（
ど
う
発
音
す
る
の
か
不
明
）

　
　
　
　
船
客
…
…
…
…
マ
ッ
ク
ヘ
ッ
ド
（
イ
ギ
リ
ス
の
長
老
教
会
の
牧
師
。
白
髪
の
老
人
。
娘
二
人
と
召
使
い
を
と
も
な
っ
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
（
長
女
は
ヘ
レ
ナ
、
妹
は
ス
プ
ラ
イ
ト
リ
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
召
使
い
（
ド
ナ
ル
ド

―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
生
ま
れ
の
老
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
視
者
（
予
言
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
習
水
夫
　
　
水
夫
た
ち

ジ
ュ
ン
ヌ
・
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
号
は
、
金
曜
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
港
か
ら
出
よ
う
と
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
十
三
日
の
金
曜
日
は
、
キ
リ
ス
ト
が
処
刑
さ
れ
た

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の
わ
る
い
日
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ラ
イ
デ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
乗
組
員
や
幻
視
者
な
ど
は
、
何
か
不
吉
な
こ
と
が
起

り
は
し
な
い
か
と
心
配
し
た
。

し
か
し
、
キ
ャ
ン
ブ
ル
船
長
は
、
人
の
心
配
を
よ
そ
に
秋
の
日
射
の
な
か
出
帆
し
た
。
が
、
や
が
て
危
ぐ
は
現
実
の
も
の
と
な
る
。
ま
ず
雨
を
と
も
な
っ
た
ス
コ
ー
ル
が

や
っ
て
く
る
。
海
に
う
ね
り
が
出
、
荒
れ
模
様
と
な
る
。
あ
ら
し
の
到
来
で
あ
る
。
船
は
帆
を
た
た
み
、
ゆ
っ
く
り
と
進
む
の
だ
が
、
風
浪
に
よ
っ
て
動
揺
す
る
。
乗
組
員

は
や
っ
き
と
な
っ
て
船
倉
に
入
っ
て
き
た
水
を
ポ
ン
プ
で
く
み
出
し
た
。
そ
の
う
ち
に
マ
ス
ト
を
切
り
倒
す
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
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―
ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
ロ
ホ
ー
デ
ン
の
岩
礁
が
み
え
る
!
正
夢
だ
っ
た
。
金
曜
日
、
運
命
の
日
!
い
ま
い
ま
し
い
、
船
長
の
奴
め
!

船
上
の
者
は
、
散
り
じ
り
に
な
っ
た
。
祈
る
も
の
、
踊
る
も
の
、
酒
を
く
ら
う
も
の
な
ど
。
船
の
甲
板
は
、
地
獄
さ
な
が
ら
の
舞
台
と
化
し
て
い
た
。
が
、
自
然
そ
の
も

の
は
陽
光
を
う
け
て
輝
い
て
い
た
。
船
は
コ
ー
ス
を
変
え
、
ス
ピ
ー
ド
を
お
と
す
こ
と
な
く
、
大
き
な
口
を
ひ
ら
い
て
い
る
深
淵
へ
と
む
か
っ
て
い
た
。

や
が
て
う
ず
し
お
の
吸
引
力
を
感
じ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
あ
る
者
は
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
ま
た
涙
を
な
が
し
な
が
ら
、
海
に
身
を
投
じ
た
。
自
殺
者
が
出
た
の
で
あ
る
。

エ
ル
セ
ン
島
の
高
台
に
は
大
勢
の
人
び
と
が
あ
つ
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
不
幸
の
船
を
み
つ
め
て
い
た
。
雪
の
よ
う
に
白
い
鳥
が
ア
ン
バ
レ
ン
島
の
高
台
か
ら
船
へ
む
か
っ
て

飛
ん
で
き
て
、
な
が
い
こ
と
船
の
跡
を
つ
け
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
恐
ろ
し
い
物
音
が
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、
う
ず
し
お
の
う
め
き
、
苦
悶
の
声
を
聞
い
た
。

う
ず
ま
き
の
吸
引
力
が
強
烈
で
あ
る
た
め
、
船
の
進
行
の
ス
ピ
ー
ド
も
早
ま
っ
て
き
た
。
船
の
そ
ば
の
波
は
沸
と
う
し
、
船
は
左
右
に
こ
ろ
が
り
、
波
の
う
ね
り
に
よ
り

ゆ
れ
う
ご
い
た
。
や
が
て
船
は
、
深
淵
の
中
に
す
べ
り
込
み
、
そ
こ
に
突
進
す
る
よ
う
に
落
下
し
た
。
ま
た
ぐ
る
ぐ
る
と
旋
回
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、
さ
ら
に
落
下
す
る
よ

船
は
刻
々
と
海
の
深し
ん

淵え
ん

（
う
ず
）
に
む
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。
牧
師
の
一
家

は
祈
り
を
と
な
え
、
船
長
は
景
気
づ
け
に
ラ
ム
酒
を
の
み
、
沈
痛
な
歌
を
口
ず

さ
ん
で
い
る
。
や
が
て
夜
が
明
け
る
こ
ろ
、
暴
風
は
お
さ
ま
り
、
す
ば
ら
し
い

天
気
に
な
っ
た
。
朝
も
や
が
晴
れ
る
こ
ろ
、
地
平
線
上
に
絵
に
描
い
た
よ
う
な

群
島
が
み
え
た
。
波
浪
は
な
く
、
海
は
お
だ
や
か
で
あ
っ
た
。
沈
黙
を
や
ぶ
っ

て
、
怪
し
い
物
音
が
か
す
か
に
聞
え
て
く
る
。
そ
の
音
を
聞
い
て
二
分
ほ
ど
経

っ
た
と
き
、
副
水
夫
長
は
、
船
長
に
、

―
も
う
だ
め
で
す
。
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
で
す
!

と
い
っ
た
。
こ
の
間
、
水
夫
ら
は
新
し
い
マ
ス
ト
を
す
え
る
こ
と
に
忙
し
く
、

一
時
間
ほ
ど
す
る
と
完
成
し
た
。
帆
を
張
っ
て
み
た
が
、
運
わ
る
く
落
下
し
た
。

救
命
ボ
ー
ト
は
、
嵐
に
よ
っ
て
と
っ
く
に
流
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
み
た
こ
と

か
、
と
沈
黙
を
や
ぶ
っ
て
予
言
者
が
い
っ
た
。

「ル・マエストロム」に添えられているさし絵。キャプションに「マ
エストロムに呑まれる船」とある。
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考証　ポーの「うずまき」

う
に
な
っ
た
。

召
使
い
の
ド
ナ
ル
ド
は
、
う
ず
ま
き
に
身
を
投
じ
た
。
長
い
苦
悶
の
叫
び
が
き
こ
え
た
。
語
り
手
の
主
人
公
は
、
甲
板
の
う
え
に
横
た
わ
り
、
あ
き
ら
め
の
境
地
で
現
場

の
さ
い
ご
を
観
察
し
た
。
の
ち
に
か
れ
は
血
ま
み
れ
に
な
り
、
裸
の
状
態
で
ヘ

（
エ
）
ゲ
ッ
セ
ン
の
岩
だ
ら
け
の
海
岸
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
。
元
気
を
回
復
す
る
や
鉱
夫
の
仮
小
屋

ま
で
這
っ
て
い
っ
た
。

登
場
人
物
の
描
写
は
、
大
ざ
っ
ぱ
で
あ
り
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
で
あ
る
が
、
各
人
の
感
情
は
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
と
よ
く
似
て
い
る

と
い
う
。
い
ま
ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
の
説
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
の
作
品
と
の
類
似
点
を
要
約
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

㈠
　
両
作
品
は
、
極
度
の
恐
怖
体
験
を
か
た
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
の
心
身
の
影
響
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

㈡
　
き
び
し
い
試
練
を
経
験
し
た
の
は
、
両
作
品
の
“
語
り
手
”
だ
け
で
あ
る
。

㈢
　
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
の
語
り
手
は
、
ヘ
ル
セ
ゲ
ン
の
山
の
頂
上

0

0

0

0

か
ら
、
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
を
指
さ
す
。「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
で
は
、
の
ろ
わ
れ
た
船
の
乗

組
員
ら
の
よ
う
す
を
目
撃
し
た
の
は
、
同
じ

0

0

（
ヘ
ル
セ
ゲ
ン
の
）
山
の
頂
上

0

0

0

0

に
い
る
男
女
で
あ
る
。

㈣
　
両
者
の
船
は
、
い
っ
と
き
凪な

ぎ

に
あ
う
が
、
そ
の
と
き
そ
よ
風
が
吹
い
た
お
か
げ
で
、
う
ず
ま
き
を
回
避
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
ご
嵐
に
あ
い
、
マ
ス
ト
を
う
し
な

う
。㈤

　
両
作
品
に
お
い
て
、
近
い
将
来
の
運
命
が
前
も
っ
て
予
見
さ
れ
て
い
る
。

―
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
。
あ
き
ら
め
。
い
の
り
。
周
囲
の
状
況
の
く
わ
し

い
観
察
。

―
お
だ
や
か
な
海
、
海
に
う
か
ぶ
残
が
い
、
頭
上
の
晴
れ
た
空
。

㈥
　
窮
地
を
脱
し
た
“
語
り
手
”
は
漁マ

マ夫
と
出
会
う
。

ア
ー
リ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
の
記
述
に
は
、
誤
記

0

0

が
み
ら
れ
る
。
㈢
の
「
ヘ
ル
セ
ゲ
ン
山
の
頂
上

4

4

4

4

」（the top of M
ount H

elseggen 

― Poe

）
は
、「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ

ム
」
の
「
同
じ
山
の
頂
上

4

4

4

4

4

4

に
い
る
男
女
」（m

en and w
om

en atop the sam
e m

ountain 
― A

rlin T
urner

）
と
は
異
な
る
。「
ル
・
マ
エ
ス
ト
ロ
ム
」
に
は
、「
ヘ
ル
セ

ン
の
丘4

に
は
、
男
女
が
群
っ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
助
け
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ゝ
、
破
滅
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
不
幸
な
船
を
見
て
、
同
情
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。」

（Sur les hauteurs d

’Hellssen, on apercevait des groupes d

’hom
m

e et de fem
m

es qui voyaient le m
alheureux navire entraîné vers sa perte et le 

plaignaient, sans pouvoir le sauver 

― p.231

）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
注
・ m

マ
ウ
ン
ト

ount

（
英
）
は
、
小
山
（hill

）
ま
た
は
山
（m

ountain

）
の
意
で
あ
る
。
固
有
名
詞
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、M

t.V
isuvius 

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
ア
ス
山
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そ
れ
は
ま
た
こ
の
作
品
の
重
要
な
要
素
で
も
あ
る
が
、
か
れ
は
い
ま
の
べ
た
三
つ
の
材
源
か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
た
も
の
で
な
く
、
じ
ぶ
ん
の
創
意
工
夫
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

か
れ
は
じ
ぶ
ん
の
独
創
に
信
ぴ
ょ
う
性
を
あ
た
え
る
た
め
に
、
う
ず
し
お
に
お
け
る
円
筒
形
に
つ
い
て
仮
説
を
表
明
し
て
い
る
。

ポ
ー
は
、
語
り
手
の
主
人
公
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の
観
察
を
さ
せ
て
い
る
。

㈠
　
い
っ
ぱ
ん
に
物
体
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
下
降
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
。

㈡
　
球
形
の
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
形
の
も
の
と
で
は
、
球
形

0

0

の
方
が
下
降
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
。

㈢
　
円
筒
形
の
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
形
の
も
の
と
で
は
、
円
筒
形

0

0

0

の
も
の
の
方
が
、
吸
い
込
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
が
お
そ
い

0

0

0

こ
と
。

語
り
手
は
、
ロ
フ
ォ
デ
ン
の
海
岸
に
ま
き
散
ら
か
さ
れ
た
漂
流
物
か
ら
こ
の
よ
う
に
推
理
し
、
の
ち
に
救
助
さ
れ
て
か
ら
は
地
元
の
学
校
教
師
と
の
対
話
か
ら
、
円
筒
形

の
よ
う
に
書
く
。m

ountain

（
英
）
は
、
山
、
山
岳
の
意
で
あ
り
、
ふ
つ
う
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
の
山
を
い
う
と
い
う
。h

オ
ト
ゥ
ー
ル

auteur

（
仏
）
は
、
高
台
、
丘
の
意
で
あ
る
。

㈥
　
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
で
は
、
語
り
手
の
主
人
公
は
、
仲
間
の
漁
船

0

0

に
助
け
ら
れ
る
の
だ
が
、「
ル
・
マ
エ

ル
ス
ト
ロ
ム
」
で
は
、
語
り
手
は
磯
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
の
ち
、
自
力
で
鉱
夫
の
小
屋
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
語
り
手
は
、
漁
夫
な
ら
ぬ
、
鉱
夫

0

0

に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

「
私
は
ヘ

（
エ
）

ゲ
ッ
セ
ン
の
磯
に
血
だ
ら
け
に
な
り
、
裸
体
の
状
態
で
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
。
元
気
を
取
り
も
ど
す
と
、

鉱
夫
ら
が
住
む
仮
小
屋
ま
で
這は

っ
て
い
っ
た
」（je m

e retrouvai sanglant et nu sur la côte rocheuse d

’

H
eggesen. A

 peine eus-je la force de m
e traîner jusqu

’à un groupe de huttes habitées par des 

m
ineurs. 

― p.231

）。

「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
に
出
て
く
る
島

―H
ellssen, H

eggesen 

島
の
語
も
統
一
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。

ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
に
お
け
る
山

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

場
は
、
語
り
手
で
あ
る
主
人
公
の
う
ず
し
お

0

0

0

0

か
ら
の
脱
出
行

0

0

0

で
あ
る
。

モスケネゼエン島のヘルセゲン。ポーの「うずまき」の舞台
の一つ。うずまきから生還した主人公が，知人と崖の上から，
うずしおを見るのは，南西の山という。



086（23）

考証　ポーの「うずまき」

の
吸
引
力
の
特
徴
を
識
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
主
人
公
は
、‘
水
た
る
’
に
し
っ
か
り
と
体
を
し
ば
り
つ
け
、
船
か
ら
離
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
は
ポ
ー
の
独

0

0

0

0

創0

に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

既
述
の
「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
『
フ
レ
イ
ザ
ー
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
一
八
三
四
・
四
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
ザ
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム

―
断
章
」
の

改
作
物

0

0

0

（
翻
案

0

0

）
で
あ
る
と
、
Ｔ
・
Ｏ
・
マ
ー
ボ
ッ
ト
編
『
エ
ド
ガ
ー
・
Ａ
・
ポ
ー
著
作
集
』（
一
九
七
八
年
）
中
の
「
う
ず
ま
き
」
の
脚
注
に
あ
る
（
五
七
五
頁
）。

筆
者
は
フ
レ
イ
ザ
ー
ス
誌
の
記
事
（
二
六
七
～
二
八
一
頁
）
に
接
し
え
た
の
で
、
す
こ
し
そ
れ
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
作
品
か
、
船
名
や
登
場
人

物
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
船
　
名
…
…
…
…
…
…
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
ス
号

　
　
登
場
人
物

　
　
　
　
　
　
船
長
…
…
…
マ
ク
レ
ア
リ
ィ

　
　
　
　
　
　
甲
板
長
…
…
（
名
前
不
詳
）

　
　
　
　
　
　
航
海
士
…
…
ニ
コ
ラ
ス
・
ブ
レ
ス
ヤ
ー
ド
（
中
年
の
体
の
が
っ
し
り
と
し
た
男
）

『フレイザーズ・マガジン』の表紙（1834・7～
12）
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船
客
…
…
…
マ
ッ
ク
フ
ァ
レ
ン

―
老
牧
師
。
美
人
の
娘
と
召
使
い
を
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
（
長
女
は
エ
レ
ノ
ア
、
妹
は
グ
レ
イ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
召
使
い
（
ド
ナ
ル
ド
・
ブ
レ
イ
と
い
う
老
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
視
者
（
さ
す
ら
う
若
い
予
言
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
夫
た
ち
　
ボ
ー
イ

物
語
は
、
あ
わ
い
日
が
射
す
秋
の
昼
ご
ろ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
ア
イ
ラ
ン
ト
・
ラ
ッ
ス
号
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
業
の
町
を
出
帆
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
そ
の
日
は
、
折
か
ら
魔
の
金
曜
日
で
あ
っ
た
。
マ
ク
レ
ア
リ
ィ
船
長
は
、
乗
組
員
の
心
配
を
よ
そ
に
出
帆
を
命
じ
た
。
老
水
夫
は
金
曜
日
に
出
帆
す
る
と
、
悪
い
こ

と
が
起
る
、
と
い
う
ス
カ
イ
島
の
予
言
者
の
こ
と
ば
を
船
長
に
伝
え
た
が
、
船
長
は
そ
れ
に
耳
を
か
さ
ず
無
視
し
た
の
で
あ
る
。
船
員
ら
は
、
小
声
で
ぶ
つ
ぶ
つ
い
っ
て
い

た
。船

長
に
し
て
み
れ
ば
、
風
ま
ち
の
た
め
港
で
一
週
間
あ
し
ど
め
を
食
っ
た
し
、
順
風
を
え
て
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
東
方
に
位
置
）
に
早
く
も
ど
る
必

要
が
あ
っ
た
。
船
は
日
射
し
が
よ
わ
く
な
っ
た
こ
ろ
、
西
へ
む
か
っ
て
い
た
。
遠
く
に
ノ
ー
ル
ラ
ン
ト
地
方
の
岩
だ
ら
け
の
山
々
が
み
え
た
。
船
長
は
ボ
ー
イ
と
船
室
で
ブ

ラ
ン
デ
ー
を
の
ん
で
い
た
。
牧
師
は
た
い
く
つ
を
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め
に
、
召
使
い
に
縦
笛
を
ふ
く
よ
う
に
命
じ
る
と
、
葬
儀
の
悲
し
い
曲
と
ゆ
か
い
な
曲
と
を
交
互
に
ふ
い

た
。や

が
て
風
が
や
み
、
な
ぎ
に
あ
っ
た
。
遠
く
か
ら
低
い
う
め
き
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
地
平
線
上
に
陰
う
つ
な
雲
が
た
く
さ
ん
あ
ら
わ
れ
、
つ
め

た
い
肌
を
刺
す
よ
う
な
風
が
ふ
い
て
き
た
。
あ
ら
し
の
到
来
の
前
兆
で
あ
る
。
あ
ら
し
が
近
ず
く
の
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
は
ら
は
ら
す
る
緊
張
感
を
味
わ
う
こ
と
で
あ

る
。
あ
ら
し
は
猛
威
を
ふ
る
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
雷
や
い
な
ず
ま
が
ひ
き
り
な
し
に
起
っ
た
。
船
の
ま
わ
り
の
海
は
沸
と
う
し
、
地
獄
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
乗
組
員
は
船
倉
に
入
っ
て
き
た
水
を
ポ
ン
プ
で
く
み
出
す
の
に
忙
し
く
、
や
が
て
マ
ス
ト
を
切
り
倒
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

夕
方
に
な
る
と
、
あ
ら
し
の
力
は
お
と
ろ
え
、
雷
雨
も
や
ん
だ
。
二
日
目
の
朝
を
む
か
え
る
こ
ろ
、
お
だ
や
か
な
日ひ

よ
り和
が
お
と
ず
れ
た
。
船
は
北
へ
む
か
っ
て
漂
流
し
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
朝
も
や
が
消
え
る
こ
ろ
、
前
方
に
小
さ
な
島
が
い
く
つ
か
み
え
た
。
そ
よ
風
が
吹
い
て
い
た
が
、
そ
れ
が
や
み
無
風
状
態
に
な
っ
た
。
す
る
と
ハ
チ

の
大
群
の
ブ
ン
ブ
ン
と
い
う
よ
う
な
音
が
聞
え
て
き
た
。
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応
急
マ
ス
ト
を
す
え
る
命
令
を
だ
し
て
い
た
航
海
士
は
、
耳
を
そ
ば
だ
て
て
そ
の
音
を
聞
い
た
。
甲
板
長
も
そ
の
音
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
が
、
顔
が
く
も
っ
て
き
た
。

か
れ
は

―
こ
れ
は
大
変
!

と
さ
け
ぶ
と
、
航
海
士
の
ほ
う
に
歩
み
よ
り
、

―
モ
ス
コ
エ
ス
ト
ロ
ー
ム
だ
!

と
い
っ
た
。
牧
師
の
娘
ら
も
、
乗
組
員
も
み
な
口
々
に
、
モ
ス
コ
エ
ス
ト
ロ
ー
ム
の
こ
と
ば
を
く
り
返
し
た
。

航
海
士
は
、
マ
ス
ト
に
使
う
円
材
と
予
備
の
帆
を
も
っ
て
く
る
よ
う
に
い
う
と
、
一
同
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。

新
し
い
帆
を
張
っ
た
が
、
そ
の
重
み
に
耐
え
か
ね
て
落
下
し
た
。
乗
組
員
ら
は
気
落
ち
し
、
こ
と
ば
も
な
か
っ
た
。
い
ま
や
う
ず
ま
き
の
お
そ
ろ
し
い
う
な
り
声
が
は
っ

き
り
聞
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
右
手
に
は
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
の
岩
礁
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。
船
首
の
ほ
う
か
ら
悪
態
が
聞
え
て
き
た
。
そ
れ
み
た
こ
と
か
、
船
長
の
バ
カ

野
郎
!
乗
組
員
ら
は
船
尾
の
ほ
う
に
む
か
い
船
長
を
つ
か
ま
え
る
と
、
そ
の
体
を
海
に
投
じ
た
。
船
長
の
唯
一
の
友
は
、
愛
犬
で
あ
っ
た
。
犬
は
必
死
に
な
っ
て
主
人
を
助

よ
う
と
し
、
上
着
の
エ
リ
を
つ
か
み
、
船
の
ほ
う
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
た
が
、
海
の
中
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

つ
ぎ
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
は
予
言
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
取
り
な
し
て
ま
る
く
お
さ
め
た
の
は
、
牧
師
の
長
女
で
あ
っ
た
。
船
は
ゆ
っ
く
り
と
う
ず
ま
き
に
近

づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
死
が
避
け
え
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
水
夫
ら
は
は
じ
め
固
ま
っ
て
い
た
が
、
己
れ
の
運
命
を
知
る
と
、
散
り
じ
り
と
な
っ
た
。
し
ょ
げ
て

甲
板
の
う
え
に
し
ゃ
が
む
者
、
祈
り
を
と
な
え
る
者
、
貯
蔵
室
か
ら
酒
を
も
ち
出
し
て
飲
む
者
、
わ
め
い
た
り
、
踊
り
狂
う
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
景
を
呈
し
た
。

だ
れ
も
が
ろ
う
ば
い
し
、
意
気
阻
喪
し
て
い
る
と
き
、
き
然
と
し
男
ら
し
く
ふ
る
ま
っ
て
い
た
の
は
、
甲
板
長
と
航
海
士
だ
け
で
あ
っ
た
。
す
ば
ら
し
い
天
気
で
あ
っ
た
。

空
に
は
雲
は
な
く
、
海
を
あ
わ
い
日
射
し
を
う
け
て
輝
い
て
い
た
。
自
然
は
歓
喜
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
身
近
に
モ
ス
コ
エ
島
が
み
え
、
人
を
招
い
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。

船
は
い
ま
や
う
ず
ま
き
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
運
命
に
む
か
っ
て
つ
き
進
ん
で
い
た
。
水
夫
の
う
ち
の
あ
る
者
は
、
甲
板
の
う
え
で
の
た
う
ち
回
り
、
ま

た
あ
る
者
は
わ
め
き
散
ら
し
た
り
し
て
い
た
。
が
、
絶
望
の
あ
げ
く
、
船
外
へ
身
を
投
げ
る
者
も
い
た
。
一
人
が
飛
び
込
む
と
、
つ
づ
い
て
二
人
も
あ
と
に
つ
づ
い
た
。

船
は
す
べ
る
よ
う
に
進
ん
で
い
た
。
マ
ス
ト
の
切
れ
は
し
の
上
に
す
わ
っ
て
い
た
航
海
士
は
、
近
く
の
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
島
の
海
岸
の
ほ
う
に
視
線
を
む
け
た
。
エ
ル
セ
ゲ
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ン
の
山
の
ふ
も
と
の
海
岸
に
人
が
集
ま
っ
て
い
て
、
助
け
る
こ
と
が
で
き
ぬ
船
の
運
命
を
み
つ
め
て
い
た
。
こ
ん
な
お
だ
や
か
な
日ひ
よ
り和

に
、
船
は
刻
一
刻
と
運
命
に
ち
か
ず

い
て
い
た
。
も
う
死
は
手
が
と
ど
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

水
夫
ら
は
牧
師
の
ま
わ
り
に
あ
つ
ま
る
と
、
熱
心
に
祈
っ
て
い
た
。
船
は
ス
ピ
ー
ド
を
ま
し
、
す
べ
る
よ
う
に
進
む
と
、
怒
れ
る
早
瀬
の
中
で
上
下
運
動
を
お
こ
し
、
ぐ

る
ぐ
る
と
回
り
は
じ
め
た
。
絶
望
の
悲
鳴
が
き
こ
え
だ
し
た
。
予
言
者
と
何
人
か
の
水
夫
は
、
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
う
ず
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
航
海
士
も
甲
板
長

も
波
に
さ
ら
わ
れ
、
海
中
に
没
し
、
牧
師
の
う
で
は
、
長
女
の
腰
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
た
。

船
は
海
中
に
没
す
る
と
き
、
船
尾
を
高
く
も
ち
上
げ
沈
ん
で
い
っ
た
。
助
か
っ
た
の
は
語
り
手
だ
け
で
あ
る
。
意
識
が
も
ど
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
が
、
ど
う
し
て

助
っ
た
の
か
ふ
し
ぎ
で
あ
っ
た
。
そ
の
す
べ
を
た
し
か
め
た
か
っ
た
。

『
フ
レ
イ
ザ
ー
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
載
っ
た
こ
の
物
語
は
、
雑
誌
記
事
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
し
、
冗
長
で
あ
る
。
語
り
手
は
、
登
場
人
物
ら
の
性
格
や
心
理
状
態
を
分
析

し
た
り
、
宗
教
的
な
会
話
を
そ
え
て
い
る
点
が
、
こ
の
作
品
の
特
徴
と
い
え
る
。
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
海
岸
沖
の
う
ず
し
お
に
巻
き
込
ま
れ
た
船
の
話
で
あ
る
こ
と
に
変
り

は
な
い
。
語
り
手
の
主
人
公
は
、
ヘ
ル
セ
ゲ
ン
の
海
岸
か
ら
こ
の
惨
劇
を
目
撃
し
て
い
る
人
び
と
や
う
ず
に
巻
き
込
ま
れ
て
行
く
と
き
の
サ
ス
ペ
ン
ス
に
つ
い
て
語
っ
て
い

る
。
が
、
じ
ぶ
ん
で
も
ど
う
し
て
こ
の
窮
地
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。

脱
出
方
法
は
、
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
に
み
ら
れ
る
‘
水
た
る
’
と
違
な
り
、
あ
い
ま
い
に
し
ぼ
か
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
何
を
手
段
と
し
た
も
の
か
何
も
語
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
フ
レ
イ
ザ
ー
ス
誌
の
記
事
と
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
と
の
異
同
点
で
あ
る
。

『
ル
・
マ
ガ
ザ
ン
・
ウ
ニ
ヴ
ル
セ
ル
』
に
載
っ
た
「
ル
・
マ
エ
ス
ト
ロ
ム
」
の
記
事
は
、
こ
の
フ
レ
イ
ザ
ー
ス
誌
の
「
ザ
・
マ
エ
ス
ト
ロ
ム

―
断
章
」
か
ら
の
巧
み
な

翻
案
と
い
う
説
は
、
ま
こ
と
で
あ
ろ
う
。
話
の
す
じ
と
い
い
、
中
味
と
い
い
、
両
者
は
よ
く
似
て
い
る
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
例
文
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
極
似
し
て
い
る
一
例
で
あ

る
。
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ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
の
材
源
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
同
作
品
の
影
響
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

ポ
ー
が
自
作
の
「
う
ず
ま
き
」
に
つ
い
て
語
っ
た
数
す
く
な
い
文
章
、
否
、
唯
一
の
も
の
（
？
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

―
（
前
文
略
）
貴
殿
は
、
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
こ
と
を
ほ
め
そ
や
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
あ
わ
て
て
書
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
結
末
が
不
完
全
で
す
。
全
体
か
ら
見

て
、
そ
れ
ほ
ど
よ
い
作
品
で
な
い
し
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
事
件
」
の
半
分
も
評
判
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

Ｊ
・
Ｅ
・
ス
ノ
ッ
ド
グ
ラ
ス
宛
書
簡
（
一
八
四
一
・
七
・
一
二
付
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
よ
り
）。
こ
の
作
品
は
、
一
八
三
三
年
に
ボ
ル
チ
モ
ア

の
週
刊
雑
誌
『
サ
ザ
ン
・
リ
テ
ラ
リ
ー
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
に
応
募
し
た
と
き
の
次
点
作
。

ポ
ー
は
こ
の
物
語
を
組
み
た
て
る
と
き
、
ば
ら
ば
ら
の
資
料
を
た
く
み
に
使
い
、
一
作
品
に
ま
と
め
上
げ
た
。
が
、
う
ず
し
お
の
す
ざ
ま
じ
さ
に
迫
真
力
を
そ
え
る
た
め

� （The Maelstrom, p.279）

［訳］　 ヘルセゲンの山のふもとの海岸に人

の群れがあり、助けることができぬ

船の運命をみつめていた。

� （Le Maelstrom, p. 231）

［訳］　 ヘルセンの丘には、男女が群っていた。か

れらは助けることができぬまゝ、破滅へと

引きずり込まれてゆく不幸な船をみて、同

情を禁じえなかった。
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に
、
エ
リ
ッ
ク
・
ポ
ン
ト
ピ
ダ
ン
（
一
六
九
八
～
一
七
六
四
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ル
タ
ー
派
神
学
者
）
が
著
わ
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
語
か
ら
の
英
訳
『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
自
然
誌
』

（T
he N

atural H
istory of N

orw
ay, London, 1755

）
か
ら
抄
録
し
た
。
い
ま
か
れ
が
同
書
中
の
記
事
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
、
両
者
の
類
似
点
を
並

置
し
て
み
よ
う
。

『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
自
然
誌
』

北
緯
六
八
度
の
ノ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
に
、
も
う
一
つ
潮
流
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
文
章
。

T
here is another kind of current, 

…
… in the 68

th degree, in the 

province of N
ordland, 

…
…

引
き
し
お
の
と
き
の
潮
流
の
は
げ
し
さ
、
咆
哮
に
つ
い
て
の
叙
述
文
。

Its violence and roarings exceed those of cataract, being heard to a 

great distance,

ノ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
の
モ（
モ
ス
ケ
ン
）

ス
コ
エ
島
の
ち
か
く
で
発
生
す
る
‘
う
ず
ま
き
’

（
モ
ス
コ
エ
ス
ト
ロ
ム
）
と
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
諸
島
に
つ
い
て
の
べ
た
文
章
。

ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」

「
う
ず
ま
き
」
を
見
物
し
に
や
っ
て
来
た
主
人
公
ら
の
地
理
上
の
位
置
。

W
e are now

 close upon the N
orw

egian coast 

― in the sixty-eighth 

degree of latitude 

― in the great province of N
ordland 

…
…

but the roar of its im
petuous ebb to the sea is scarce equalled by the 

loudest and m
ost dreadful cataracts; the noise being heard several 

leagues off, 

…
…

主
人
公
ら
が
断
崖
か
ら
望
見
す
る
‘
島
’
の
こ
と
。
島
々
の
名
称
は
、『
ブ

リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』
に
も
記
述
が
あ
る
。
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潮
の
干
満
の
と
き
、
何
が
起
る
の
か
。
ど
ん
な
事
件
が
起
っ
た
か
、
そ
の
危

険
に
つ
い
て
の
記
事
。
こ
れ
は
ジ
ョ
ナ
ス
・
ラ
ム
ス
が
か
い
た
も
の
で
、『
ブ

リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』
に
も
お
な
じ
記
事
が
あ
る
。

“The island in the distance,

” resum
ed the old m

an, 

“is called by 

the N
orw

egians V
urrgh. T

he one m
idw

ay is M
oskoe. T

hat a m
ile to 

the northw
ard is A

m
baaren. Y

onder are Iflesen, H
oeyholm

, 

K
ieldholm

, Suarven, and B
uckholm

. Farther off 

― betw
een M

oskoe 

and V
urrgh 

― are O
tterholm

, Flim
en, Sandflesen, and Skarholm

.

ポ
ー
の
つ
ぎ
の
記
述

0

0

は
、
上
記
の
記
事
と
そ
っ
く
り
同
じ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
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作
家
は
じ
ぶ
ん
の
作
品
の
タ
ネ
を
い
ち
い
ち
公
表
し
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
洋
の
東
西
を
と
わ
ず
同
じ
で
あ
ろ
う
。
が
、
と
き
に
た
ち
の
わ
る
い
あ
ら

捜
し
屋
の
手
に
よ
っ
て
‘
盗
作
’
だ
と
い
っ
て
、
さ
わ
ぎ
立
て
ら
れ
る
。
没
後
ポ
ー
は
、『
ニ
ッ
カ
ー
ボ
ッ
カ
ー
』
誌
（
一
八
五
〇
・
二
）
に
お
い
て
、『
作ワ

ー
ク
ス

品
集
』
が
刊
行

さ
れ
た
と
き
、
書
評
に
お
い
て
た
た
か
れ
た
し
、
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ー
ル
ド
も
同
じ
年
に
、
イ
ン
グ
ラ
ム
版
『
ポ
ー
作
品
集
』
の
三
巻
が
出
た
と
き
、「
回
想
録
」
の
な
か
で
、

ポ
ー
の
剽
窃
に
ふ
れ
た
。

小
さ
な
、
か
わ
い
い
盗
作
な
ら
、
さペ

ッ

カ

デ

ィ

ロ

さ
い
な
過
失
で
す
ま
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
許
容
範
囲
を
こ
え
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
ば
あ
い
、
指
弾
さ
れ
て
も
文
句
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
も
っ
と
悪
質
な
例
も
あ
る
よ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
代
作

0

0

で
あ
る
。
仄
聞
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
留
学
先
や
国
内
で
、
金
を
使
い
、
第
三
者
に
博
士
論
文
や
レ
ポ
ー

ト
、
卒
論
、
本
を
か
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
手
を
く
わ
え
提
出
し
た
り
、
じ
ぶ
ん
の
名
で
自
費
出
版
し
、
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。
金
が
も
の
を
い
う
時
代
、
金
し
だ
い
で

は
そ
れ
も
可
能
で
あ
る
。

ポ
ー
は
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
（
代
作
者
）
を
使
わ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
作
品
が
非
難
に
あ
た
る
も
の
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
ポ
ー
が
「
う
ず
ま
き
」
に
お
い
て
ね

ら
っ
た
の
は
、
う
ず
ま
き
か
ら
生
還
し
た
男
に
つ
い
て
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
か
れ
は
自
然
の
力
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
の
犠
牲
と
な
る
人
び
と
の
自
衛
の
闘
い
、
死
の

苦
し
み
、
未
知
の
恐
怖
な
ど
を
描
く
に
あ
っ
た
。
か
れ
は
そ
の
材
料
を
英
米
仏
の
諸
雑
誌
の
よ
み
物
（
海
洋
冒
険
談
）
か
ら
え
た
。

か
れ
は
物
語
に
新
し
い
細
部
を
ほ
ど
こ
し
て
潤
色
す
る
た
め
に

―
恐
怖
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
海
の
現
象
を
描
く
た
め
に

―
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
地
誌
を
利

用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ポ
ー
は
、
物
語
の
細
部
に
必
要
な
小
道
具
（
船
や
ヨ
ッ
ト
、
モ
ミ
や
松
の
木
片
）
や
逸
話
（
ク
マ
の
話
）
を
叙
す
る
と
き
、
ま
た
作
品
に
迫
真
力
を
く
わ
え

る
た
め
に
、
じ
ぶ
ん
の
文
章
を
用
い
ず
、
他
人
の
語
句
や
説
を
こ
っ
そ
り

0

0

0

0

使
っ
て
い
る
。

ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
の
影
響
。

ポ
ー
は
亡
く
な
る
五
年
ほ
ど
ま
え
、

―
パ
リ
の
日
刊
紙
『
ラ
・
コ
テ
ィ
デ
ィ
エ
ン
ヌ
』La Q

uotidienne 
は
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
と
い
う
短
篇
の
翻
案

 

（sect.X
 

よ
り
）
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考証　ポーの「うずまき」

小
説
を
、「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
　
異
称
　
不
幸
を
も
た
ら
す
類
似
」Jam

es D
ixon, ou la funeste ressem

blance 

と
題
し
て
発
表
し
た
（
一弘

化

元

年

八
四
四
・
一
二
・

三
～
四
、
二
回
連
載
）。
作
者
は
同
紙
の
寄
稿
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
Ｇ
・
Ｂ
と
だ
け
署
名
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の
作
品
名
だ
け
で
は
、
ポ
ー
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル

ソ
ン
」
の
改
作
物
で
あ
る
と
気
づ
く
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

謎
の
人
物
Ｇ
・
Ｂ
こ
そ
、
ポ
ー
を
は
じ
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
当
人
で
あ
る
。
二
年
後
、
Ｇ
・
Ｂ
は
「
モ
ル
グ
街
殺
人
事
件
」
の
自
由
訳
を
『
ラ
・
コ
テ
ィ
デ
ィ

エ
ン
ヌ
』
紙
に
発
表
し
た
が
、
こ
の
と
き
も
Ｇ
・
Ｂ
と
署
名
し
て
い
た
。
こ
の
作
品
は
、
法
廷
闘
争
の
火
ダ
ネ
と
な
り
、
パ
リ
で
物
議
を
か
も
す
の
だ
が
、
ポ
ー
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
お
い
て
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
。
Ｇ
・
Ｂ
と
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。
そ
の
正
体
を
つ
き
と
め
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
な
ら
ぬ
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
教
授
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｔ
・
バ
ン
デ
ィ
は
、
八
年
間
『
ラ
・
コ
テ
ィ
デ
ィ
エ
ン
ヌ
』
紙
の
分
厚
い
フ
ァ
イ
ル
に
目
を
通
し
つ
づ

け
て
い
た
。
二
、
三
冊
お
え
た
と
き
、『
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
ー
の
随
想
録
』
の
欄
外
に
書
か
れ
た
注0

（
ボ
ル
ド
ー
の
公
立
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
も
の
）
に
関
す
る
記
事
に
注

意
を
ひ
か
れ
た
。
バ
ン
デ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
な
記
事
は
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
学
者
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
パ
ヤ
ン
博
士
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
、
Ｇ
・
Ｂ
じ
し
ん
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
か
れ
た
記
事
を
発
見
し
た
。

Ｇ
・
Ｂ
と
は
、
ボ
ル
ド
ー
生
ま
れ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

―
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
・
ブ
リ
ュ
ネ G

ustave B
runet 

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ポ
ー
は
諸
外
国
の
う
ち
で
も
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
知
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ポ
ー
の
作
品
の
伝で

ん

播ぱ

に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
翻

訳
史
に
つ
い
て
究
め
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
の
は
、
レ
オ
ン
・
ル
モ
ニ
エ
で
あ
っ
た
。
一
八
四
五
年
ご
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
語
圏
の
国
々
と
の
橋
わ
た
し
を
な
す
文
学

者
の
集
団
が
い
た
が
、
か
れ
ら
は
『
イル

ヴ
ュ
・
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク

ギ
リ
ス
評
論
』
の
寄
稿
者
で
あ
っ
た
。
同
誌
は
一
八
四
六
年
九
月
、
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」U

ne descente au M
aëlstrom

 

を
発

表
し
た
が
、
こ
の
作
品
は
ポ
ー
の
名
声
を
フ
ラ
ン
ス
に
広
め
る
の
に
貢
献
し
た
と
い
う
（
レ
オ
ン
・
ル
モ
ニ
エ
）。

訳
者
は
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ラ
ン
・
フ
ォ
ル
グ
（
一
八
一
三
～
八
三
）
と
い
う
か
な
り
名
の
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
オ
ー
ル
ド
・
ニ
ッ
ク
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
。
か

れ
の
訳
業
は
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
欠
陥
も
あ
っ
た
。
原
文
に
な
い
文
章
を
書
き
足
し
た
り
、
文
飾
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ル
グ
訳
を
大
観
す
る
と
、
ポ
ー

の
文
体
を
移
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
物
語
の
正
確
な
す
が
た
を
提
出
し
た
と
い
う
。

フ
ォ
ル
グ
訳
に
つ
づ
い
て
、「
う
ず
ま
き
」
を
掲
載
し
た
の
は
政
治
的
な
日
刊
紙
『
ラ
・
デ
モ
ク
ラ
ス
ィ
・
パ
ス
ィ
フ
ィ
ッ
ク
』
で
あ
る
。
一
八
四
七
年
九
月
二
十
四
、

二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
訳
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
生
ま
れ
の
イ
ザ
ベ
ラ
＝
メ
ア
リ
ー
・
ハ
ッ
ク
（
？
～
一
八
九
四
）
で
あ
る
。
二
十
歳
の
と
き
、
学
者
で
フ



（32）077

ー
リ
エ
主
義
者
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ム
ー
ニ
エ
と
結
婚
し
た
。
彼
女
の
訳
業
も
あ
な
が
ち
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
女
の
欠
陥
は
、
省
略
が
多
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
ポ
ー
の
文
体
を
簡
略
化
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ム
ー
ニ
エ
訳
に
つ
づ
い
た
の
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
で
あ
る
。
か
れ
は
『
ル
・
ペ
イ
イ
』
紙
に
、「
う
ず
ま
き
」
を
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
（
一
八
五
五
・
二
・
五
、

六
、
七
）。
の
ち
か
れ
は
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
ヴ
ィ
・
フ
レ
ー
ル
社
か
ら
ポ
ー
の
訳
書
『
異
常
な
物
語
』（
一
八
五
六
年
）
を
出
す
と
き
、「
う
ず
ま
き
」
を
収
録
し
た
。

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
に
「
け
い
れ
ん
」（Le T

ic

）
と
い
う
作
品
が
あ
る
（
一
八
八
四
・
七
・
一
四
、
ジ
ル
ブ
ラ
ス
）。
娘
が
亡
く
な
っ
た
の
で
埋
葬
す
る
と
、
娘
か
ら

指
環
を
ぬ
す
も
う
と
し
た
墓
荒
し
が
い
た
（
じ
つ
は
召
使
い
が
犯
人
）。
娘
は
指
を
切
ら
れ
る
痛
み
で
生
き
返
る
。
死
の
世
界
か
ら
帰
っ
て
き
た
娘
を
み
て
、
シ
ョ
ッ
ク
の

あ
ま
り
、
召
使
い
は
卒
倒
し
て
死
に
、
父
親
は
亡
霊
を
手
で
払
い
の
け
よ
う
と
し
て
‘
け
い
れ
ん
’
を
お
こ
し
、
そ
れ
が
一
生
つ
づ
い
た
と
い
う
話
。

父
と
娘
は
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
中
部
の
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
の
温
泉
場
に
出
か
け
、
そ
こ
で
湯
治
す
る
の
で
あ
る
が
、
物
語
の
語
り
手
は
、
こ
の
二
人
を
み
て
、
ポ
ー

の
小
説
に
出
て
く
る
人
物
の
印
象
を
う
け
る
。
父
親
は
若
々
し
い
顔
つ
き

0

0

0

0

0

0

0

を
し
て
い
る
が
、
髪
が
ま
っ
白

0

0

0

な
の
で
あ
る
。

ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
に
出
て
く
る
、
う
ず
し
お
見
物
の
案
内
人
は
、
恐
怖
体
験
か
ら
真
黒
だ
っ
た
髪
が
、
一
日
も
た
た
ぬ
う
ち
に
ま
っ
白
に
な
り
、
体
か
ら
ふ
る
え
が

去
ら
な
く
な
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
仏
訳
で
ポ
ー
の
作
品
を
よ
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
極
度
の
恐
怖
の
あ
ま
り
、
一
瞬
に
し
て
黒
髪
が
白
髪

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
変
わ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ポ
ー
か
ら
借
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、「
う
ず
ま
き
」
の
影
響
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

三　
「
う
ず
ま
き
」
と
は
ど
ん
な
物
語
か
。
そ
の
大
筋

舞
台
は
、
北
緯
六
十
八
度

―
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ル
ラ
ン
ト
（
ド
）

州
に
あ
る

―
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
地
方
の
ヘ
ル
セ
ゲ
ン
と
い
う
け
わ
し
く
そ
び
え
立
つ
岩
の
頂
上
で
あ
る
。

そ
こ
に
三
年
ほ
ど
前
に
“
う
ず
ま
き
”
に
巻
き
込
ま
れ
、
六
時
間
の
死
ぬ
よ
う
な
恐
ろ
し
い
体
験
を
し
た
男
が
、
知
人
を
案
内
す
る
。
案
内
人
は
、
み
か
け
は
老
人
だ
が
、

齢
は
そ
ん
な
に
い
っ
て
い
な
い
。
恐
怖
体
験
か
ら
真
黒
だ
っ
た
髪
が
、
真
白
に
な
り
、
お
ま
け
に
体
か
ら
ふ
る
え
が
去
ら
な
い
で
い
る
。

二
人
は
地
上
か
ら
四
、
五
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
、
黒
く
光
っ
た
岩
の
絶
壁
の
う
え
で
、
腹
ば
い
に
な
る
。
そ
の
頂
上
か
ら
広
々
と
し
た
大
洋
が
み
え
る
。

そ
の
水
の
色
と
い
っ
た
ら
、
イ
ン
キ
の
よ
う
に
黒
い
。
左
右
を
み
る
と
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
黒
い
絶
壁
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
波
が
ぶ
つ
か
り
、
白
い
し
ぶ
き
を
高

く
あ
げ
て
い
る
。
八
キ
ロ
ほ
ど
前
方
に
、
荒
涼
と
し
た
小
島
が
み
え
る
。
ま
た
二
本
マ
ス
ト
の
帆
船
の
す
が
た
も
あ
る
。
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案
内
人
は
い
っ
た
。
あ
の
遠
い
方
の
島
は
、
ヴ
ァ
ル
ウ
島
。
ま
ん
中
の
島
は
モ
ス
ケ
エ
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
北
に
一
・
六
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
あ
る
の
は
、
ア
ン
バ
ア
レ
ン
。

も
っ
と
遠
く
の

―
モ
ス
ケ
エ
と
ヴ
ァ
ル
ウ
と
の
間
に
あ
る
の
は
、
オ
ッ
テ
ル
ホ
ル
ム
、
フ
リ
ィ
メ
ン
、
サ
ン
ド
フ
レ
エ
ゼ
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
あ
る
、
と
。

ヘ
ル
セ
ゲ
ン
の
頂
上
に
、
十
分
ほ
ど
い
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
大
草
原
に
い
る
野
牛
が
ほ
え
た
て
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ま
た
目
の
ま
え
の
波
が
、
東
の
ほ
う
に

流
れ
る
潮
流
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
潮
流
は
だ
ん
だ
ん
ス
ピ
ー
ド
を
ま
し
、
ヴ
ァ
ロ
イ
島
ま
で
の
海
を
は
げ
し
く
荒
れ
狂
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

ヴ
ァ
ロ
イ
島
と
モ
ス
ケ
ン
島
と
の
間
の
海
は
、

―
湧
き
た
ち
、
ざ
わ
め
き
、
巨
大
な
無
数
の
う
ず
と
な
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
た
。
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
う
ず
ま
き

ノルウェー
の

ロフォーデン諸島

中央あたりに，‘ヘルセゲ
ン’―マルストロム―モ
スケン島の文字をみる。

ロフォーデン諸島の風景
M. A. Wyllie 著 Norway and its Fjords より。Methuen&Co. 刊行年不詳。
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潮
流
に
ま
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
も
の
す
ご
い
咆
哮
は
、
遠
く
の
岸
ま
で
聞
こ
え
た
。
ま
た
こ
の
う
ず
に
呑
ま
れ
た
モ

ミ
や
松
の
幹
を
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
折
れ
く
だ
け
、
そ
の
上
に
剛あ

ら

毛げ

が
生
え
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
う
ず
ま
き
は

ど
の
よ
う
に
し
て
起
る
の
か
。
一
般
論
か
ら
い
え
ば
、
干
満
の
と
き
、
上
下
す
る
波
が
岩
石
や
暗
礁
の
背
に
は
げ
し

く
ぶ
ち
当
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
海
水
は
そ
れ
ら
の
岩
石
に
よ
っ
て
せ
き
と
め
ら
れ
、
滝
の
よ
う
に
落
下
す
る
、

と
老
人
は
語
っ
た
。

う
ず
ま
き
を
見
た
知
人
は
、
風
の
あ
た
ら
ぬ
所
へ
案
内
さ
れ
る
と
、
老
人
か
ら
話
の
つ
づ
き
を
聞
い
た
。
語
り
手

と
二
人
の
兄
弟
は
七
〇
ト
ン
の
ス
ク
ナ
ー
帆
式
の
漁
船
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
船
に
の
り
、
い
つ
も
モ
ス
ケ
ン
の
む

こ
う

―
ヴ
ァ
ロ
イ
島
に
近
い
島
々
の
間
で
魚
を
と
っ
て
い
た
。
岩
の
間
の
択え

り
ぬ
き
の
場
所
は
、
危
険
で
は
あ
っ

た
が
漁
獲
高
が
あ
り
、
高
級
魚
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
。
天
気
の
よ
い
と
き
、
十
五
分
潮
が
よ
ど
む
と
、
モ
ス
コ
エ
・

ス
ト
ロ
ム
を
横
切
り
、
オ
ッ
テ
ル
ホ
ル
ム
や
サ
ン
ド
フ
レ
エ
ゼ
ン
の
あ
た
り
で
錨
を
投
じ
て
漁
を
し
た
。

そ
の
漁
場
は
、
天
気
の
よ
い
と
き
で
も
い
や
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
八
…
…
年
七
月
十
日

―
語
り
手
の
船
は
、

は
一
つ
ず
つ
姿
を
け
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
お
さ
ま
っ
た
う
ず
ま
き
は
、
ふ
た
た
び
活
動
を
は
じ
め
、
直

径
が
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
円
を
な
し
た
。
う
ず
ま
き

の
縁
は
、
幅
の
広
い
し
ぶ
き
の
帯

ベ
ル
ト

を
な
し
、
色
は
白
で
あ
る
。
漏じ
ょ
う
ご斗

の
内
側
は
真
黒

な
水
の
壁
で
あ
る
。
そ
れ
は
水
平
線
に
た
い
し
て
四
十
五
度
ほ
ど
の
角
度
で
傾
斜
し
、

す
ざ
ま
し
い
声
を
あ
げ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
た
。
山
は
ふ
も
と
か
ら
ふ
る
え
、
岩

は
ゆ
れ
た
。
案
内
人
は
、
こ
れ
こ
そ
あ
の
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
大
う
ず
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
は
、
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
い
っ
た
。

か
っ
て
一
頭
の
ク
マ
は
、
ロ
フ
ォ
デ
ン
よ
り
モ
ス
ケ
ン
ま
で
泳
い
で
渡
ろ
う
と
し
、

眼下に‘うずまき’をみる語り手と知人。
Poe’s Tales, Ward, Lock & Tyler, London, 
1878 より。

‘うずまき’に呑まれようとする漁船の図
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午
後
二
時
か
ら
例
の
島
の
ほ
う
に
い
っ
て
漁
を
し
た
。
船
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
魚
が
と
れ
た
。
錨
を
あ
げ
帰
路
に
つ
い
た
の
は
午
後
七
時
ご
ろ
。
八
時
ご
ろ
、
潮
が

よ
ど
む
が
、
こ
の
と
き
難
所
を
通
り
抜
け
る
必
要
が
あ
る
。
船
は
右
舷
後
方
に
風
を
う
け
、
快
走
力
で
進
ん
だ
。
が
、
ヘ
ル
セ
ゲ
ン
か
ら
吹
い
て
く
る
軟
風
の
た
め
に
、
逆

帆
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
う
ず
ま
き
を
乗
り
切
っ
て
進
め
な
い
の
で
、
も
と
の
碇
泊
所
へ
も
ど
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
そ
の
と
き
水
平
線
上
に
、
ふ
し
ぎ
な
赤
か

っ
色
の
雲
が
わ
き
上
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

そ
の
う
ち
に
南
風
が
や
み
、
一
瞬
な
ぎ
に
な
り
、
船
は
た
だ
よ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
分
も
た
た
ぬ
う
ち
に
大
暴
風
が
お
そ
っ
て
き
て
、
二
本
の
マ
ス
ト
を
吹
き
と
ば
し

た
。
そ
の
と
き
弟
は
、
風
と
い
っ
し
ょ
に
さ
ら
わ
れ
た
。
あ
た
り
は
ま
っ
暗
で
あ
り
、
人
の
顔
も
み
え
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
船
は
水
に
浸
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
間
語
り
手
は
前ぜ

ん

檣
し
ょ
う

の
根
も
と
近
く
に
あ
る
輪
付
き
ボ
ル
ト
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
た
。
波
に
さ
ら
わ
れ
た
と
思
っ
た
兄
が
生
き
て
い
て
、
語
り
手
の

耳
も
と
に
口
を
よ
せ
る
と
、
ひ
と
こ
と
「
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
だ
!
」
と
さ
け
ん
だ
。

そ
れ
を
聞
く
と
、
語
り
手
の
体
は
が
た
が
た
ふ
る
え
だ
し
た
。
船
は
う
ず
ま
き
に
む
か

っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い
た
。
や
が
て
風
の
た
め
に
押
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
波
は
、

山
の
よ
う
に
も
り
上
っ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
あ
た
り
一
面
、
ま
っ
暗
で
あ
っ
た
世
界
に
も

変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
を
み
る
と
、
円
い
雲
の
切
れ
目
が
で
き
て
い
て
、

晴
れ
た
空
が
す
が
た
を
み
せ
た
。
そ
れ
は
濃
い
鮮
明
な
青
で
あ
っ
た
。
ま
た
満
月
が
現
わ

れ
、
輝
き
だ
し
た
の
で
、
あ
た
り
の
よ
う
す
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

語
り
手
は
、
月
明
り
に
よ
っ
て
時
計
の
文
字
盤
を
み
た
が
、
時
計
は
七
時
で
止
ま
っ
て

い
た
。“
潮
だ
る
み
”
の
時
刻
に
お
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
が
く
然
と
し
色
を
う

し
な
っ
た
。
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
の
う
ず
ま
き
は
、
約
四
〇
〇
メ
ー
タ
ー
先
に
あ
る
。

ほ
ど
な
く
波
が
し
ず
ま
っ
た
か
と
思
っ
た
ら
、
船
は
一
面
あ
わ
に
包
ま
れ
た
。
船
は
左
舷

に
半
分
ま
わ
る
と
、
新
た
な
方
向
に
い
な
ず
ま
の
よ
う
に
進
ん
だ
。
と
同
時
に
、
水
の
う

な
り
声
は
、
蒸
気
ガ
マ
の
放
水
管
か
ら
出
た
よ
う
な
物
音
に
か
き
消
さ
れ
た
。

‘うずまき’の図
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船
は
右
舷
に
ぐ
っ
と
傾
い
た
か
と
思
っ
た
ら
、
深
淵
め
が
け
て
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
だ
。
満
月
の
光
に
よ
っ
て
み
る
と
、
漏
斗
の
内
側
は
、
黒
た
ん
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

船
が
運
ば
れ
て
ゆ
く
流
れ
る
黒
た
ん
を
見
わ
た
す
と
、
船
、
建
築
用
材
、
樹
木
の
幹
、
家
具
、
タ
ル
の
破
片
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
や
が
て
主
人
公
は
、
円
筒
形
の
も
の
は
、

う
ず
ま
き
の
吸
引
力
に
つ
よ
く
抵
抗
す
る
話
を
思
い
だ
し
、
兄
を
そ
の
運
命
に
ま
か
せ
、
水
た
る
に
体
を
し
っ
か
り
と
し
ば
る
と
、
た
め
ら
わ
ず
、
海
中
に
飛
び
込
ん
だ
。

船
は
一
時
間
ほ
ど
経
つ
と
、
下
の
湧
き
立
つ
あ
わ
の
中
に
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
沈
ん
で
い
っ
た
。
語
り
手
の
タ
ル
は
、
う
ず
ま
き
の
底
と
、
船
か
ら
飛
び
こ
ん
だ
と
こ
ろ
の

中
間
あ
た
り
に
沈
ん
だ
と
き
、
う
ず
ま
き
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
う
ず
の
回
転
が
弱
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。“
潮
だ
る
み
”
の
時
が
近
づ
き
、
う
ず
ま
き

の
底
が
ゆ
っ
く
り
と
高
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

語
り
手
は
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
の
海
岸
が
よ
く
み
え
る

―
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
の
う
ず
ま
き
が
、
さ
っ
き
ま
で
あ
っ
た
、
山
の
よ
う
な
高
波
の
表
面
に
浮
び
あ
が
っ
た
。

が
、
さ
い
わ
い
一
隻
の
漁
船
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
。

船
は
う
ず
ま
き
の
周
り
の
白
い
波
の
帯

ベ
ル
ト

の
な
か
に
い
た
。
船
は
う
ね
る
波
の
気
泡
の
よ
う
な
も
の
の
上
を

す
べ
る
よ
う
に
進
ん
で
い
た
。
い
よ
い
よ
う
ず
ま
き
の
口
部
に
呑
ま
れ
か
か
る
と
、
語
り
手
は
そ
れ
に
近
づ

い
て
い
る
と
き
よ
り
も
、
か
え
っ
て
気
が
お
ち
つ
い
た
。
う
ず
ま
き
そ
の
も
の
に
対
し
て
す
る
ど
い
好
奇
心

が
起
っ
て
き
た
。
生
命
を
と
し
て
ま
で
、
そ
の
底
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
気
持
に
な
っ
た

一
因
は
、
風
が
や
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

打
ち
寄
せ
る
波
の
帯

ベ
ル
ト

は
、
海
面
よ
り
ず
っ
と
低
く
、
高
く
黒
い
山
の
背
と
な
っ
て
そ
び
え
て
い
た
。
船
は

そ
の
波
の
帯
の
う
え
を
一
時
間
ち
か
く
飛
ぶ
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
、
内
側
の
縁
へ
と
だ
ん
だ
ん
近
づ
い

て
い
っ
た
。
そ
の
間
、
語
り
手
は
輪
付
き
ボ
ル
ト
を
し
っ
か
り
と
に
ぎ
っ
て
い
た
。
兄
は
船
尾
の
ほ
う
に
い

て
、
そ
こ
の
突
出
部
に
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
て
あ
っ
た
、
空か

ら

の
水
た
る
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
。
船
が
深
淵

の
縁
に
近
づ
い
た
と
き
、
兄
は
そ
の
水
た
る
か
ら
手
を
は
な
し
、
弟
の
輪
付
き
ボ
ル
ト
の
ほ
う
に
や
っ
て
き

て
、
そ
れ
を
つ
か
も
う
と
し
た
の
で
、
こ
ん
ど
は
語
り
手
の
弟
の
ほ
う
が
、
船
尾
の
タ
ル
の
ほ
う
に
い
っ
た
。

語り手が救助される図
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四　

文
体
か
ら
み
た
「
う
ず
ま
き
」
の
構
造
と
特
徴

ポ
ー
の
英
語
の
構
造
を
「
う
ず
ま
き
」
を
例
と
し
て
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
ポ
ー
の
物
語
は
、
概
し
て
き
わ
も
の
師
が
つ
く
っ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。「
う
ず
ま

き
」
を
大
観
す
る
と
、
い
か
に
も
読
者
う
け
す
る
よ
う
に
、
大
げ
さ
に
し
か
け
、
大
げ
さ
に
描
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
誇
張
法

0

0

0

を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
う

ず
ま
き
」
の
冒
頭
の
一
節

―
す
な
わ
ち
、
要ト
ピ
ッ
ク
・
セ
ン
テ
ン
ス

旨
説
明
文
は
、
読
者
の
関
心
を
あ
お
り
、
か
れ
ら
を
作
中
に
閉
じ
込
め
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は

ま
た
こ
れ
か
ら
話
が
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
の
カ
ギ
を
も
に
ぎ
っ
て
い
る
。

語
り
手
の
「
話
」
が
主
軸
と
な
っ
て
、
う
ず
し
お
の
ご
と
く
、
さ
い
ご
ま
で
ぐ
る
ぐ
る
展
開
す
る
。
ポ
ー
の
文
章
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
そ
れ
の
よ
う
な
、
彫
り
の
あ
さ

い
、
み
じ
か
い
も
の
と
異
な
り
、
比
較
的
い
き
の
長
い
、
長
文
で
あ
る
。
も
の
ご
と
を
直
接
的
に
、
ま
た
簡
明
に
の
べ
る
と
き
は
、
単
文
（
主
語
と
述
語
の
一
組
か
ら
成
る

も
の
）
が
適
し
て
い
る
が
、
内
容
が
や
や
こ
み
入
り
、
単
純
で
な
い
も
の
は
、
重
文
や
複
文
（
主
語
と
述
語
を
も
つ
部
分
が
、
二
つ
以
上
ふ
く
む
文
章
）
で
表
現
す
る
の
が

よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

文
章
の
種
類
か
ら
み
た
ば
あ
い
、「
う
ず
ま
き
」
は
口
語
体

0

0

0

の
叙
事
文

0

0

0

（
事
件
を
あ
り
の
ま
ま
に
述
べ
、
つ
づ
っ
た
も
の
）
で
あ
る
。
ポ
ー
は
う
ず
ま
き
に
呑
ま
れ
る
と

い
っ
た
異
常
な
事
件
の
原
因
、
展
開
、
進
行
を
、
時
間
的
推
移
の
も
と
に
、
劇
的
に
、
読
者
を
し
て
じ
っ
さ
い
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
に
、
再
現
し
よ
う
と
し
た
。
か
れ

は
そ
の
と
き
の
状
況

―
雰
囲
気
、
緊
張
感
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
視
覚
的
、
聴
覚
的
、
色
彩
的
手
法

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
用
い
て
い
る
。
か
れ
が
用
い
る
修
辞
上
の
技
法
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

一
　
擬パ
ー
ソ
ニ
フ
ィ
ケ
イ
シ
ョ
ン

人

法
　（
物
や
人
間
で
な
い
も
の
を
、
人
間
の
よ
う
に
み
る
法
）。「
う
ず
ま
き
」
に
は
こ
の
例
は
な
い
。

一
　

オ
ノ
マ
ト
ロ
ジ
ー

声
喩
＊
法

せ
い
ゆ
　
　
　

　（
自
然
現
象
の
音
を
ま
ね
て
用
い
る
法
。
音
声
―
動
作
―
状
態
を
模
写
し
た
も
の
）

 

＊
喩
は
た
と
え
る
意
。

一
　

ス

ィ

ミ

リ

直
喩
法

ち
ょ
く
ゆ

　（「
…
…
の
よ
う
な
」
と
い
っ
た
語
を
使
っ
て
表
現
す
る
法
）

一
　
誇
張
表
現
　（
漸ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

層
法
、
斜イ
タ
リ
ッ
ク

体
字
、
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
多
用
）

一
　
色
彩
語
　（
断
崖
、
空
、
海
の
色
彩
的
描
写
）
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ポ
ー
は
文
体
上
の
効
果
を
あ
げ
、
読
者
を
作
中
に
投
げ
こ
む
た
め
に
、
要
旨
説
明
文
を
物
語
の
冒
頭
に
も
っ
て
く
る
。
う
ず
し
お
に
吸
い
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
事
件
に
よ

く
か
な
う
よ
う
に
、
か
れ
は
単
一
の
効
果
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
努
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
書
き
だ
し
の
文
章
が
肝
心
で
あ
る
。
最
初
の
文
章
が
ま
ず
い
と
、
第
一
歩
で
失

敗
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
か
れ
が
よ
く
つ
か
う
手
法

―
常
と
う
手
段
で
も
あ
る
。

訳
文
ち
ゅ
う
に
一
箇
所
あ
や
ま
り
が
あ
る
。「
私
は
あ
な
た
と
同
じ
や
う
に
…
…
で
せ
う
が
」
は
、「
私
は
す
え
の
息
子
と
同
じ
よ
う
に
あ
な
た
を
容
易
に

0

0

0

案
内
で
き
た
」

の
意
で
あ
る
。
が
、
訳
者
は
案
内
さ
れ
た
人
間
（
＝
あ
な
た
）
と
お
な
じ
よ
う
に
案
内
で
き
た
の
に
と
訳
し
て
い
る
。as w

ell as 

は
、as easily as 

の
意
で
あ
る
、
と
豊

田
　
実
の
注
釈
本 Prose T

ales by E
. A

. Poe

（
研
究
社
、
昭
和
３
・
２
、
第
三
版
）
の
二
三
七
頁
に
あ
る
。

“Not long ago,” said he at length, and1 I could have guided 

you on this route as well as the youngest of my sons; but2, 

about three years past, there happened to me an event such as 

never happened before to mortal man ― or3 at least such as no 

man ever survived to tell of ― and4 the six hours of deadly 

terror which I then endured have broken me up body and soul.

これが昔なら私はあなたと同じやうに一等すえっこの奴でも、

ここへ引っぱって来れたでせうが、三年ばかり前に、今まで人

間の経験したこともないやうな出来事に遭
で く わ

遇して―とにかく

活
い

きのこってその話をする者はとてもないやうな出来事にあっ

て―いやもウそのときの大した恐ろしさと云ったら、たった

六時間の間
うち

に身
か ら だ

体と心もすっかり壊
こわ

されて了
しま

ひましたのぢゃ。

岡田実麿訳「渦巻」より。



070（39）

考証　ポーの「うずまき」

英
語
を
母
語
と
す
る
英
米
人
は
、
こ
の
一
節
を
よ
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
も
つ
だ
ろ
う
か
。
語
学
的
に
細
か
く
分
析
で
き
な
い
に
し
て
も
、
原
意
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
作
者
は
、
主
人
公
に
六
時
間
の
‘
恐
怖
体
験
’
を
語
ら
せ
る
糸
口
を
あ
た
え
る
た
め
に
、
文
尾
ま
で
文
章
を
引
き
の
ば
し
て
い
る
。
擬ぎ loose 

sentence
（
散
列
文
）
と
か
擬 periodic sentence

（
掉と
う

尾び

文

―
多
く
の
節
を
ふ
く
み
、
文
尾
に
お
い
て
文
意
が
完
成
す
る
）
と
で
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
一
節
に
、
等
位
接
続
詞
（and, but, or 

な
ど
）
が
四
度
出
て
く
る
。
文
頭
の and 

は
い
か
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の and 

は
前
の
句
を
対
等
に

つ
な
い
で
い
な
い
。
だ
か
ら
「
そ
し
て
」
の
意
で
は
な
い
。N

ot long ago

「
そ
ん
な
に
古
い
話
で
は
な
い
」
と
い
う
句
の
中
味
を
補
足
す
る
た
め
に
、and 

と
い
う
接
続

詞
を
用
い
、I could have guided

…
…
以
下
の
文
章
を
導
い
て
い
る
。
こ
の and 

は
、
直
訳
す
る
と
、「
つ
ま
り
」
と
か
「
す
な
わ
ち
」
と
な
ろ
う
。but2  

は
前
の
節
に

対
し
て
反
対
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
節
を
み
ち
び
き
、「
し
か
し
」
と
か
「
と
は
い
え
」
の
意
で
あ
る
。or3  

は
同
格
的
な
前
文
を
む
す
び
つ
け
、「
つ
ま
り
」「
言
い
か
え
る

と
」
の
意
で
あ
ろ
う
。and

4  

は
以
下
の
文
章
を
強
調
し
、
独
立
し
た
文
章
を
み
ち
び
き
、「
し
か
も
」「
そ
れ
も
」
の
意
で
あ
る
。

N
ot long ago 

の
副
詞
句
は
、
さ
い
ご
の
文
章
ま
で
か
か
り
（
関
係
し
）、
間
の
び
し
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
文
節
ぜ
ん
た
い
を
し
ま
り
の
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
て
い
る
。

ま
た
文
中
に such as 

と
い
っ
た
相
関
詞
が
二
度
ば
か
り
出
て
く
る
。
が
、
こ
れ
は
同
じ
語
を
あ
え
て
く
り
返
し
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
体
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。such 

は
形
容
詞
、as 

は
関
係
代
名
詞
で
あ
り
、as 
以
下
の
形
容
詞
節
を
み
ち
び
い
て
い
る
。
意
味
は
、「
た
と
え
ば
」
と
か
「
す
な
わ
ち
」
で
あ
る
。

ポ
ー
の
文
体
を
解
剖
す
る
に
あ
た
っ
て
、
誇
張
表
現
か
ら
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
大
げ
さ
な
言
い
回
し
を
い
い
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
語
り
手
と

知
人
が
い
る
絶
壁
は
、
地
上 som

e 15 or 16 hundred feet

（
お
よ
そ
千
五
、
六
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

―
約
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
あ
る
。
両
人
が
耳
に
す
る
う
ず
ま
き
の

音
は
、the m

oaning of a vast herd of buffaloes upon an A
m

erican prairie
（
ア
メ
リ
カ
の
大
草
原
に
い
る
野
牛
の
大
群
の
う
な
り
声
）。
目
撃
し
た
う
ず
ま
き
の
大
き

さ
は
、
な
ん
と m

ore than half a m
ile in diam

eter

（
直
径
が
半
マ
イ
ル
［
約
八
〇
〇
メ
ー
タ
ー
］
以
上
も
あ
る
円
）。
そ
の
大
う
ず
の
す
ざ
ま
し
い
声
は
、
山
を
す
そ

か
ら
ふ
る
わ
せ
、and the rock rocked

（
岩
を
も
ゆ
れ
う
ご
か
し
た
）。

声オ
ノ
マ
ト
ロ
ジ
ー

喩
法
の
例
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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つ
ぎ
に
直
喩
法
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

At the same moment the roaring noise of 

the water was completely drowned in a kind 

of shrill-shriek ― such a sound as you might 

imagine ……

the surf which reared high up against it its 

white and ghostly crest, howling and 

shrieking for ever.

What seamen term the chopping character 

of the ocean beneath us ……

注
・
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

そ
の
大お
ほ
な
み濤

の
白
く
悽み
ご

い
潮し
ほ

頭
が
し
ら

は
永と
こ
し
へ久

に
絶ぜ
つ

叫き
う

怒ど

號が
う

し
て
ゐ
る
。

 

注
・
岡
田
実
麿
訳
「
渦
巻
」
よ
り
。

 

以
下
の
引
用
訳
も
お
な
じ
。　

注
・
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

そ
れ
と
一
緒
に
、
吠
え
る
や
う
な
水み
ず

の
音お
と

が
一
種

甲か
ん

走ば
し

っ
た
叫
さ
け
び

聲こ
え

で
打
ち
消
さ
れ
た
…
…

shrill-shriek は、甲高い、

悲鳴の意。ここでは類

似の音韻をくり返して

いる。sh……, sh……と

頭に韻をふませている。

今い
ま

迄ま
で

は
水
夫
達
の
「
波な
み

立た

つ
海う
み

」
と
云い

ふ
状あ
り
さ
ま態
で
あ
っ
た
。

眼め

の
下し
た

の
海う
み

が
…
…

注・chopping は「三角波の

立 つ 」 意。chopping sea は

「逆浪」。
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horridly black and It took less than a single day to 

change these hairs from a jetty black 

to white,

Whose waters wore so inky a hue 

as to ……

私
は
た
ゞ
の
一
日に
ち

も
か
ゝ
ら
ん
で

真ま
つ

黒く
ろ

な
髪か
み

を
真ま
つ

白し
ろ

に
さ
れ
…
…

恐
ろ
し
く
黒
い
、
…
…

太
洋
の
水
は
イ
ン
キ
の
や
う
に
真

黒
で
あ
る
。

precipice of black shining rock

黒く
ろ

光
び
か
り

し
た
巌い
は

の
…
…

its white and ghastly crest

そ
の
大お
ほ

濤な
み

の
白
く
悽す
ご

い
潮し
お

頭
が
し
ら

は

…
…

jet-black wall of waters

真ま
つ

黒く
ろ

な
水み
ず

の
壁か
べ
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誇
張
表
現
の
う
ち
、
ポ
ー
は
こ
の
物
語
に
お
い
て
、
斜イ
タ
リ
ッ
ク

字
体

―
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
さ
か
ん
に
使
用
し
、
ま
た up 

や round 

の
副
詞
が
、
動
詞
と
密
接
に
結
合
し
た

‘
動
詞
副
詞
結
合
’
に
お
い
て
副
詞
を
く
り
返
し
用
い
、
文
体
的
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

Around in every direction it was still as 

black as pitch, but……

My hair which had been raven-black the 

day before, was as white as you see it now.

那ど
つ
ち方

を
見
て
も
ま
だ
真ま
つ

闇く
ら

で
し
た

の
が
、
…
…

昨き
の
ふ日
ま
で
烏
か
ら
す
の
や
う
に
真
黒
だ
つ

た
髪か

毛み

が
こ
の
通
り
真ま
つ

白し
ろ

に
な
つ
て

居を

つ
た
の
で
す
も
の
な
。

Presently he shook his head, looking as 

pale as death, and……

と
す
ぐ
兄あ
に

は
死し

人び
と

の
や
う
な
、
蒼あ
お

白し
ろ

い
顔
を
し
て
、
頭
を
振
つ
て
…
…

,and bore us with it as it rose -up-

up- as if into the sky.

殆ま
る

で
天そ
ら

へ
届
く
く
ら
い
、
上
へ
〳
〵
と
波な
み

を
連つ

れ
て

船
を
押お

し
上あ

げ
る
、
…
…

How often we made the circuit of 

the belt it is impossible to say. We 

careered round and round for perhaps 

an hour.

何
遍
そ
の
帯
を
ぐ
る
〴
〵
廻
り
し
て
ゐ
ま
し
た
ら
う

か
、
若も

し
か
す
る
と
一
時
間
も
走
り
廻
っ
て
ゐ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。



066（43）

考証　ポーの「うずまき」

ポ
ー
は
表
現
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
る
。
音
の
ほ
か
、
光
や
闇

―
風
物
（
崖
、
空
、
雲
、
海
）
を
描
く
と
き
、
色
彩
を
か
な
り
意
識
し
、
そ

れ
を
意
図
的
に
使
用
し
て
い
る
。
が
、
話
を
誇
張
し
、
お
も
し
ろ
く
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
ポ
ー
の
演
出
法
で
も
あ
っ
た
。「
う
ず
ま
き
」
に
出
て
く
る
色
彩

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
か
れ
が
象
徴
と
し
て
使
っ
た
色
彩
の
例
を
、
物
語
の
中
か
ら
ひ
ろ
う
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

暖だ
ん

色
し
ょ
く

（
ふ
つ
う
赤
、
黄
、
か
っ
色
な
ど
、
暖
か
い
感
じ
を
与
え
る
色
を
い
う
）。
作
中
に
は
暖
色
は
す
く
な
く
、
わ
ず
か
に
つ
ぎ
の
二
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

copper-colored cloud
　（
赤
褐
色
）

the rainbow
 disappeared

　（
虹
［
に
じ
］）

寒か
ん

色
し
ょ
く

（
青
、
白
、
黒
、
灰
色
、
鉛
色
な
ど
、
寒
い
感
じ
を
あ
た
え
る
色
）

岩
崖
　
　black shining rock

　
　
（
黒
び
か
り
す
る
岩
）

　
〃
　
　dark rocks

　
　
　
　
　
　（
黒
っ
ぽ
い
岩
）

海
　
　
　jet-black w

all of w
ater

　（
ま
っ
黒
な
水
の
壁
）

空
模
様
　it becam

e suddenly so dark that w
e could not see each other

　（
突
然
、
暗
や
み
に
な
り
…
…
）

　
〃
　
　as black as pitch

　
　
　
（
ま
っ
暗
ら
な
）�
直
喩
表
現
�

海
　
　
　deep bright blue

　
　
　
　（
濃
い
鮮
明
な
青
）

〃
　
　
　as pale as death

　
　
　
　（
ま
っ
青
）�
直
喩
表
現
�

〃
　
　
　the black w

alls

　
　
　
　
（
黒
い
壁
）

〃
　
　
　ebony

　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
た
ん
）

容
姿
　
　raven-black

　
　
　
　
　
（
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
黒
い
、
漆
黒
）�
直
喩
表
現
�

　
〃
　
　as w

hite as you see it

　
（
ご
ら
ん
の
通
り
ま
っ
白
）�
直
喩
表
現
�

「
う
ず
ま
き
」
に
お
い
て
、
ポ
ー
は
「
黒
」
を
好
ん
で
用
い
た
。
黒
色
は
古
今
東
西
を
と
わ
ず
、
恐
怖
―
不
吉
―
絶
望
―
死
な
ど
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
れ
が
海
の
色
、
こ
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と
に
う
ず
ま
き
の
色
の
形
容
に
用
い
ら
れ
る
と
、
い
っ
そ
う
不
気
味
さ
が
ま
し
、
読
者
の
恐
怖
を
あ
お
る
。
お
な
じ
黒
で
も

―
う
る
し
の
よ
う
な
黒

―
カ
ラ
ス
の
よ
う

な
黒

―
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
が
、「
う
ず
し
お
」
の
主
人
公
の
髪
の
色
は
、「
カ
ラ
ス
の
ぬ
れ
ば
い
ろ
」
で
あ
っ
た
。

五　

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
「
う
ず
ま
き
」
の
翻
訳
小
史

わ
が
国
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
「
う
ず
ま
き
」
を
訳
し
た
の
は
だ
れ
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
森
鷗
外
で
あ
っ
た
。
明
治
も
す
え
の

―
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

八
月
、『
文
芸
倶
楽
部
』（
第
16
巻
第
11
号
）
は
、
さ
し
絵
を
二
枚
そ
え
て
「
う
づ
し
ほ
」
を
掲
載
し
た
。

う
づ
し
ほ
　（
古
洞
画
）

　
　
　
　
　
エ
ド
ガ
ア
・
ア
ル
ラ
ン
・
ポ
オ
作

　
　
　
　
　
鷗
外
口
訳

が
そ
れ
で
あ
る
。
鷗
外
訳
は
、
直
接
ポ
ー
の
原
文
か
ら
訳
し
た
も
の
で
な
く
、
独
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

か
れ
が
「
う
ず
ま
き
」
を
訳
す
と
き
用
い
た
底
本
は
、
ヘ
ッ
ダ
と
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
メ
ー
ラ
ー=

ブ
ル
ッ
ク
共
編
の
『
ポ
ー
作
品
集
』（H

edda und A
rthur M

oeller-

B
ruck: E

. A
. P

oe W
erk, M

inden I. W
. J. C

. C
. B

runs

’ Verlag, 1904

）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
グ
ラ
ム
版
『
ポ
ー
作
品
集
』
四
巻
を
も
と
に
独
訳

し
た
も
の
で
、
十
巻
本
と
し
て
い
る
。「
う
ず
ま
き
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
七
巻
で
あ
る
。

鷗
外
は
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
後
、
こ
の
独
訳
を
丸
善
の
古
書
の
カ
タ
ロ
グ
を
み
て
取
り
よ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
生
前
ポ
ー
の
短
篇
を
三
つ
ド
イ
ツ
語
訳
か
ら
訳
し

て
い
る
。「

う
づ
し
ほ
」（
独
訳
の
タ
イ
ト
ル Im

 Strudel des M
alström

s, 

原
題 A

 D
escent into the M

aelström
, 1841

）

「
十
三
時
」（
独
訳
の
タ
イ
ト
ル D

er T
eufel in G

lockenstuhl, 

原
題 T

he D
evil in the B

elfry, 1839
）

「
病
院
横
町
の
殺
人
犯
」（
独
訳
の
タ
イ
ト
ル D

er M
ord in der Spitalgasse, 

原
題 T

he M
urders in the R

ue M
orgue, 1841

）
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「
う
づ
し
ほ
」
は
依
頼
原
稿
で
あ
っ
た
も
の
か
、『
文
芸
倶
楽
部
』
に
の
る
二
ヵ
月
ほ
ど
ま
え
に
翻
訳
を
お
え
て
い
る
。「
鈴
木
本
次
郎
筆ふ
で

受う
け

に
来き

ぬ
。
渦う
ず

潮し
ほ

の
訳や
く

成な

り

ぬ
」（
明
治
43
・
６
・
23
付
の
日
記
よ
り
）。

鷗
外
訳
を
原
文
と
つ
き
く
ら
べ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
よ
い
点
や
わ
る
い
点
が
、
い
ろ
い
ろ
目
に
つ
く
。
大
観
す
る
と
、
か
れ
は
逐
語
訳
し
て
い
な
い
。
一
言
半
句
の
厳

密
な
せ
ん
さ
く
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
の
び
の
び
と
自
由
に
訳
し
て
い
る
。
原
文
に
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
を
加
え
た
り
、
動
詞
を
訳
さ
な
か
っ
た
り
、
名
詞
の
意
味
を
と

り
ち
が
え
た
り
、
と
き
に
ポ
ー
が
顔
ま
け
す
る
よ
う
な
大
胆
な
訳
を
や
っ
て
の
け
る
。

た
と
え
ば
《fünfzehn 

― oder sechzehnhundert

》
は
「
一
五
〇
〇
な
い
し
は
一
六
〇
〇
（
フ
ィ
ー
ト
）」
の
意
で
あ
る
が
、
鷗
外
は
こ
れ
を
「
一
万
五
千
呎
し
や
く

乃な
い

至し

一

万
六
千
呎
（
呎
は
フ
ィ
ー
ト
の
意
）」
と
訳
し
た
。
か
れ
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
基
数
詞
を
よ
み
ち
が
え
た
の
か
。
そ
れ
と
も
読
者
を
意
識
し
て
、
わ
ざ
と
誇
大
的
に
訳
し
た

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
訳
文
と
原
文
と
を
つ
き
比
べ
な
が
ら
読
む
と
き
、
す
ぐ
気
づ
く
こ
と
は
、
鷗
外
訳
は
字
句
に
こ
だ
わ
っ
た
逐
字
訳
で
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
自
由
訳
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

鷗
外
の
翻
訳
の
欠
点
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
、
ま
た
書
か
れ
も
し
た
が
、
本
人
は
い
っ
こ
う
に
痛つ

う

痒よ
う

（
い
た
み
、
か
ゆ
み
）
を
感
じ
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
開

き
直
っ
て
い
る
。
小
説
や
脚
本
は
、
博
言
学
（
言
語
学
）
的
な
研
究
と
は
ち
が
う
、
と
い
う
。
一
字
〳
〵
訳
し
て
（
逐
語
訳
し
て
）、
そ
れ
で
す
べ
て
お
わ
る
も
の
で
は
な

い
。
加
筆
し
た
語
を
原
文
に
な
い
と
い
っ
て
非
難
し
た
り
、
原
文
に
あ
る
語
を
省
略
し
た
と
い
っ
て
責
め
ら
れ
て
も
、
こ
っ
ち
は
い
た
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
（「
翻
訳
に
就つ

い
て
」
の
意
訳
）
と
い
う
。
じ
つ
に
見
あ
げ
た
勇
気
で
あ
る
。

鷗
外
の
「
う
づ
し
ほ
」
が
、「
う
ず
ま
き
」
の
翻
訳
第
一
号
と
す
れ
ば
、
第
二
号
は
、

原
語
（
英
語
）
か
ら
訳
し
た
、

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
作

岡
田
実
麿
訳
　
　
　
　
　
　
　

渦
巻

で
あ
る
。
こ
れ
は
北
文
館
の
世
界
短
篇
傑
作
叢
書
の
第
一
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
甲

虫
・
渦
巻
・
没
落
』（
大
正
２
・
５
）
ち
ゅ
う
の
一
篇
で
あ
る
。
訳
者
の
岡
田
実じ

つ

麿ま
ろ

（
一

本邦初の「うずまき」の翻訳。鴎外がド
イツ訳から訳したもの。
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八
七
八
～
？
）
は
、
当
時
一
高
の
英
語
教
授
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
に
一
高
に
奉
職
し
、
大
正
十
二
年
に
退
職
し
た
（『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』）。
岡
田
は
広
島
県
甲こ
う

奴ぬ

郡
上じ
ょ

下げ

町
ち
ょ
う

の
金
穀
貸
附
業
の
家
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
同
志
社
、
慶
応
義
塾
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ベ
リ
ン
大
学
に
ま
な
び
、
学
士
号
を
取
得
し
（
一
九
〇
二
・
六
）
帰
国
し

た
。そ

の
後
、
神
戸
高
商
教
授
を
へ
て
一
高
教
授
と
な
り
（
明
治
40
・
９
）、
の
ち
依
願
退
職
し
、
明
大
予
科
の
教
授
と
な
っ
た
（
大
正
13
・
４
）。
名
前
か
ら
し
て
公
家
の
よ

う
で
あ
る
が
、
平
民
で
あ
っ
た
。
名
は
体た

い

を
表
す
よ
う
に
、
本
人
は
美
せ
ん
を
た
く
わ
え
、
色
白
の
麿0

ま
ろ

然0
ぜ
ん

と
し
た

0

0

0

美
男
子
で
あ
っ
た
。
細
君
は
ア
メ
リ
カ
人
（
？
）、
さ
す

が
本
場
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
う
け
た
だ
け
あ
っ
て
発
音
は
よ
く
、
訳
も
堂
々
と
し
て
い
た
。
が
、
皮
肉
屋
で
あ
り
、
意
地
の
わ
る
さ
は
一
高
随
一
で
あ
り
、
あ
ま
り
人
望
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
（「
何
れ
も
偉
い
先
生
ば
か
り
」『
向
陵
生
活
』
所
収
、
大
正
４
）。

訳
者
に
よ
る
と
、「
渦
巻
」
は
そ
の
科
学
的
想
像
の
巧こ

う

緻ち

（
き
め
こ
ま
か
く
上
手
に
で
き
て
い
る
）
を
き
わ
め
、
現
実
的
効
果
に
お
い
て
、
そ
の
奇
怪
な
る
空
想
を
現
実

の
ご
と
く
戦
慄
さ
せ
る
、
と
い
う
（「
序
言
」）。
要
す
る
に
「
渦
巻
」
は
、
ポ
ー
の
擬
科
学
的
な
物
語
の
一
典
型
で
あ
り
、
訳
出
に
あ
た
り
、
原
作
の
構
文
、
精
神
を
忠
実

に
移
そ
う
と
し
た
が
、
ご
つ
ご
つ
し
た
訳
文
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
原
典
の
妙

み
ょ
う

趣し
ゅ

（
す
ぐ
れ
た
お
も
む
き
）
だ
け
は
写
し
え
た
と
自
負
し
て
い
る
。

岡
田
訳
は
、
口
語
体
で
訳
さ
れ
て
い
て
、
け
っ
し
て
読
み
ず
ら
い
文
章
で
は
な
い
が
、
こ
ん
に
ち
か
ら
見
れ
ば
、
古
風
な
漢
語
が
た
く
さ
ん
用
い
ら
れ
て
い
て
、
多
少
抵

抗
が
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
岡
田
訳
は
語
学
的
に
正
確
の
よ
う
だ
が
、
固
有
名
詞
（
島
）
の
よ
み
方
に
だ
い
ぶ
訂
正
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、

つ
ぎ
の
語
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
？
）
は
、
ど
う
発
音
し
、
ど
の
よ
う
に
表
記
す
べ
き
か
。

ポーの「うずまき」をおさめた『か
ぶと虫』（大正２）
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V

ヴ

ゥ

ー

urrgh

　

―
▼

ベ
ー
ル
島じ
ま

H

ホ
エ
イ
ホ
ル
ム

oeyholm

　

―
▼

ホ
ッ
ト
ホ
ル
ム

K
キ
ー
ル
ド
ホ
ル
ム

ieldholm

　

―
▼

カ
イ
ル
ド
ヘ
ル
ム

M

モ

ス

コ

エ

oskoe
　

―
▼

モ
ス
ケ
島じ
ま

O

オ
テ
ル
ホ
ル
ム

tterholm
　

―
▼

オ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ム

S

ス
カ
ル
ホ
ル
ム

karholm

　

―
▼

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・
岡
田
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
岡
田
訳
「
渦
巻
」
は
、
あ
る
い
み
で
原
文
か
ら
訳
し
た
第
一
号
と
も
い
え
る
。

大
正
時
代
に
は
も
う
一
つ
、「
う
ず
ま
き
」
の
翻
訳
が
あ
る
。

鳴な
る
と門

の
底そ
こ

　
　
　
乗
っ
て
い
る
漁
船
と
共
に
大
渦
の
底
に
吸
い
こ
ま
れ
る
話

と
、
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
博
文
館
の
探
偵
傑
作
叢
書
の
第
29
篇
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

ア
ラ
ン
・
ポ
オ
著

吉
田
両
耳
訳

　
怪
奇

探
偵
　
黄
金
蟲

ち
ゅ
う
の
一
篇
で
あ
る
（
大
正
14
・
１
）。

吉 田 両 耳 訳『怪奇
小説　黄金虫』の表紙
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吉
田
訳
は
全
文
総
ル
ビ
つ
き
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

文
中
の
「
…
…
に
劣
ら
な
い
元
気
」
だ
け
は
、
や
ゝ
難
点
が
あ
り
、
こ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
、「
や
す
〳
〵
」
と
訳
す
べ
き
箇
所
で
あ
ろ
う
。「
う
ず
ま
き
」
の
原
題
を
思

い
き
っ
て
“
鳴
門
の
底
”
と
訳
し
た
の
は
斬
新
で
あ
り
、
読
者
の
意
表
を
つ
く
。

谷
崎
精
二
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
一
、
大
正
・
昭
和
期
の
小
説
家
・
英
文
学
者
。
谷
崎
潤
一
郎
の
弟
。
大
正
二
年
、
早
大
文
学
部
英
文
学
科
卒
。
早
大
教
授
。『
ポ
オ
小

説
全
集
』
の
訳
業
が
あ
る
）
が
、
ポ
ー
の
短
篇
を
訳
し
て
上
梓
し
た
の
は
大
正
二
年
の
七
月
だ
っ
た
と
い
う
。
ポ
ー
の
作
品
（
詩
、
短
篇
）
は
早
く
か
ら
わ
が
国
に
紹
介
さ

れ
て
い
た
が
、
貧
弱
な
が
ら
か
れ
の
作
品
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
訳
者
と
し
て
、
も
っ
と
も
早
い
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
谷
崎
は
、Funk &

 W
agnalls 

社
刊
の T

he W
orks of E

. A
. P

oe

（
一
九
〇
四
）
十
巻
本
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
の
作
品
を
あ
ら
か
た
訳
す
の
で
あ
る
が
、
と
き

に
既
刊
の
訳
書
を
買
い
も
と
め
て
読
ん
で
み
る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
中
に
は
か
な
り
無
責
任
な
翻
訳
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
か
れ
が
見
た
範
囲
で
は
「
吉
田
両
耳

氏
の
訳
本
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
正
確
で
、
忠
実
で
、
よ
い
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
（「
解
説
　
ポ
オ
に
就
い
て
」『
ポ
オ
傑
作
集
』
所
収
、
大
泉
書
店
、
昭
和
22
・
10
）。

吉
田
訳
で
は
、
ポ
ー
が
い
う M

aelström
 

は
、
す
べ
て
「
鳴な
る
と門

の
大お
お

渦
う
づ
ま
き

」
と
な
っ
て
い
る
。
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吉
田
訳
は
、
谷
崎
が
い
う
よ
う
に
、
お
お
む
ね
正
確
に
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
吉
田
両
耳
訳
『
怪
奇

探
偵
　
黄
金
蟲
』
は
よ
く
売
れ
、
昭
和
二
年
七
月
五
版
を
刊
行
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

訳
者
の
吉
田
良
り
ょ
う

次じ

（
一
八
八
三
～
一
九
六
八
、
両
耳
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
は
、
秋
田
県
平
鹿
郡
平
鹿
町
の
ひ
と
。
東
京
帝
大
の
英
文
科
を
出
た

の
ち
、
水
戸
高
校
の
英
語
教
授
と
な
り
、
終
戦
の
年
に
退
職
し
た
。
の
ち
静
岡
大
、
日
大
で
英
語
を
お
し
え
た
。
俳
句
や
中
国
学
を
好
ん
だ
。

明
治
・
大
正
期
の
「
う
ず
ま
き
」
の
翻
訳
は
、
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
昭
和
期
に
入
る
と
、
昭
和
六
年
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
、
佐
々
木
直
次
郎
訳
『
エ
ド
ガ
ァ
・
ア
ラ

ン
・
ポ
オ
小
説
全
集
　
全
五
巻
』（
第
一
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
第
一
巻
（
昭
和
６
）
に
「
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
旋
渦
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ポ
ー
小
説
全
集
は
、
箱
入
り
の
本
で
あ
り
、
背
中
が
皮
装
の
な
か
な
か
凝こ

っ
た
つ
く
り
で
あ
る
。
美
本
で
あ
る
。
い
っ
た
い
に
第
一
書
房
の
本
は
、
つ
く
り
が
よ
か
っ
た
。
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数
年
後
（
昭
和
９
・
６
）、
岩
波
書
店
か
ら
、『
黒
猫
　
他
六
篇
』（
文
庫
本
）
が
、
森
村
　
豊
ゆ
た
か

、
沢
村
卓た
く

爾じ

の
共
訳
で
出
さ
れ
、
こ
の
な
か
に
「
渦
巻
」
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。

江
戸
川
乱
歩
（
一
八
九
四
～
一
九
六
五
、
大
正
・
昭
和
期
の
探
偵
小
説
家
。
本
名
・
平
井
太
郎
。
早
大
政
経
学
部
卒
。
は
じ
め
ポ
ー
を
も
じ
っ
て
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
「
江

戸
川
藍ら

ん

歩ぽ

」
と
し
た
が
、
の
ち
に
「
江
戸
川
乱
歩
」
に
改
め
た
）
も
ま
た
、
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
を
訳
し
、
そ
れ
を
「
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
と
題
し
発
表
し
た
。
そ
れ
は

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
　
13
巻
』
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
た
（
昭
和
７
）。
乱
歩
に
と
っ
て
「
う
ず
ま
き
」
は
、「
ポ
ー
の
推
理
癖
を
証
す
る
作
品
」
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
る
と

科
学
小
説
で
あ
っ
た
（「
解
説
」
よ
り
『
世
界
推
理
小
説
大
系
第
一
巻
　
ポ
ー
』
所
収
、
東
都
書
房
、
昭
和
39
・
４
）。

乱
歩
訳
は
、
独
特
の
趣
き
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
け
っ
し
て
ま
ず
い
訳
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
冒
頭
の
一
節
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
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考証　ポーの「うずまき」

昭
和
十
四
年
、
谷
崎
精
二
訳
「
メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
渦う
ず

」
が
、
新
潮
文
庫
『
黒
猫
』
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
、
二
年
後
の
同
十
六
年
、『
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
小
説
全
集
　
第

３
巻
』（
春
陽
堂
）
に
、
再
録
さ
れ
た
。

終
戦
後
は
、
各
出
版
物
が
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
街
な
か
に
あ
ふ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、「
う
ず
ま
き
」
も
そ
う
い
っ
た
潮
流
に
の
っ
た
読
物
で
あ
っ
た
。
一
般
大
衆
む

き
に
、
な
か
に
は
児
童
書
の
よ
う
に
、
や
さ
し
く
訳
し
た
も
の
が
巷

ち
ま
た

に
す
が
た
を
み
せ
た
。
以
下
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
同
四
十
年
代
ま
で
の
約
二
十
年
間
の
お
も
な
訳
業

を
一
覧
表
に
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

大お
お

渦う
ず

の
底そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
大
教
授
　
谷
崎
精
二
　
　
　
　
新
選
世
界
文
学
集
『
ポ
オ
傑
作
集
』
大
泉
書
店
、
昭
和
22
・
10
。

メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
渦う
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
崎
精
二
　
　
　
　『
ポ
オ
小
説
全
集
　
３
巻
』
の
う
ち
。
春
陽
堂
、
昭
和
23
・
？
。

メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
旋か

渦せ
ん

　
　
　
日
大
講
師
　
佐
々
木
直
次
郎
　
　
ア
メ
リ
カ
古
典
文
学
叢
書
　
Ⅱ
　『
Ｅ
・
Ａ
・
ポ
オ
　
偸
ま
れ
た
手
紙
』
の
う
ち
。
共
和
出
版
社
、
昭
和
23
・
９
。

う
ず
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
仁
平
　
　
　
　
科
学
大
冒
険
読
物
『
月
え
昇
っ
た
男
』
の
う
ち
。
新
光
社
、
昭
和
23
・
８
。

う
づ
し
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
鷗
外
　
　
　
　『
ポ
オ
　
病
院
横
町
の
殺
人
犯
』
の
う
ち
。
角
川
書
店
、
昭
和
24
・
１
。

渦
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
大
教
授
　
田
中
　
準
　
　
　
　
英
米
文
学
名
著
叢
書
第
11
篇
『
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
　
渦
巻
』
広
文
堂
、
昭
和
24
・
５
。

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
準
　
　
　
　
英
米
文
学
名
著
叢
書
第
３
篇
『
ポ
ー
短
篇
集
　
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
』
の
う
ち
。
広
文
堂
、
昭
和
25
・
９
。

メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ウ
ム
の
旋
渦
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
直
次
郎
　
　
新
潮
文
庫
『
黒
猫
・
黄
金
虫
』
の
う
ち
。
昭
和
26
・
８
。

メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
川
乱
歩
　
　
　
世
界
推
理
小
説
大
系
第
１
巻
『
ポ
ー
』
の
う
ち
。
東
都
書
房
、
昭
和
39
・
４
。

メ
エ
ル
シ
ュ
ト
レ
エ
ム
に
呑
ま
れ
て
　
　
　
小
川
和
夫
　
　
　
　
世
界
文
学
全
集
　
18
『
ア
シ
ャ
ー
館
の
崩
壊
　
黒
猫
　
他
』
の
う
ち
。
集
英
社
、
昭
和
45
・
７
。
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ど
の
訳
業
も
長
短
あ
い
お
ぎ
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
語
と
し
て
み
た
ば
あ
い
、
さ
し
絵
入
り
の
八
木
仁
平
訳
が
い
ち
ば
ん
こ
な
れ
て
お
り
、
読
み
や
す
く
、
学
童
が

よ
ん
で
も
よ
く
わ
か
る
。
筆
者
は
む
か
し
同
書
を
谷
崎
精
二
氏
の
ご
子
息
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。
な
が
く
愛
蔵
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
の
一
節
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。 ポーの「うずまき」の本邦初の単行

本（昭和24）

「うずまき」を収録した八木仁平訳
『月え昇つた男』（昭和23）

八木仁平訳「うずまき」の冒頭
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考証　ポーの「うずまき」

あ
と
が
き

い
つ
の
日
に
か
、
文
章
に
ま
と
め
、
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
し
か
し
、
志
し
と
は
う
ら
は
ら
に
手
元
に
文
献
資
料
が
な
い
た
め
（
す
べ
て
処
分

し
た
た
め
）、
ま
っ
た
く
お
手
あ
げ
の
状
態
が
な
が
く
つ
づ
い
た
。
が
、
司
書
の
協
力
を
え
て
、
参
照
す
べ
き
材
料
が
す
こ
し
ず
つ
あ
つ
ま
り
、
研
究
に
着
手
で
き
た
。
論

文
に
し
て
発
表
す
る
と
世
界
の
だ
れ
の
目
に
ふ
れ
る
か
わ
か
ら
ず
、
い
い
か
げ
ん
な
も
の
を
書
く
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。

そ
う
お
も
う
と
、
筆
さ
き
も
に
ぶ
る
が
、
あ
え
て
そ
の
た
め
ら
い
を
払
し
ょ
く
克
服
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
わ
が
国
の
英
学
徒
の
論
文
な
ど
は
知
れ
た
も
の
で
、

と
て
も
英
米
本
国
の
研
究
者
の
批
判
に
た
え
ら
れ
ぬ
も
の
が
大
半
で
あ
ろ
う
。
が
、
日
本
人
し
か
書
け
な
い
部
分

―
日
本
人
の
独
自
性
が
多
少
行
間
に
現
れ
て
お
れ
ば
、

海
の
む
こ
う
の
大
家
と
い
え
ど
も
脱
帽
せ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

先
に
う
ず
ま
き
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
す
こ
し
ふ
れ
た
が
、
も
う
す
こ
し
ふ
え
ん
し
て
み
た
い
。
潮

ち
ょ
う

汐せ
き

（
海
中
の
干
満
）

―
別
名
・
潮し
お

（
海
面
の
の
ぼ
り
、

く
だ
り
）
と
か
、
潮
流
や
海
流
を
研
究
す
る
科
学
の
こ
と
を
、
海
洋
学
（oceanography 

と
か oceanology

）
と
い
う
ら
し
い
。
そ
の
内
の
一
分
科

―
こ
と
に
潮
汐
を

研
究
す
る
学
問
の
こ
と
を
潮
汐
学
（tidology
）
と
い
う
（
小
倉
伸
吉
『
潮
汐
』
岩
波
書
店
、
昭
和
９
・
11
）。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
西
岸
沖
に
発
生
す
る
う
ず
ま
き
は
、
じ
っ
さ
い
は
そ
ん
な
に
巨
大
な
も
の
で
な
い
よ
う
だ
。
わ
が
国
の
鳴
門
の
う
ず
は
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
か
ど
う
か
、

な
ん
と
も
い
え
な
い
。
が
、
つ
ぎ
に
わ
が
国
の
文
芸
作
品
に
現
わ
れ
た
‘
う
ず
ま
き
’
に
つ
い
て
語
っ
て
み
た
い
。

六　

日
本
の
古
詩
（
和
歌
）　

俳
句　

随
筆
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
た
「
鳴
門
の
う
ず
ま
き
」

い
ま
の
呼
称
‘
鳴な

る
と門

’
は
、
古
く
は
「
粟あ
わ
の
と門

」
と
い
い
、「
速は
や

吸す
い

名な

門と

」（
潮
流
が
は
や
く
吸
い
込

ま
れ
て
ゆ
く
海
峡
の
意
）
と
『
日
本
書
紀

―
神
代
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

伊い

弉ざ

諾
な
き
の

尊
み
こ
と

（
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
国
土
を
つ
く
っ
た
男
神
）
は
、
亡
く
な
っ
た
妻
・
伊い

弉ざ

冉
な
み
の

尊
み
こ
と

（
女
神
）
に
会
い
た
い
と
お
も
い
、
死
体
保
管
所
や
黄よ

泉み

の
国
で

再
会
す
る
が
、
そ
の
身
は
け
が
れ
た
の
で
、
粟あ

は
の
く
に國

（
阿
波
の
国

―
古
事
記
）
に
出
か
け
、
鳴
門
の
う
ず
し
お
を
見
て
、
身
を
き
よ
め
よ
う
と
思
っ
た
。

故か
れ

、
其
の
穢け
が
れ悪
を
濯す
す

ぎ
除は
ら

は
む
と
欲
お
も
ほ
し
、
乃
す
な
は
ち
往ゆ

き
て
粟あ
は
の
と門
と
速は
や

吸す
ひ

名な

門と

と
を

見
み
そ
こ
な
は

す
。
然し
か

る
に
此こ
の

二
ふ
た
つ

門の
と

（
こ
の
二
つ
の
海
峡
の
意
）、
潮し
ほ

既す
で

に
太
は
な
は
だ
急と

し
（
潮
が
ひ
じ
ょ
う

に
速
い
意
）。

 

注
・
原
文
は
漢
文
。「
編新

　
日
本
古
典
文
学
全
集
　
２
　
」『
日
本
書
紀
　
①
〈
全
三
冊
中
〉』
小
学
館
、
平
成
27
・
８
を
参
照
し
た
。
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「
阿あ

波わ

志し

　
三
　
板
野
郡
　
山
川
」
に
『
日
本
書
紀
』
の
こ
の
字
句
が
ひ
か
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
‘
鳴な
る
と戸
’
と
か
‘
鳴な
る
と渡
’
と
も
か
い
た
。
こ
れ
ら
の
話
は
、
い
ず
れ
も

潮
の
干
満
の
と
き
、
潮
流
が
は
げ
し
く
流
れ
、
う
ず
を
巻
い
た
と
き
出
る
音
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鳴
門
（
市
）
は
、
徳
島
県
北
東
部
に
あ
る
町
で
あ
る
。
平
安
時
代
は
、‘
撫む

養や
の

庄
し
よ
う

’‘
牟む

夜や

戸と

’‘
牟む

夜や

’
と
も
い
っ
た
ら
し
い
。『
万
葉
集
』
な
ど
、
古
歌
に
も
た
び
た

び
詠
ま
れ
た
。
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

の
「
土
佐
日
記
」（
承
平
五
年
（
九
三
五
）
一
月
三
十
日
）
に
、

夜
な
か
ば
か
り
に
　
舟
を
い
だ
し
て
　
阿
波
の
み
と
（
水
門

―
海
峡
）
を
わ
た
る
…
…

と
書
か
れ
て
い
る
。
う
ず
ま
き
が
発
生
す
る
の
は
、
鳴
門
海
峡
（
四
国

―
淡あ
わ

路じ

島
の
あ
い
だ
に
位
置
）
で
あ
る
。
こ
の
海
峡
の
幅は
ば

は
約
一
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
徳
島
県
大お
お

毛げ

島
の
孫ま
ご

崎さ
き

―
淡
路
島
南
西
端
の
門と

崎ざ
き

と
の
あ
い
だ
を
い
う
。
門
崎
の
西
方
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
中
瀬
と
よ
ば
れ
る
浅
い
岩
礁
が
あ
る
。
そ
の
東
方
を
‘
小こ

落お
と

し
’、
西

方
を
‘
大
落
し
’
と
い
う
。
最
深
部
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
。
う
ず
ま
き
が
生
じ
る
の
は
、
幅
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
‘
大お

お

落お

と
し
’
の
部
分
と
い
う
。

鳴
門
海
峡
の
潮
の
流
れ
が
急
な
の
は
、
播は

り

磨ま

灘な
だ

（
内
海
側
）
と
紀
伊
水
道
（
外
洋
側
）
の
干
満
に
よ
る
水
面
の
差
が
大
き
い
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
外
洋
の
干
満

時
に
、
播
磨
灘
か
ら
紀
伊
水
道
に
流
れ
る
潮
を
、

　
　
落お

ち

潮し
お

（
順
潮
）

と
い
い
、
満
潮
時
に
そ
の
逆
に
流
れ
る
も
の
を
、

　
　
逆さ

か

潮し
お

と
い
う
。
落
潮
と
逆
潮
は
、
六
時
間
で
交
替
す
る
。

急
な
潮
流
と
‘
大
き
な
う
ず
’
が
み
ら
れ
る
の
は
、
落
潮
の
と
き
と
い
う
。
毎
月
、
大
潮
（
旧
暦
三
月
三
日
ご
ろ
）
の
と
き
、
う
ず
ま
き
は
大
き
く
、
水
位
差
は
約
二
メ

ー
ト
ル
。
潮
の
流
れ
は
、
時
速
一
八
キ
ロ
。
う
ず
は
、
直
径
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
数
個
生
じ
、
南
へ
移
動
し
な
が
ら
数
十
秒
間
つ
づ
く
（
高
木
秀
樹
「
鳴
門
海
峡
」

『
日
本
大
百
科
全
書
　
17
　
』
所
収
、
平
成
６
・
１
）。

鳴
門
の
潮
流
の
呼
称
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
表
現
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
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東
　
　
大お
お

鳴な
る
と門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
毛
島
の
東
端

―
孫
崎
と
海
峡
東
よ
り
の
中
瀬
の
間
。

西
　
　
小こ

鳴な
る
と門

（
撫む

養や
の

瀬せ

戸と

の
別
名
も
あ
る
）
…
…
中
瀬
と
淡
路
島
の
門
崎
（
鳴
門
海
峡
に
突
出
す
る
淡
路
島
南
西
端
の
み
さ
き
）
と
の
間
。

こ
の
二
つ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
鳴
門
…
…
…
…
大
毛
島
の
孫
崎
と
淡
路
島
の
門
崎
と
の
間
（
一
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
）。

小
鳴
門
…
…
…
…
大
毛
島
・
島し
ま

田だ

島し
ま

と
四
国
の
あ
い
だ
（
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。

大
鳴
門
は
潮
流
が
急
で
あ
り
、
約
一
〇
ノ
ッ
ト
の
速
さ
で
流
れ
、
大
小
の
う
ず
ま
き
を
生
む
。
う
ず
ま
き
見
物
の
た
め
の
観か
ん

潮
ち
ょ
う

船
は
、
淡
路
島
南
端
の
福ふ
く

良ら

港
か
ら
で

る
。鳴

門
は
歌
集
（
中
村
憲け

ん

吉き
ち

［
一
八
八
九
～
一
九
三
四
、
大
正
期
の
歌
人
］
の
『
軽
雷
集
』
ち
ゅ
う
の
「
鳴
門
観
瀾
記
」）
や
吉
川
英
治
［
一
八
九
二
～
一
九
六
二
、
昭
和

期
の
小
説
家
］
の
小
説
「
鳴
門
秘
帖
」
の
舞
台
に
な
っ
た
所
で
あ
る
。
鳴
門
の
う
ず
し
ほ
は
、
鳴
門
公
園
（
駅
の
北
東
八
キ
ロ
）
か
ら
眺
望
で
き
る
と
い
う
（『
コ
ン
サ
イ

ス
地
名
辞
典
　
日
本
編
』
三
省
堂
、
八
八
九
頁
）。

わ
が
国
の
古
詩
に
謡
わ
れ
た
潮
の
み
ち
ひ
や
梶か

じ

間ま

（
ろ4

や
か
い
4

4

を
こ
ぐ
、
そ
の
一
こ
ぎ
。
転
じ
て
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
時
間
）、
潮
さ
い
（
潮
が
満
ち
て
く
る
と
き
の
波
の

大
き
な
音
）、
波
と
う
（
大
波
）、
瀬せ

戸と

（
小
さ
な
海
峡
）
な
ど
の
ほ
か
、
う
ず
ま
き
に
関
す
る
も
の
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

明あ
か
し石
の
門と

ゆ
（
海
峡
）
は
　
夕
さ
れ
ば
　
潮し
ほ

を
満
た
し
め
　
明
け
さ
れ
ば
　
潮
を
干か

れ
し
む
　
潮
さ
ゐ
の
　
波
を
恐
か
し
こ
み
　
淡
路
島
…
…
（「
万
葉
集
」
羈き

旅
り
ょ
う

歌
の
う
た

［
旅
の

う
た
］
一
首
并

な
ら
び
に

短
歌
）

（
釈
義
）　 

明あ
か
し石

（
兵
庫
県
南
部

―
神
戸
西
部
）
の
瀬
戸
（
海
峡
）
か
ら
夕
方
に
な
る
と
潮
が
み
ち
、
明
け
方
に
な
る
と
、
潮
が
引
い
て
ゆ
く
。
ひ
き
潮
し
お
の
と
き
お
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そ
ろ
し
い
潮
鳴
り
が
す
る
の
で
、
淡
路
島
に
停
泊
し
、
潮
を
ま
つ
。

室む
ろ

の
浦う
ら

の
　
瀬せ

戸と

の
崎さ
き

（
み
さ
き
）
な
る
　
鳴な
る

島し
ま

の
　
磯い
そ

（
岩
の
多
い
海
岸
）
越こ

す
波な
み

に
　
濡ゆ

れ
に
け
る
か
も

 

万
葉
集

―
三
一
六
四
。

（
釈
義
）　 

室む
ろ

の
浦う
ら

（
兵
庫
県
南
西
部

―
揖い

保ぼ

郡
御み

津つ

町
と
君
島
［
鳴な
る

島し
ま

］
と
の
あ
い
だ
の
海
峡
）
の
海
峡
の
み
さ
き
に
あ
る
鳴な
る

島し
ま

―
そ
の
岩
の
多
い
海
岸
に
打
ち
寄

せ
る
波
に
よ
っ
て
、
体
が
ぬ
れ
て
し
ま
っ
た
。

淡あ
わ

路じ

島し
ま

　
門と

（
海
峡
）
渡
る
船
の
　
梶か
じ

間ま

に
も
　
我わ
れ

は
忘
れ
ず
家い
へ

を
し
そ
思お
も

ふ

 

万
葉
集

―
三
八
九
四

（
釈
義
）　
明あ

か
し石

海
峡
を
わ
た
る
船
が
、
ろ4

を
ひ
と
こ
ぎ
す
る
ほ
ど
の
間
に
も
忘
れ
ら
れ
ぬ
の
は
、
家
の
こ
と
で
あ
る
。

過か

流
り
ゅ
う

と
は
、
急
い
よ
く
流
れ
る
海
流
の
表
面
に
で
き
る
、
ら
せ
ん
状
に
巻
き
込
む
海
水

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
う
ず
ま
き
）
の
こ
と
で
あ
る
。
潮
が
流
れ
る
方
向
、
潮
の
速
さ
が
著
し
く
異

な
る
境
界
、
潮
位
差
の
大
き
い
と
こ
ろ
に
生
じ
や
す
い
と
い
う
（
松
井
健
一
『
水
の
言
葉
辞
典
』
丸
善
、
七
五
頁
）。
そ
の
類
語
と
し
て
は
、
和
語
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

　
　
う
ず
ま
き
（
渦
巻
）
…
…
「
滝た

き

つ
瀬せ

の
渦う
づ

巻ま
き

ご
と
に
、
と
め
来く

れ
ど
…
…
」
後
撰
和
歌
集

―
一
二
三
九
。

 

注
・
作
者
不
明
。

　
　
う
ず
（
渦
）
…
…
…
…
…
「
絞
水
（
う
づ
）
の
淵ふ

ち

あ
り
。
故
（
か
れ
）、
宇
頭
川
と
号
（
な
づ
）
く
」
播
磨
風
土
記

―
揖
保
。

　
　
う
ず
し
お
（
渦
潮
）
…
…
「 

こ
れ
や
こ
の
　
名
に
負お

ふ
鳴
戸
（
な
る
と
）
の
宇
頭
之
保
（
ウ
ヅ
シ
ホ
）
に
　
玉た
ま

藻も

刈か

る
と
ふ
　
海あ
ま
を
と
め

人
娘
子
ど
も
」
万
葉
集

―
三
六
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三
八
。

 

注
・
こ
れ
が
あ
の
有
名
な
鳴
門
の
う
ず
し
お
に
、
海
草
（
わ
か
め
）
を
刈
る
お
と
め
た
ち
な
の
だ
な
の
意
。

ま
た
鳴
門
の
う
ず
し
お
を
詠
ん
だ
和
歌
や
俳
句
に
、

和
歌
　
　
　
冴さ

え
来こ

ぬ
る
（
寒
さ
が
き
び
し
い
）　
冬
の
し
ほ
風
　
北
吹
き
て
　
阿あ

波わ

の
鳴
門
の
音お
と

そ
　
は
け
し
き

 

注
・「
拾
玉
集
」
巻
第
四
　
詠
百
首
和
歌
　
海
。

　
　
　
　
　
わ
た
つ
み
（
海
）
の
　
鳴
門
は
龍た

つ

の
か
ど
＊な
れ
ば
　
う
し
ほ
（
海
の
み
ず
）
も
瀧た
き

と
落お
ち

る
な
り
け
り

 

＊
水
中
に
ひ
ろ
む
竜た
つ

が
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
。

 

注
・
下し
も

河こ
う

辺べ

長
ち
ょ
う

流
り
ゅ
う

（
一
六
二
六
～
八
六
、
江
戸
前
期
の
歌
人
・
古
典
学
者
）

　
　
　
　
　
聞き

き

な
れ
し
　
見み

馴な
れ

し
　
阿あ

波わ

の
鳴
門
な
る
　
波
の
さ
か
ま
く
　
世
に
や
出
な
ん

 

注
・
勝
算
（
一
六
六
四
～
一
七
四
〇
、
江
戸
中
期
の
僧
）

俳
句
　
　
　
世
は
鳴
戸
　
暦

こ
よ
み
は
づ
れ
に
　
渦う
ず

も
な
し

 

注
・
素
堂
（
一
六
四
二
～
一
七
一
六
、
江
戸
前
期
の
俳
人
）

　
　
　
　
　
鳴
門
な
る
　
渦う

ず

に
ま
か
れ
そ
　
浦
ち＊
ど
り

 

＊
ち
ど
り
科
の
小
鳥
。
水
辺
に
群
れ
と
な
っ
て
住
む
。

 

注
・
冰
ひ
よ
う

花か

（
元
禄
ご
ろ
の
俳
人
。
号
は
露
堂
）

鳴
門
の
う
ず
し
お
に
関
す
る
随
筆
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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鳴
　
門
　
　
　
　
　
植
村
政
勝

 

注
・（
一
六
九
五
～
一
七
七
七
、
江
戸
中
期
の
本
草
学
者
）

書
き
手
は
い
う
。
日
本
一
の
海
上
。
大
難
所
は
、
鳴
門
だ
と
。
淡
路
島
か
ら
阿
波
へ
は
、
船
で
三
里
（
十
二
キ
ロ
）
の
行
程
で
あ
る
。
東
南
の
風
が
吹
い
た
と
き
は
船
は

出
な
い
。
西
北
の
風
の
と
き
出
帆
す
る
と
い
う
。「
此
所
（
な
る
と
）
の
潮し

お

差さ
し

引ひ
き

の
時じ

分ぶ
ん

は
　
大
井
川
の
流
な
か
る

る
こ
と
し
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
鳴
　
門
　
　
　
　
　
百も

も

井い

塘と
う

雨う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

生
没
年
不
詳
。
江
戸
中
期
の
ひ
と
。
京
の
巨
商
の
弟
と
い
う
。
安
永
か
ら
天
明
に
か
け
て
諸
国
を
遊
歴
し
、「
笈
き
ゅ
う

埃あ
い

随
筆
」

を
著
わ
し
た
。
文
政
ご
ろ
没
。

海う
み

辺べ

に
七
、
八
軒
の
漁
村
有あ

り
。
潮し
お

時ど
き

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
尋
じ
ゅ
ん

常
じ
ょ
う

の
海か
い

面め
ん

に
し
て
　
漁ぎ
ょ

舟
し
ゅ
う

そ
こ
こ
〳
〵
に
漁
り
ょ
う
す
る
。
か
く
て
潮し
お

満み
つ

べ
き
時と
き

来き
た

れ
ば
、
段だ
ん

々だ
ん

に
浪な
み

騒さ
わ

ぎ
　

水み
ず

沸ふ
き

出い
で

て
、
渺
び
ょ
う

々
び
ょ
う

た
る
（
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
）
南
海
の
潮し
お

、
一い
ち

同ど
う

に
（
み
な
）
は
せ
入い
り

、
俄
に
わ
か
に
水み
ず

渦う
ず

巻ま
き

沸わ
き

返か
え

り
て
、
見み

る
が
中う
ち

に
南な
ん

方ぽ
う

五
六
尺
渦う
ず

高た
か

く
な
り
、
海か
い

底て
い

鳴め
い

動ど
う

し
て
雷
か
み
な
り

の
ご
と
く
、
両
岸
是こ
れ

が
為た
め

に
打う
ち

砕
く
だ
か
れ

る
計ば
か

り
　
恐お
そ

ろ
し
き
気け

色し
き

、
楫
し
ゅ
う

木ぼ
く

（
か
じ
）
も
動
揺
す
る
か
と
す
さ
ま
じ
。

　
　
…
…
…
…

南
の
方ほ

う

六
七
尺
高
く
成な

り
て
、
真ま
っ

逆さ
か

さ
ま
に
北
へ
落お
ち

下く
だ

る
事こ
と

滝た
き

に
似に

た
り
。
底そ
こ

よ
り
沸ふ
っ

潮
ち
ょ
う

、
さ
し
入い
り

潮し
お

と
戦
た
た
か
ひ
て
、
岩が
ん

石せ
き

砕
く
だ
け

り
計ば
か

り
に
轟
と
ど
ろ
き

け
り
。

　
　
　
　
　
鳴な

る

門と

　
　
　
　
　
探
古
堂
　
黒
海

 

注
・
文
化
ご
ろ
の
大
阪
の
ひ
と
。
著
書
に
「
阿
波
名
所
図
会
」
が
あ
る
。

此こ
の

門と

干ひ

汐し
お

の
時
は
　
一い
っ

方ぽ
う

ひ
く
ゝ
な
り
て
　
一
方
よ
り
落
お
つ
る

る
水み
づ

滝た
き

の
如ご
と

く
　
満み
ち

汐し
ほ

の
時
は
　
大お
お

海う
み

よ
り
汐し
お

み
ち
く
れ
ば
　
瀬せ
ニ

あ
た
り
て
立た
ち

の
ぼ
る
浪な
み

落お
つ

れ
ば
　
こ
と

〳
〵
く
渦う

づ

と
な
る
…
…

　
　
　
　
　
小
鳴
戸

撫む

養や

ノ
北き
た

、
北き
た

泊
ど
ま
り

ノ
島
田
山
ニ
対
ス
ル
所
と
こ
ろ

海
峡
ヲ
ナ
ス
、
之こ

レ
ヲ
撫
養
ノ
鳴な
る

戸と

ト
呼
ブ
、
海
汐
ノ
盈え
い

虚き
ょ

（
み
ち
か
け
の
意
）
ニ
ヨ
リ
　
潮し
お

ヲ
生
ズ
、
故ゆ
え

ニ
此こ
の

称
し
ょ
う

ア
リ
。
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清
水
吉
康
著
『
大
日
本
名
所
図
録
　
徳
島
県
之
部
』
大
阪
　
大
成
館
　
明
治
37
・
９
。

　
　
　
　
　
鳴
　
門

瀬
戸
内
海
に
三
海
峡
あ
り
、
下し

も
の
せ
き関
と
い
ひ
、
速は
や

吸す
い

（
大
分
県
東
部

―
瀬
戸
内
海
の
南
西
の
入
口
を
な
す
。
速は
や

吸す
い

瀬せ

戸と

と
も
い
う
。
潮
流
最
大
5.5
ノ
ッ
ト
）
と
い
ひ
、

鳴
門
と
い
ふ
。
鳴
門
海
峡
は
、
流な

が

れ
殊こ
と

に
急
き
ゅ
う

に
し
て
異い

観か
ん

呈て
い

せ
り
。
…
…
鳴
門
は
、
阿
波
と
淡
路
と
の
間
に
あ
り
。

水
、
岩
に
激げ

き

し
て
怒い
か

り
、
躍お
ど

り
て
走は
し

り
、
こ
の
深
処
に
崩ぼ
う

落ら
く

し
て
巨き
ょ
く
わ渦

（
大
う
ず
）
を
つ
く
る
。
退た
い

潮
ち
ょ
う

数
尺
、
外が
い

洋よ
う

既す
で

に
低
き
と
き
、
内
海
の
水
は
奮ふ
ん

迅じ
ん

し
て
（
は
げ

し
く
、
ふ
る
い
た
つ
）
こ
の
犬け

ん

牙が

（
い
ぬ
の
き
ば
）
の
如ご
と

き
岩が
ん

礁
し
ょ
う

を
衝つ

き
、
懸か
か

り
て
（
上
か
ら
つ
る
し
た
川
）
滝
と
な
り
、
鳴な

っ
て
凄せ
い

然ぜ
ん

の
（
も
の
さ
み
し
い
）
響
ひ
び
き

あ
り
。

…
…
旋せ

ん

転て
ん

盤
ば
ん
か

回
く
わ
い

し
て
、
巨
渦
、
中
心
に
凹お
う

窪あ

を
作つ
く

り
、
渦う
づ

と
相あ
い

伴
と
も
な

ひ
て
之こ
れ

に
合
し
…
…

 

友
田
宜ま
さ

剛よ
し

編
『
新編

　
中
等
作
文
教
本
　
巻
三
』
東
京
書
籍
、
明
治
45
・
２
。

　
　
　
　
　
鳴
　
門

鳴
門
は
矢や

張は
り

、
徳
島
か
ら
撫む

養や

に
出
て
、
そ
こ
で
乗の
り

合あ
い

の
汽
船
に
乗
る
方ほ
う

が
好よ

い
ね
。
そ
れ
は
ね
、
淡
路
の
福ふ
く

良ら

（
あ
わ
じ
島
の
南
西
端
の
港
町
）
の
方
か
ら
舟ふ
ね

は
出
せ

る
け
れ
ど
も
（
フ
ェ
リ
ー
船
が
あ
る
意
）、
本
当
の
潮
の
呑ど

ん

吐と

す
る
（
の
み
込
む
）
壮
観
は
、
撫
養
の
方
で
な
け
れ
ば
好よ

く
見み

え
な
い
か
ら
ね
。

 

田
山
花
袋
の
紀
行
文
。『
日
本
名
所
事
彙
』
所
収
、
育
成
社
、
明
治
43
・
７
。

海
の
恐
怖

　
　
＝
鳴
門
と
日
本
文
学

池
田
亀き

鑑か
ん

（
一
八
九
六
～
一
九
五
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
国
文
学
者
。
東
大
教
授
）
は
、
こ
の
表
題
の
随
筆
の
な
か
で
、「
太
平
記
」（
小
島
法
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

軍
記
物
語
。
四
〇
巻
。
応
安
年
間
［
十
四
世
紀
］
の
成
立
と
み
ら
れ
て
い
る
）
に
み
ら
れ
る
、
後
醍
醐
天
皇
の
第
一
皇お

う
じ子

・
尊た
か

良よ
し

親
王
が
土
佐
に
流
罪
に
な
っ
た
話
に
言
及

し
た
あ
と
、
ポ
ー
の
う
ず
ま
き
に
ふ
れ
て
い
る
。「
メ
ー
ル
ス
ト
ウマ

マ
ル
ム
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
西
海
岸
に
現
は
れ
る
有
名
な
渦
巻
と
激
流
の
現
象
で
、
鳴
門
の
そ
れ
と
全
ま
っ
た
く

同
性
質
の
も
の
の
よ
う
だ
。
実
際
に
は
こ
の
現
象
は
、
ポ
ー
の
書
い
た
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
太
平
記
の
文
章
に
も
あ
る
よ
う
に
、
多
少
の
誇
張
は
文
学

作
品
と
し
て
や
む
を
え
ま
い
」
と
い
う
。

池
田
が
み
る
と
こ
ろ
、
ポ
ー
は
自
然
科
学
者
的
な
知
性
と
詩
人
的
人
的
な
空
想
と
を
た
く
み
に
な
え
ま
ぜ
て
、「
う
ず
ま
き
」
を
作
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
ポ
ー
が
描
こ
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う
と
し
た
主
意
は
、

　
　
大
う
ず
ま
き
の
恐
怖

　
　
月
光
が
射
す
神
秘
な
海

で
あ
っ
た
。

「
主
人
公
が
乗
っ
て
い
た
大
き
な
船
は
早
く
沈
み
、
飛
び
移
っ
た
円
筒
形
の
タ
ル
だ
け
は
浮
び
上
っ
て
き
た
。
そ
の
ス
リ
ル
を
精
密
な
心
理
描
写
と
合
理
性
に
よ
っ
て

描マ

マ破
し
て
い
る
」
と
い
う
。

 

『
読
売
新
聞
』（
第
一
二
五
〇
号

―
昭
和
31
・
５
・
８
付
）。

四
国
さ
か
さ
巡
礼
記

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（
一
九
二
二
～
二
〇
一
九
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
れ
の
日
本
文
学
者
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
を
へ
て
日
本
に
帰
化
）
は
、
子
供
の
と
き
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
大
渦
の
物
語
を
よ
ん
だ
と
い
う
。
が
、
だ
れ
の
作
品
で
よ
ん
だ
の
か
、
明
言
し
て
い
な
い
。
が
、
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
か
れ
は
徳
島
市
か
ら
鳴
門
へ
行
っ
た
。

「
子
供
の
と
き
に
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
の
大
渦
の
小
説
を
読
ん
で
、
白は

く

昼
ち
ゅ
う

夢む

に
そ
の
恐
ろ
し
さ

―
吸
い
込
ま
れ
た
船
の
乗
客マ
マ

の
悲マ

マ鳴
、
マ
ス
ト
の
天て
っ

辺ぺ
ん

が
荒
波
に
沈
む
瞬
間

―
を
目ま

の
あ
た
り
に
想
像
し
た
」
と
い
う
。

む
か
し
の
こ
と
な
の
で
、
物
語
の
細
部
に
も
誤
解
も
あ
る
よ
う
だ
。
鳴
門
海
峡
を
瞰
下
す
る
の
に
最
も
よ
い
丘
陵
地
と
み
ら
れ
る
鳴
門
公
園
に
お
い
て
、
そ
こ
に
す
え
て

あ
る
望
遠
鏡
で
‘
う
ず
ま
き
’
を
み
た
が
、
迫
力
を
感
じ
ら
れ
ず
失
望
し
た
よ
う
だ
。

「
展
望
台
の
望
遠
鏡
を
渦う

ず

の
方
へ
向
け
る
と
、
あ
る
か
な
い
か
分わ
か

ら
な
い
程
の
優や
さ

し
い
渦
し
か
見
え
な
か
っ
た
。
私
は
が
っ
か
り
し
た
が
、
全
体
の
景け

色し
き

を
眺
め
る
と
そ

の
素す

晴ば

ら
し
さ
に
見
と
れ
た
」
と
い
う
。

 

『
中
央
公
論
』
第
72
年
第
12
号
、
昭
和
32
・
10
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
日
本
の
う
ず
し
お
の
発
生
箇
所
。
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考証　ポーの「うずまき」

ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
を
二
分
し
て
い
る
の
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
極
北
の
地
で
あ
り
、
土
地
は
海
岸
か
ら
に
わ
か
に
高
原
に

移
る
た
め
、
草
木
が
生
え
ず
、
人
口
も
産
物
も
す
く
な
い
。
人
々
は
し
ぜ
ん
海
に
出
て
漁
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
漁
業
を
お
も
な
産
業
と
し
た
。
ま

た
山
間
牧
畜
に
よ
り
、
羊
や
ヤ
ギ
を
飼
っ
て
副
産
物
と
し
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
全
海
岸
は
、
ゆ
た
か
な
漁
場
で
あ
り
、
タ
ラ
や
ニ
シ
ン
、
カ
レ
ー
、
サ
バ
、
シ
ャ
ケ
、
カ
ニ
が
豊
富
に
捕
獲
で
き
、
五
つ
の
主
島
と
無
数
の
小
島
か
ら
な

る
。
ロ
フ
ォ
ー
テ

（
デ
）

ン
諸
島
が
そ
の
中
心
と
い
う
。
大
小
の
島
は
、
班は
ん

れ
い
岩
（
黒
み
か
げ
石
）
や
片へ
ん

麻ま

岩
（
石
英
、
長
石
な
ど
か
ら
な
る
変
成
岩
）
な
ど
か
ら
な
り
、
サ
メ

の
歯
の
よ
う
に
ぎ
ざ
ぎ
ざ
し
た

鳴門のうずまき

●は‘うずまき’を示す。
『日本案内記　中国四国篇』昭和30・2より。



（62）047

れ
る
。
も
う
二
つ
は
、
本
土
の
ム
ス
ケ
ネ
ス M

uskenes 

と
フ
ウ
ン
ト Fund 

島
の
ち
か
く
に
一
つ
と
、
ヴ
ァ
ロ V

aro 

島
と
ル
ス
ト R

ust 

島
の
間
に
も
う
一
つ
、
計
三
つ

み
ら
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
商
人
兼
旅
行
者
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ソ
ン
（
一
五
二
九
～
一
六
一
〇
）
も
、
そ
の
航
海
記
（
一
五
八
九
年
）
に
お
い
て
、
う
ず
ま
き
に
ふ
れ
、

ロ（
ル
ス
ト
）

ス
ト
諸
島 R

ost Islands 

と
ロ
フ
ォ
ー
テ Lofoote 

島
の
あ
い
だ
に
‘
マ
レ
ス
ト
ラ
ン
ド
’M

alestrand 

と
呼
ば
れ
る
う
ず
ま
き
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も

十
六
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
牧
師
兼
作
家
エ
リ
ッ
ク
・
ポ
ン
ト
ピ
ダ
ン
（
一
六
九
八
～
一
七
六
四
）
は
、
あ
い
ま
い
な
表
現
な
が
ら
、
モ
ス
コ
エ
ス
ト
ロ
ム 

M
oskoestrom

 

が
モ
ス
コ
エ M

oskoe 

島
の
近
く
に
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
（『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
自
然
誌
』
一
七
五
五
年
）。

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』（
一
七
九
八
年
）
は
、
あ
ま
り
精
密
で
は
な
い
が
、
緯
度
六
十
八
度

―
ノ
ー
ル
ラ
ン
ト
（
ド
）
州
の
ロ
フ
ォ
ー
デ
ン
地
区

―
モ
ス
コ
エ M

oskoe 

裸ら

岩が
ん

の
山

屹き
つ

立り
つ

す
る
崖

恐
ろ
し
い
岩が
ん

崖か
い

と
い
っ
た
大
自
然
の
景
色
を
み
せ
つ
け
て
い
る
。

こ
れ
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
景
観
の
特
徴
で
あ
る
。
が
、
い
っ
た
い
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
‘
う
ず
ま
き
’（
マ
ス
コ
ス
ト
ロ

ム
、
モ
ス
ケ
ン
ス
ト
ロ
ム
、
ム
ス
ク
ス
ト
ロ
ム
な
ど
と
呼
ぶ
）
は
、
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
。
そ
の
位
置
に
つ
い
て

叙
し
た
も
の
を
年
代
順
に
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

鳴
門
の
う
ず
し
お
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
干
満
時
に
ロ
フ
ォ
ー
テ

（
デ
）
ン
諸
島
の
海
域
に
お
い
て
、
数
箇
所

0

0

0

お
こ
る

よ
う
だ
。
そ
の
う
ず
ま
き
の
絵
を
は
じ
め
て
地
図
に
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
オ
ラ
ウ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
で

あ
り
、
つ
い
で
ヘ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
メ
ル
カ
ト
ル
で
あ
り
、
十
六
世
紀
の
こ
と
だ
っ
た
。
ロ
フ
ォ
ー
テ

（
デ
）

ン
諸
島
に
は
小

さ
い
島
が
無
数
に
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ス
ュ
ル V

ashul 

島
と
ロ
ガ
（
ハ
）

ナ
ス Lõganas 

島
の
中
間
に
う
ず
ま
き
の
絵
が
み
ら

ノルウェーの北西岸沖の‘うずまき’。Søk i Store norske leksikon 
より。
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考証　ポーの「うずまき」

島
の
ち
か
く
で
発
生
す
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ポ
ン
ト
ピ
ダ
ン
の
記
事
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
記
述
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
牧
師
兼
作
家
ジ
ョ
ナ
ス
・
ラ
ム
ス
（
一
六
四
九
～
一
七
一
八
）
は
、
ロ
フ
ォ
ー
テ

（
デ
）

ン
の
ヘ
ル
セ
ゲ
ン H

elseggen 

の
山
と
ヴ
ェ
ル V

er 

島
（
ヴ
ァ
ロ
イ

島
と
も
い
う
）
の
間
を
、
モ
ス
コ
エ M

oskoe 

島
の
方
か
ら
、
モ
ス
コ
エ
・
ス
ト
ロ
ム
と
呼
ば
れ
る
、
大
き
な
、
恐
し
い
海
流
が
な
が
れ
て
い
る
、
と
報
じ
て
い
る
。
ラ
ム

ス
の
こ
の
記
事
は
、『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』（
一
七
九
八
年
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

十
九
世
紀
に
な
る
と
、
う
ず
し
お
の
位
置
が
細
か
く
な
る
。「
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム M

aëlstrom
 

ま
た
は
マ
ル
ス
ト
ロ
ム M

alstrom
 

は
、
大
う
ず
で
あ
る
。
船
乗
り
た
ち

は
、
ウ
ェ
ロ
エ
ン W

eroën 
島
（
ヴ
ェ
ル
ま
た
は
ヴ
ァ
イ
ロ
島
の
こ
と
か
）
と
モ
ス
ケ
ン
島
の
あ
い
だ
に
あ
る
、
と
注
意
を
う
な
が
し
て
い
る
。
こ
の
う
ず
ま
き
は
北
極
海

に
あ
り
、
北
緯
57
度
40
分
、
東
経
11
度
44
分
に
あ
る
」（『
ル
・
マ
ガ
ザ
ン
・
ウ
ニ
ベ
ル
セ
ル
』
誌
（
一
八
三
六
・
四
）
に
の
っ
た
「
ル
・
マ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム
」
の
訳
者
注
を

参
照
）。

二
十
世
紀
に
な
る
と
、
ベ
デ
ィ
カ
ー
『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
』（
一
九
一
二
年
）
が
、
う
ず
し
お
に
ふ
れ
て
い
る
。「
こ
の
島
の
南
端
は
、
ロ
フ

ォ
ー
ト
デ
ン Lofotodden 

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
お
そ
ろ
し
い
マ
ル
ス
ト
ロ
ム M

alstrøm
 

す
な
わ
ち
モ
ス
ケ
ン
ス
ト
ロ
ム M

oskenstrøm
 

が
流
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
は
げ
し
い
潮
流
で
あ
り
、
漁
船
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
で
あ
る
」（
二
二
三
頁
）。

日
本
の
う
ず
し
お
と
い
え
ば
、
鳴
門
の
も
の
が
唯
一
で
あ
ろ
う
が
、『
日
本
案
内
記
』（
昭
和
30
・
２
）
の
地
図
に
、
七
ヶ
所
も
そ
れ
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
干
満
時
に
あ

ち
こ
ち
で
た
く
さ
ん
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
本
語
の
‘
う
ず
ま
き
’
に
相
当
す
る
語
と
し
て
、
英
語
に
は

　
　w

ホ
ワ
ー
ル
プ
ー
ル

hirlpool

　
　s

ス
ワ
ー
ル

w
irl

　
　v

ヴ
ォ
ー
テ
ッ
ク
ス

ortex

　
　e

エ
デ
ィ

ddy

…
…
…
…
…
…
…
小
さ
な
う
ず
を
い
う
。

　
　m

メ
エ
ル
ス
ト
ロ
ム

aelstrom

…
…
…
…
ふ
つ
う
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
西
岸
沖
の
大
き
な
も
の
を
い
う
。‘
大
う
ず
ま
き
’
の
意
。
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だ
り
す
る
が
、
一
方
で
引
き
込
ん
だ
水
を
吹
き
上
げ
た
り
す
る
（
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

徳
島
県
の
阿あ

波わ

の
鳴
門
海
峡
（
四
国
東
北
端
の
孫ま
ご

崎ざ
き

と
淡あ
わ

路じ

島し
ま

の
門と

崎ざ
き

と
が
む
か
い
あ
っ
た
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
狭
い
海
域
）
は
、
恐
ろ
し
い
う
ず
ま
き
が
で
き
る

と
こ
ろ
と
し
て
、
む
か
し
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
海
峡
で
は
南
流
の
潮
流
と
北
流
の
潮
流
が
、
か
わ
る
が
わ
る
お
こ
る
と
こ
ろ
と
い
う
。
そ
の
流
れ
は
、
時
速
24
キ
ロ
。

両
岸
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
た
く
さ
ん
う
ず
ま
き
が
生
じ
る
。
大
き
な
も
の
で
、

　
　
直
径
…
…
…
…
…
…
一
五
メ
ー
ト
ル
～
二
三
メ
ー
ト
ル
（『
コ
ン
サ
イ
ス
地
名
辞
典
』、
三
省
堂
）

　
　
中
心
の
く
ぼ
み
…
…
二
メ
ー
ト
ル

　
　
う
ず
の
音
…
…
…
…
ご
う
ご
う
と
あ
た
り
に
響ひ

び

く
も
の
。

な
ど
が
あ
る
。
が
、
鳴
門
の
う
ず
ま
き
は
、
こ
の
う
ち
ど
の
語
が
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
か
。

七　
＇
う
ず
ま
き
＇
の
発
生
原
因

潮し
お

（
汐
と
も
か
く
）
と
は
、
月
や
太
陽
の
引
力
に
よ
っ
て
、
海
水
が
引
っ
ぱ
ら
れ
、
水
の
高
さ
を
変
わ
る
こ
と

を
い
う
。
が
、
水
位
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
の
を
満み

ち

潮し
お

、
も
っ
と
も
低
く
な
る
の
を
引ひ

き
潮し
お

と
い
う
。
そ
れ
は
ふ

つ
う
六
時
間
ほ
ど
の
周
期
で
く
り
返
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
典
型
的
な
う
ず
ま
き
と
い
え
ば
、
鳴
門
（
徳
島
県
北
東

端
）
の
う
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
わ
の
く
に

倭わ

国こ
く

（
日
本
）
第
一
の
瀬
戸
」
と
い
う
（「
日
本
名
所
風
俗
図
会
」
巻
之
上
　

鳴
門
）。
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
か
。

満
潮
と
引
き
潮
の
高
低
差
で
生
じ
た
潮
流
は
、
中
央
部
を
流
れ
る
は
や
い
流
れ
と
、
陸
地
側
の
お
そ
い
流
れ
と

の
速
度
差
で
回
転
力

0

0

0

が
う
ま
れ
る
。
こ
れ
が
う
ず
の
発
生
要
因
で
あ
る
ら
し
い
。
水
中
の
う
ず
の
よ
う
す
は
ど
う

か
。
う
ず
は
海
面
の
空
気
を
引
き
込
ん
だ
と
き
、
白
い
泡
を
生
む
。
う
ず
の
強
い
吸
引
力
は
、
白
い
竜
巻

0

0

0

0

を
生
ん

阿
あ わ

波の鳴門のうずまき。対岸は淡路島。原田三夫『自然界の驚

異』偕成社より。
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う
ず
ま
き
は
漏ろ
う

斗と

（
あ
さ
が
お
）
形
に
凹く
ぼ

ん
で
輪
転
す
る
（『
日
本
地
理
大
系
　
中
国
・
四
国
篇
』
改
造
社
、
昭
和
６
・
９
、
二
七
四
頁
）。

こ
の
う
ず
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
、
二
、
三
ト
ン
の
船
で
も
進
退
の
自
由
を
う
し
な
い
、
大
小
の
暗
礁
（
海
中
の
か
く
れ
た
岩
）
や
岸
の
岩
に
ぶ
つ
か
り
難
船
す
る
ら
し
い
。

鳴な
る
と門
（
鳴
戸
と
も
か
く
）
の
語
源
は
、
海
が
鳴
り
ひ
び
く
出
入
り
口
（
門
）
で
あ
ろ
う
か
。

う
ず
（
渦
流
）
は
た
く
さ
ん
起
る
が
、
中
の
瀬
（
中
く
ら
い
の
流
れ
の
意
か
）
で
生
じ
、
最
高
潮
の
と
き
の
も
の
を
‘
大お

お

落お
と

し
’、
そ
う
で
な
い
と
き
の
も
の
を
‘
小こ

落お
と

し
’
と
い
う
よ
う
で
あ
る
。

ポ
ー
が
描
く
海
の
色
は
、
イ
ン
キ
の
よ
う
に
黒
い
も
の
。
大
う
ず
ま
き
の
帯

ベ
ル
ト

の
そ
れ
は
白
で
あ
る
。
そ
の
内
側
は
真
黒
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
形
容
は
、
か
れ
が
あ
え
て
潤

色
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
じ
っ
さ
い
の
海
は
ど
ん
な
色
を
し
て
い
る
の
か
。
既
し
て
海
の
色
は
、
青
で
あ
る
こ
と
は
通
り
相
場
で
あ
る
。
海
は
湖
や
川
よ
り
も
透
明
度
が

高
い
と
い
う
。
太
洋
は
ま
ん
中
ほ
ど
高
く
、
赤
道
に
近
い
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
高
い
。
日
本
の
南
の
沖
を
流
れ
る
暖
流
の
‘
黒く

ろ

潮し
お

’
の
色
は
、
藍あ
い

色い
ろ

（
濃
い
青
）
が
黒
ず
ん
だ

も
の
。
熱
帯
の
海
は
、
藍
青
色
の
美
し
い
も
の
。‘
黒
海
’（T

he B
lack Sea

）
は
、
底
の
ド
ロ
が
硫
化
物
の
た
め
に
黒
い
か
ら
起
っ
た
名
と
い
う
（
原
田
三
夫
『
自
然
界

の
驚
異
』
偕か

い

成せ
い

社し
ゃ

、
昭
和
28
・
５
）。

八　
「
う
ず
ま
き
」
か
ら
み
た
ポ
ー
の
伝
言

さ
い
ご
に
ポ
ー
が
「
う
ず
ま
き
」
を
通
じ
て
、
読
者
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
、
ね
ら
い
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

ポ
ー
の
「
物テ

イ
ル
ズ語
」
に
つ
い
て
の
論
評
が
、
無
署
名
で
『
ア
リ
ス
テ
ィ
デ
ィ
ー
ン
』
誌
（
一
八
四
五
・
一
〇
）
に
出
た
が
、
じ
っ
さ
い
の
執
筆
者
は
、
ポ
ー
そ
の
人
で
あ
る

と
き
め
つ
け
た
の
は
、
Ｇ
・
Ｒ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
で
は
ポ
ー
は
自
作
「
う
ず
ま
き
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
か
れ
は
自
画
自
讃
的
に
こ
ん
な
風
に
い
っ

て
い
る
。「

う
ず
ま
き
」
は
何
よ
り
も
テ
ー
マ
の
大
胆
さ
を
も
っ
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
、
だ
れ
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
描
写
が
明
快
で
あ
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ポ
ー
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
作
家
は
、
し
ご
と
に
取
り
か
か
る
前
に
、
ま
ず
テ
ー
マ
（
主
題

―
作
品
の
中
心
と
な
る
内
容
）
を
き
め
る
。
そ
れ
が
き
ま
る
と
、
テ
ー
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マ
に
そ
っ
て
話
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
書
き
進
め
る
。
が
、
ポ
ー
が
ま
ず
考
え
た
の
は
、
テ
ー
マ
よ
り
も
斬
新
な
効
果

0

0

0

0

0

を
ど
う
生
み
だ
す
か
が
先
決
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の

あ
と
テ
ー
マ
に
移
っ
て
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
や
、
音
調
（
擬
音
な
ど
）
を
新
た
に
つ
く
り
出
し
、
そ
れ
ら
を
作
中
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
効
果
が
出
せ
る
と
考
え
た
。
だ
か
ら
効
果
を
生
む
こ
と
に
役
立
た
ぬ
言
葉
は
、
す
べ
て
す
て
た
。
効
果
の
誕
生
に
役
立
つ
も
の
は
何
か
と
つ
く
づ
く
考
え
る
と
、

そ
れ
は
材
料

―
“
真
正
（
本
物
）
の
資
料
”
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
つ
ま
り
作
品
を
生
か
す
も
殺
す
も
資
料
な
の
で
あ
る
。
作
品
の
よ
し
あ
し
を
左
右
す
る
も
の
は
、

第
一
に
作
者
の
筆
力
だ
と
す
る
と
、
第
二
は
材
料
（
資
料
）
が
良
い
か
悪
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ポ
ー
に
よ
る
と
、
英
米
作
家
の
大
き
な
欠
点
は
、
先
人
の
桎し

っ

こ
く
か
ら
脱
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
達
の
考
え

0

0

や
こ
と
ば
使
い
の
特
性

0

0

0

0

0

0

0

0

を
ま
ね
、
か
れ
ら
が
踏
み
な

ら
し
た
道
を
歩
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
独
創
の
に
ほ
い
は
な
く
、
あ
る
の
は
死
の
に
ほ
い
で
あ
る
。
い
っ
さ
い
の
斬
新
さ
は
否
定
さ
れ
、
ル
ー
ル
違
反
は
“
ふ

と
ど
き
な
異
形
”
と
し
て
排
除
さ
れ
る
。

ポ
ー
は
独
創
性
を
第
一
義
に
考
え
た
。
着ア

イ
デ
ィ
ア想

と
そ
の
組
合
わ
せ
が
重
要
で
あ
る
と
お
も
っ
た
。
趣
向

0

0

が
と
び
ぬ
け
て
新
し
く
な
い
ば
あ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
書
く

こ
と
は
、
犯
罪
だ
と
お
も
っ
た
。
読
者
が
お
も
し
ろ
味
を
感
じ
な
い
よ
う
な
作
品
は
、
駄
作
だ
と
考
え
た
。
作
家
の
個
性
を
な
す
も
の
は
、
文
章
の
様
式

―
文ス
タ
イ
ル体
で
あ
る

が
、
ポ
ー
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。

か
れ
は
じ
ぶ
ん
の
文
体
は
、
わ
か
り
や
す
く
、
説
得
力
に
富
む
も
の
、
ま
じ
め
な
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
く
わ
し
い
叙
述
は
、

―
筋
プ
ロ
ッ
ト

―
効
果

―
出
来
事

―
な

ど
の
展
開
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
、
作
品
を
お
も
し
ろ
く
さ
せ
る
要
因
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
と
き
に
描
写
が
く
ど
く
ど
し
く
な
る
の
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
ポ
ー
が
い
い
た
か
っ
た
の
は
、
作
家
は
因
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
創
の
研
鑽
に
つ
と
め
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

む
か
し
と
い
え
ば
古
い
話
で
あ
る
。
が
、
い
ま
か
ら
五
〇
年
以
上
も
ま
え
に
、
ポ
ー
の
あ
し
あ
と
を
た
ど
る
旅
に
出
た
こ
と
が
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン

―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

―
ボ
ル
チ
モ
ア

―
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

―
リ
ッ
チ
モ
ン
ド

―
シ
ャ
ロ
ッ
ツ
ビ
ル

―
ロ
ン
ド
ン

―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
、
い
ろ
い
ろ
さ
ま
よ
っ
た
。
が
、
い
ま

当
時
を
ふ
り
返
る
と
、
つ
い
き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に

―
、
映
画
の
一
画シ
ー
ン面
の
よ
う
に
、
一
こ
ま
ず
つ
、
な
つ
か
し
く
想
い
出
さ
れ
る
。
本
稿
執
筆
の
直
接
の
動
機
と
な

っ
た
も
の
は
、
こ
ん
に
ち
ま
で
接
し
え
な
か
っ
た
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
』（
一
七
九
八
年
）
に
み
ら
れ
る
‘
う
ず
ま
き
’
の
記
事
を
よ
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
よ
う
や
く
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宿
望
が
達
せ
ら
れ
、
論
文
執
筆
の
意
欲
が
か
き
立
て
ら
れ
た
。

し
か
し
、
参
考
と
す
べ
き
資
料
が
手
元
に
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
が
、
大
方
の
協
力
を
え
て
、
新
し
い
材
料
も
少
し
づ
つ
あ
つ
ま
り
は
じ
め
、
思
い
の
ほ
か
ス
ム
ー
ス
に

筆
が
す
す
ん
だ
。
こ
れ
も
泉
下
の
ポ
ー
の
霊
威
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
を
大
別
す
る
と
、
前
半
と
後
半
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
㈠
～
㈣
ま
で
は
、
ポ
ー
の

「
う
ず
ま
き
」
を
切
り
ひ
ら
い
た
研
究
。
作
品
の
形
態
・
構
造
・
作
用
な
ど
を
調
べ
た
解
剖
図
で
あ
り
、
後
半
㈤
～
㈧
ま
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
う
ず
ま
き
」
の
紹
介

の
あ
と
を
瞥
見
し
た
り
、
わ
が
国
の
文
学
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
‘
鳴
門
の
う
ず
ま
き
’
に
つ
い
て
叙
し
た
り
、
ポ
ー
の
「
う
ず
ま
き
」
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。日

本
人
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
文
学
は
、
外
国
文
学
で
あ
る
。
国
文
学
に
関
し
て
は
、
本
国
の
学
者
が
い
ち
ば
ん
す
ぐ
れ
た
成
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。
豊
富
な
資

（
史
）
料
、
豊
富
な
文
献
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
米
語
が
国
語
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
原
作
を
味
解
で
き
る
強
味

0

0

0

0

0

0

0

を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
考
証
的
研
究
に
か
け
て
は
、

と
て
も
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
か
れ
ら
と
勝
負
に
な
れ
ぬ
。
ポ
ー
が
説
く
独
創
性
と
い
う
も
の
を
考
え
た
ば
あ
い
、
彼
我
の
資
料
を
う
ま
く
使
い
、
対
照
的
に
研
究
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
が
、
も
の
を
い
う
の
は
研
究
材
料
（
ネ
タ
）
で
あ
る
。
そ
う
お
も
っ
て
す
こ
し
は
新
味
を
出
す
こ
と
に
努
め
た
。
が
、
ご
覧
の
と
お
り
の
結
果
し

か
出
し
え
な
か
っ
た
。
…
…
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汐
』
岩
波
書
店
、
昭
和
９
・
11
。

　
　
　
川
端
康
成
、
伊
藤
整

吉
田
精
一
他
　
　
　

編
『
文
章
講
座
　
Ⅱ
　
文
章
構
成
』
河
出
書
房
、
昭
和
29
・
11
。

　
　
　
原
田
三
夫
著
『
自
然
界
の
驚
異
』
偕
成
社
、
昭
和
28
・
５
。

　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
案
内
記
　
中
国
四
国
篇
』
日
本
交
通
公
社
、
昭
和
30
・
２
。

　
　
　
鳴
門
市
史
編
纂
委
員
会
『
鳴
門
市
史
　
別
巻
　
鳴
門
に
関
す
る
文
芸
作
品
集
』
鳴
門
市
、
昭
和
46
・
10
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

こ
れ
は
む
か
し
か
ら
世
に
知
ら
れ
た
鳴
門
の
う
ず
ま
き
に
関
す
る
も
の
を
集
め
た
文
集
で
あ
る
。
画
集
・
歌
集
・
句
集
・
詩
集
・
随
筆
の
な

か
か
ら
、‘
う
ず
し
お
’
の
記
述
を
ひ
ろ
い
集
め
た
も
の
で
、
中
に
は
珍
し
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
好
書
で
あ
る
。

　
　
　
松
原
秀
明
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
　
14
　
四
国
の
巻
』
角
川
書
店
、
昭
和
56
・
12
。

　
　
　
藤
原
　
博
著
『
英
語
の
構
造
』
大
修
館
書
店
、
昭
和
59
・
２
。



（70）039

　
　
　
片
桐
洋
一
校
注
『
後
撰
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
平
成
２
・
４
。

　
　
　
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊

東
野
治
之
　
　
　
　

校
注
訳
「
編新

　日
本
古
典
文
学
全
集
　
９
　
」『
万
葉
集
１
～
４
』
小
学
館
、
平
成
６
・
５
～
同
28
・
11
・

　
　
　
小
島
憲
之
、
直
木
孝
次
郎
、
西
宮
一
民

蔵
中
進
、
毛
利
正
宗
　
　
　
　
　
　

校
注
訳
「
編新

　日
本
古
典
文
学
全
集
　
２
」『
日
本
書
記
　
①
〈
全
三
冊
〉』
小
学
館
、
平
成
27
・
８
。


